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カーテン・力一ペット・椅子張

心に与える快適度が物の価値を決める現代。

住む・働く・遊ぶ あらゆる生活場面を快適に、楽しく豊か

に彩るフアプリックスが求められています。

川島織物は、一過性ではなく、永い跨の流れを経て、なお評価

を受け続けた物のみが持つ心地良さを新たな物創りの原点とし

て、それぞれの生活ステージで望まれる快適機能を今の時代の

先錨授術で具現化した、魅力あふれる新商昂をお届け致します。

“8t ep up" を合言葉にニュープレステージを創造し、生活進化

を支え、真の快適ライフの実現を目指す。これが ' 90-' 92 ブロ

パー開発の基本姿勢です。
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謹 賀 新 年

1990年を迎えて

社団法人日本建築協会会長 佐 野 正 一

新 年 を 迎 え 、 建 築 界 の 繁 栄 と 皆 様 の ご 多幸 を 祈 り あ げ ま す。

わ が 国 の 経 済 は 引 き つづき 好 調 の な か に あ り 、 建 築 界 も 多 忙 だ っ た 1989年 を 送

り 、 新 年 も ま た 同 じ ょ っ な 繁 忙 の 年 で あ ろ う と 言 わ れ ま す 。 不 況 か ら 好 況 へ の

転 換 は 、 内 需 拡 大 の 政 策 に 応 じ て 住 宅 建 設 が 大 き く 伸 び た こ と に は じ ま り ま す 。

強 い 生 活 意 識 の 変化 と 所 得 の 向 上 に 支 え ら れ て 、 住 宅 建 設 、 都 市 施設 の 整備、

業 務施設の近代化、 福 祉 施 設の充 実 の い ず れ に つ い て も 、 新 設 お よ び 取 り 替 え

の 建 築 需 要 は 一 層 旺 盛 で 、 建 築 活 動 は 、 な お 一 層 強 力 に 進 む も の と 考 え ら れ ま

す 。 し か し な が ら 、 建 築 活 動 が 進 む一 方 で 、 都 市 内 外 の 地 価 の 高 騰 、 建 築 資 材

の逼迫などが予想、を超えた障害 と な っ て 進 行 し 、 ま た 建 築 活 動 に 伴 う 技 術 職 ・

労 務 職 の 充 足 は 極 め て 深 刻 な 問 題 と し て 表 面 化 す る に 至 っ て い る こ と に 注 意 し

なければ、なりません 。 このよ う な 事態 は 戦 後 、 急 速 か つ 順 調 な 成 長 を と げ て き

た わ が 国 の 建 築 界 が 迎 え て い る あ ら た な 局 面 と 言っ て も よ い の で は な い か と 考

え ま す。 敗 戦 国 と し て の 劣 悪 状 態 か ら 立 ち 直 り 、 さ ら に 経 済 成 長 を 重 ね て 、 今

や 世 界 の な か で の 強 力 な 経 済地 位 に ま で 到 達 し た と さ れ て い る わ が 国 は 、 そ れ

だ け に 諸 外 国 か ら の 陰 に 陽 に 強 い 圧 力 の な か に 立 さ れ て お り 、 そ う し た あ ら た

な 国 際 関 係 の な か で 、 わ が 国 は 社 会 的 に も 、 技 術 の 環 境 で も 、 い ま 極 め て 深 刻

な 状 況 を 迎 え て い る と 思 う の で あ り ま す 。

建 築 界 の 迎 え て い る あ ら た な 局 面 の 打 聞 の た め に 、 わ が 協 会 は 、 建 築 界 を 構 成

し 支 え る あ ら ゆ る 分 野 の 協 力 に よ る 良 き 英 知 を 交 歓 し あ う 場 と し て 、 建 築 界 発

展 の た め に 役 立 ち た い と 考 え て お り ま す 。 会 員 各 位 の 強 い ご 鞭 躍 と ご援 助 を お

願 い 申 し あ げ る 次 第 で あ り ま す 。

本 会 は 今 年 、 第 2 回 日 本 建 築 協 会 賞 の 表 彰 を 行 う こと を定め 、候 補 業 績 の 選 考

に 新 年早 々 入 る こ と に い た し ま し た 。 第 1 回 は 本 会 の 創 立70周 年 に 当 た っ て 記

念 行事 として行い、 今 後 は 3 - 4 年 ご と に 定 例 的 に 行 う も の で 、 広 い 会 員 組 織

と活動領 域 を も っ 本会 独 自 の 行事 と し て 掲 げ 、 建 築 界 の 発 展 の た め に 寄 与する

こと を 念 願 して お り ま す 。

各 位 の ご 健 勝 を 重 ね て 祈 り あ げ ま す 。

3  



日 本 建 築 協 会 .  

常 設 委 員 会 ・ 本 年 の 抱 負 園

「 建 築 と 社 会 」 は 会 員 の 力 でP 一編集委員会一

編集委員長長谷部朔 郎

昨年の 目標であった特集記事の一層の充実は、各特集担当委員の相

互乗り入れと努力により、問題の関連づけ、 内容の掘 り下げに一応

の成果が上がり、また、作品頁の平準化 もやや軌道にのり、会員諸

兄の期待におこたえできたと、やや、自負しております。ただ、毎

月25日の発刊が事務局の入手不足もあり、遅れ勝手となり、ご迷惑

をおかけしております。

今年は、発行自の厳守を第ーの課題として、事務局とともに頑張り、

ニュース性を織り込み、適切な情報交換に役立てたいと思います。

この 1 月号より 2 年問、 2 年続いた C . A . D の表紙をガラリと変え、

生活のにおいのある、生きつづける街なみをテーマに 、在阪新鋭建

築写真家数名による力作で、表紙をかざる予定です。ご期待下さい。

会員の雑誌の質を高め、会員相互の役に立てるため、皆さん、誌面

づくりに参加されませんか。多くの方々の参加 で、よりよい誌面を

つくる こ とが、Ａｾｊ￭いです 。

伝 統 の あ る 事 業 の 充 実 を 一教育委員会一

教 育 委 員 長 片 倉 健 雄

教育委員会が行っている事業は、ここ数年来つぎの二つにしぼられ

ています。一つは中堅の建築技術者を対象にした「建築工事実務講

習会」で、昨年末に開催したものは第45固になります。いま 一つは、

この号で入選作品が紹介されている「工高生デザイン コンクール」

で、これは昨年で35回を数えました。

このように事業をしぼり込んでいるのは、当協会の特徴が発揮でき 、

かつ実績のあるものに重点をおく、という方針を踏襲しているから

であり、本年も 一層これらに謄きをかけていく所存です。

しかしながら、会員諸氏の中からは積極的な展開を期待する声も 聞

かれますので、具体的な提案をいただければ、ぜひ検討してみたい

と存じます。

また、現在行っている二つの事業についても、大阪以外の地区や地

方の会員の皆様方に支援していただいて、拡充に努めたいと考えて

おりますので、よろしくお願いいたします。

従 来 の 路 線 の 継 承 ・ 発 展 一出版委員会一

出版委只 長 須 賀 好 富

出版委員会は今まで「建築技術選書J (特装版を含む ) 43冊、 「プ

ロのノウハウ J 18冊 、計61i 冊を企画、 出版してきました 。 それぞれ

は、特徴のある著書で、会員をはじめ、建築界に多大の貢献をして

います。

今後も、従来の路線を継承し、興味ある企画を行 っていきます。 ま

た、著者による講演会を年 3 - 4 回行いたいと考えています。

委員の方々をはじめ、会員各位のこ' 意見、ご協力をたくさんいただ

き、実りある委員会にしていきたいと思います。

4  建 築 と社会/ 1990'1'. 111 '，;

会 員 増 加 に 役 立 っ た め に 一事業委員会一

事業委員長 西 村 良 平

本年の事業委員会は 、前年からの意欲的な流れ を引 き継いでまい り

たいと考えています。

最近では建築関係諸団体の数は極めて多〈、メリ ッ トのない団体に

は入らないというのが近頃の若い人の考え方です。広〈建築界の各

分野を包含 して成り立っている日本建築協会の特徴を 十分に生かし

て、魅力ある事業を企画 ・実施することと、会誌の充実とが、会員

諸兄が最も身近に感じるメリ ッ トの両輪ではなかろうかと思います。

幸い事業委員会では、委員の努力により充実した企画がなされてき

ていると自負しています。一昨年から取り組まれた若い会員の集い

の研究会も、本年はその成果を披露できるものと思っています。

本年も事業にご参加 し、ただき、積極的なご意見をたまわり、会の発

展のためにご支援をお願いいたします。

有 用 な 建 材 情 報 の 提 供 に 向 け て ー建材委員会一

建材委貝長金 井 弘 次

建材委員会では、毎月の定例会で取り上げた建材について、メーカ

を交え、設計面、施工面、またはメ ンテナンスなど、各分野の問題

点を討議のうえ、会員の皆様にできるだけ有用な情報となる よう心

がけ 、本誌の「新建材紹介コーナー」に掲載 してきて います。

ところで、最近の建材 事情は多様な相会のトレンドを反映して、多

様化、高度化、複合化がますます進行し、さらにハイテク分里Tの進

出、国際化の進展なども絡み、大へん絞維で樹みにくい状況にな っ

ています。 また、これらの情報もさまざまな媒体を通じ、個別的に

im. れ、情報洪水の趣すらあります。

このような流れの中で、当委員会としても、本年も上記基本線に沿

って、委員の協力のもとに、常にその活動のあり方を検討しながら、

会員の皆様により有用な情報の提供に努めたいと考えています。会

員の皆様のご支援とご指導をお願い申し上げます。



日 本 建 築 協 会 会 告

話題建築を聞く第 8 回

鰻谷チフレドレン・ミュージアム- 若林広幸氏に聞く

華 や か に 着 飾 っ た 商 業 用 建 築 が付 近 に ど ん ど ん建 て ら れ て き て 、 す っか り 而 目 を 一 新

し た 心 斎 紙 鰻 谷 界 限 に 、 そ の 存在! 惑 を 周 回 に 大 き く 訴 え て い る 建 物 が 建て ら れ ま し た 。

こ れ ま で 作 者 が追 求 し つ づ け て き た テ ー ? の ひと つ で あ る 「日 常 性 か ら 脱 却 し た 空 間 」

が 、 こ こ に い み じ く も 具 現 化 さ れ 、 不 思 議 な 迫力 をも っ て 観 る 者 に 迫 っ て き ま す。

今 回 は こ の 「鰻谷 チ ル ド レ ン ・ミュ ー ジア ム 」の作 者 で あ る 若 林 広幸 氏 に 登 場 し て い た

だ き 、 氏の個 性 あ ふ れ る 建 築 観 に つ い て お話 し い た だ くこ と に し ま し た 。 多 数の 参 加

を おf寺ち し て い ま す。

日 時 1990年 1 月 20 日 ( 土 ) 1 4 : 0 0- 1 6 : 0 0  

会 場 ( 社 ) 日 本 建 築 協 会 会 識 室 ( 大 阪 駅 前 第 3 ビ ル 21 階 )

中心に、玩具庖、子供ジュエ リーショップ、

ミルクノて 等々 、おしゃまな子供達のための . 若林広幸氏プロフィール

22の庖舗で構成される 。 1949年京都市生まれ

ところで、 子供の頃に遊んだ場所て、何故か 1967年たち吉入社、アダム& イブ企画創立に参画

頭に焼き付いて離れない風景というものを 、 ＱＹＷＲ 年インテリア設計事務所設立、建築を単 ｩ ｾ
1982年若林広幸建築研究所設立、現在に至る

多かれ少なかれ誰しもが持ってい る。

〈主な作品〉

私の場合は 、実家の近くの 、廃屋にな った燦

パチンコ庖UF 0 2 ω1、平井丘ι ライフ・イン・

瓦造りの ロフト周辺が、今 む記憶に鮮明に残 京鉱オウ・グルメ・シノワ京宴、てまり花美

ってい る。 食三妹菜館エスカミューズなど

斜面地に何棟方、残っておリ、そのあいだを階

段が縫うように巡 って いた。 その棟の隙間は .

違法のバラックがところせましと占拠してい

たし 、とにか〈ごち ゃごち ゃと複雑に入リ組

んだ危ない場所なのだ。し かし 、子供ごころ

にとても楽しい遊びの空間であ った。 という

よりも 、大人にな った今も 、洗練された空間

を求め る反面 、潜在的にそんな空間を求めて

いるような気がする 。

だが最近の再開発ブームは 、都会の真ん中か

らは赤ちょうちんや、複雑に入り組んだ町並

み をどん どんとな〈していき 、笠然 と笠備の

行き届いた，青潔な四角いピルに変えていく 。

この鰻谷界隈む御多分にもれず、よ品なデザ

インではあ るが四角いピルが立ち並び、面的

で退屈な風景に変わりつつある。

そんな目T並みの中にチルドレン ・ミュージア

ムはある。帳 、奥行き 、高さ ともに 3 m80師、

さらに柱や梁の断面も 60cm角て統ーされた架

構に 、線 々なデザインの建物が二重構造で挿

い
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入されてい る。

この玩具箱をひ っ 〈リ返したような建築の 、

日常性から脱却した夢のような不思議空間は 、

執 ような までに断面や架構 に拘リ 、笠然と情

築さ れた格子に対し 、それ を壊そうとする私

自身の原風景がっくりだした . アンピパレン

ツな行為な のである。 ( 若林広幸)

. 建築概要

所在地大阪市中央区東心斎橋 1 ー19- 2目

建 築 主 OMUピル

企 画オールファ ッションアート研究所

訟 計若林広幸建築研究所

施 工，ヨ閉組

敷地面積 253. 88m'

建築面積 206 .45m'

延床面積 1，173 .39m'  

相腕竃規模 S R C、8 1 、 8 F  

工 期 1988年 7 月- 1989年10月

定 員 30名 ( 予 定 )

参 加 費 一 般2，500円 、 会員 1，500円

( 含、缶ビーノレま たは ジュース、消費税)

学 生 : 一 般1，500円 、会 員 1，000円

申 込 方 法 ハ ガキ、 F A X 、 電 話 で 1 月12日( 金) までに、 ( 社 ) 日 本 建 築 協 会事 業諜 へ

お 申 込 み くだ さ い 。 催 し 名 ( 話題 建 築 を 聞 く 一 一鰻 谷 チ ル ド レ ン ・ミュ ー

ジ プ ム一 一若 林 広 幸 氏 に 聞 く) 、 氏 名 、 会 員 ・一 般 の別、 勤 務 先 、 参加 証

送 付 先 、 電 話番 号 を お 知 ら せ 願 い ま す 。

( 社) 日本建築協会事業課 干530 大 阪 市 北 区 梅 田 ト ト3-2100

F A X  06- 348- 0634、ft06- 348-0633

* 追 っ て 参加 証 を お 送 りし ま す。 な お 申 込 者 多 数 の 場 合 は 抽 選 に て 決 定 し ま す。

住 築 と社会/ 1990'1'- 111¥;' 5  



松 本 猛 氏略1f t

1948年 5 月18 日生まれ。

1972年 平 初 回 大 学 理 工 学 部 応

用物理学科卒

1972年 旭 硝子(附入社

研究所に配属。車縞用、

建築用ガラスの使用特

性の研究、断熱性、防

音性を特徴と したガラ

ス建材の開発を 担当。

現 在 中 央 研 究 所 に お い て 、

建材商品グル プのリ

ーダーとして、高機能

力' ラス建材を中心とし

た開発を推進するとと

もに、関西地区てず) ?

ーケテイングも担当 。

6  

これからのガラス

ハイテクからローテクまで

経 済 の 高 度 成 長 に i半い、 これ か ら ビ ル ・住 宅 ・工 場 は ま す ま す 機 能 化 が 求 め ら れ

る 傾 向 に あ り ま す 。 ま た 、 そ の 一方 で い わ ゆ る ア ソ ビ の 空間 の必 要 性 も 強 く な る と

恩 わ れ ま す。 そ の な か で 、 カ ラ ス は ど の よ う な お 手 伝 い が で き る か ・ ・

皆 様 が 与 え て い る 以 上 に カ ラ ス は 機 能 化 さ れ 、 ハ イ テ ク 化 さ れ て い ま す。

今 回は、 j也硝 干 の絵 本 猛 氏 を お i' P， き し て 、 こ れ か ら ま す ま す 面 白 く な る カ ラ スに

つ い て 、 お 話 を 伺 い ま す 。

日 時 1990年 2 月 5 日(月) ＱＳ Ｚ ＳＰｾＱＶ Ｚ ＰＰ＠
会 場 建 設 交 流 館603号 室 ( 大 阪 市 西 区 立 売 堀2ート2)

講 師 松 本 猛 ( 旭 硝 子 中 央 研 究 所 )

定 員 80名

参 加 費 一 般4. 000円 、 会 員3.500円( 含、消費税)

ガラスは、古くから使われて き

た材料で、透明でゆがみがなく、

向こう側を正しく見ることができ

て. その存在を感じさせないもの

をE里想としていました。 しか し、

ビルというものが建てられるよう

になってきて、窓に大きなガラス

を使うのが一般的になってくるに

つれて、省エネルギーや室内環境

の快適性. および建物全体のデサ.

イン性の面から、今までとは違っ

たガラスが使われるようになって

きました。最近では、この傾向が

ますます強くなり、またガラスの

製造法、特にコーテイング技術の

革新により多種多棟のガラスが製

造できるようになったため、目的

に応じて様々なガラスを使い分け

るようになっています。

最近の新しい傾向として、ガラ

スを結工した後で、ガラスの透視

性などの性能を電気的に変える こ

とのできるアクティプなガラスも

登場してきています。 このような

ハイテク技術から少し離れて、非

常に簡単な発想で透視性を変える

ことのできるガラスも出E見してき

ています。

このように. ハイテクからロー

テクまで、従来にない新しいガラ

スが今生まれてきており、世の中

の多種多織なこーズに対応できる

ようにメーカーとして努力してお

リますので、その一端をご紹介さ

せていただければと思っておリま

す。 ( 松 本 猛)

液品調光ガラス
O N  

ダブルトーン

O F F  

裏 / 白 面

- - " 1<] 白

面

力、

勺

lま

向

表/ 黒面

黒 b

面
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り
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う

が
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え

に
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な

る

申 込 方 法 ノ、 f; キ、 F A X 、 電 話 で l 月29 日( J J ) までに日本建築協会事業譲へお申込

みくださし、 。 催 し 名 ( これ か ら の カ ラ ス ) 、 氏 名 、 会 員 ・一 般 の 別 、 勤

務 先 、 参 加l証 送 付 先 、 屯 話 番 号 を お 知 ら せ 聞い ま す 。

日 本 建築 協 会 事 業 課 〒530 北 区 悔 l王11- 1- 3- 2100

F A X  06- 348- 0634 f t 06-348- 0633 

※ ff!込者には l 月29日に参加古正をお送りします。なお 11' 1込.，v，多数の場合IHilliill にて決定 します。
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工ヨロシ力ルアーハンフランニング

「生態計画から見た大阪府下の住宅開発」

高度経済成長とともに生まれた公害問題と、それへの意識の高ま

りが過去のものになりつつある現在、今度は、フロンによるオゾン

層の破壊、炭酸ガスによる i1i ltl 暖化現象といった、地球レベルの環境

破壊が問題とな っています。 これらは 、われわれの生活に密接に結

びついており、その解決は容易なこととは思われません。 しかし、

仮にそれらが解決しても、やがては別の問題が生まれてくる こ とを

誰も否定できないでしょう 。

国内に目を向けると、い内需拡大 η 、、ふるさと創生 η のスローガ

ンのもと、各地のリソート焔設やウォーターフロント開発が進む一

方、コソレフ場の農薬問題等失われた自然、に対する明ツケ η が、今後

どのような形でわれわれの生活を脅かすのか、非常に心配されると

ころです。

どうやらわれわれは今、人 11f 1 生活と自然環境の板本的見直しを迫

られているように恩われます 。 そして、増え続ける開発 ・建設の社

会的要求に 何 らかの回答を与えつつ、ともすればないがしろにされ

続けた自然、を都市に再生し、者[1市環境の改善を目指すことが求めら

れています。

エコロジカルアーバンプランニングとは、自然界に存在するすべ

ての物の生態系を把握 ・尊重し、その 中で、人閉め活動を位置づけ

ようとするものです。 この観点に立 って都市を見直した時、そこに

何らかの解決策を見出し得るかもしれません 。

今回は、長年にわたってこの分野の研究に携わってこられた H.

シャピ一口氏をお迎えし、関西における ニュータウン開発等の笑例

を通して、フリーディスカ y ション形式により、これからの開発の

あり方に対する問題点の発綴・解決へ向けての具体的方策について

考えてみたいと思います。

ふる ってご参加下さい 。

，、ービィ・シャピ一口 氏略歴

米国オハイオ州生まれ。ペンシルベニア大学長術

夫学院環境言冊学科卒。現在、大阪芸柿汰学教授。

世界環境保護辿合環境計画委員会委員。日本沿俸

域会議・太平洋科学学会・国際地理学会等に所属。

日本文化に造詣が深 〈、日本語堪青色。

申込方法

ノ、カーキか F A X または電話にて、氏名 ・勤務先名 ( 学校名 ) ・連絡電

話番号・参加証送付先及び所在地・郵便番号 ・催し名称 ( r生態計

画から見た大阪府下の住宅開発 J )  ・会員、会員外の種別をこ¥連絡

下さい。 申込締切1990年 2 月16 日掛午後 5 11寺半まで 。 申込者多数の

場合は抽せんにて決定の上、参加証をお送りいたします。

( 日本建築協会事業課: 干530 大阪市北区悔回トトシ2100 大阪駅

前第 3 ビル21階 T  E  L06-348-0633 F AX 0 6-348- 0634)  

※ 欄へッズ より協賛いただきました 。

日 時 1990年 2 月24日(土) 開 場 13: 30 開 会 14: 00→ 閉 会 16 :00

会 場 日 本 建 築 協 会 ・ ラ ウ ン ジ

( 大阪市北区侮図ト1-3-2100 大阪駅前第 3 ビル21 F  T  E  L06-348-0633)  

講 師 I 、ービィ・シャピ一口氏( 大阪芸術大学環境計画学科教綬)

定 員 40名

会 費 会 員 1. 500門 会 員 外1. 800円〔消費税を含みます〕

4 講演会「ヴォーリズの建築と関西

1910.-...30年代の都市風景」

ヴォーリズは関西学院、 神戸女学院、大阪教会、大丸( 心斎橋庖 ) 、

大同生命、旧主婦の友社、山の上ホテルなど、人を包み込むような

印象深い建築を明治、大正、昭和と 三代にわ たって、全国各地に残

した建築家です。

本講 j貨は、ヴォーリス建築の研究にかけては第一 人者で、ヴォ ー

リズ建築を こよなく愛しておられる山形政昭氏が、このたび、 「ヴォ

ーリスの建築ーミ ッション ・ユートピアと都市の撃」 という本をま

とめられたのを機会に行うものです。

また、講演終了後の午後 311寺から 5 時まで、肥後僑の大同生命ビ

ルと大阪教会を 山形氏のご案内で見学する予定です。

多数のご参加をお奨めいたします。

*  

主 催 自11元社 ・大阪府立文化情報センタ一

日 時 1990年 1 月27 日仕)午後 l 時 半 - 31侍

会 場 大阪府立文化情報センター・多目的ホール

( 大阪市北区中之島 3 - 2  - 18 ・住友中之島ビル 5 階

T  E  L06- 444ー 1011 )  

講 師 山形政昭氏 (大阪芸術大学建築学科講師)

参加費 500円 ( 資料代含む)

申 込 附創元社編集部( 担当 : 1.京)

( 大阪市北区西天満 1 - 4  - 2  T  E  L06- 363- 2533)  

見 学 講演会終了後、山形氏のご案内で大同生命ビル、大阪教会

を見学しますが、見学のみご参加の方は、講演会終了 H寺聞

に講演会場にお越しください。 一 日 本 建 築 協 会 後 援 一

7  



ト
l  - 会 告

南海サウスタワーホテル大阪見学会

- 建築慨要

所在地対坂市中央区難j皮5-1-60

建築主南海電気鋭董

設 計 日建設計

監 理南海電気鋭草、日建設計

施 工大林組 ・竹中工務庖 ・

南怠建設 J V  

敷地直積 33，a6l l m'

建築面積 28，75922m
'

延床面積 67，778 ，37m'  (ホテ) 1/部分)

材育造規模 S R C + S  

83、36F、 P 2

高 さ 1也上147m

客 室 数 日8室

駐車台数 511台

工 期 l強 年 l 月~民間年 l 月

開 業 l蜘 年 3月29日

平成元年10月14 日搬彬

日 時 1990年2月21 自体) 集 合14 :00ー 解 散16: 30

集 合 場 所 現 地 ( 大 阪 市 中 央 区 難 波5ート60)

※ 地下鉄・南海電鉄「雛波駅」下車すぐ、なん t i CI TYの上

定 員 80名

参 加 費 会 員500円 、 一 般1. 000円 ( 含 、 消 費 税 )

※ 当日、受付にていただきます。

4 シンポジウム「建築におけるC A Dの

現況と将来について」一日本建築協会協賛ー

このシンポジウムでは、特に先進的な実例を紹介する 。 これらの

事 例 は、 C A D利 用 の 目標設 定 に 役 立 つ も の と 考 え ら れ る。 さらに、

海 外 の 事 例 や 教 育 問 題 を 含 ん だ 広 範 な 考 察 か ら 将 来 の C A D システ

ム に つ い て 展 望 し 、 将 来 の C A D システ ムの研 究41例も紹介する 。

主 催 日本建築学会近畿支部

日 時 1990年 2 月 7 日附 10:0 0 - 16:  30 

.6、

Z玄

場 建 設 交 流 館 8 F皆クリーンホール

( 大 阪 市 西 区 立 売 場 2- 1- 2 T  E  L 06- 543- 2551)  

プログラム

建 設業における C A D運 用 事 例/ 西 河 清 ( 竹 中 工 務 庖 )

日建設計におけるい ろい ろな C A D利用 のあ り方/

柳 原 克 巳 ( 日建設計 )

建 築 C A D 今 後 の 方 向(1)一意匠設計とその周辺で ー /

山 口重 之 ( 京 都 工芸繊 維 大学)

小 設計事務所の C A D だけによる ，建 築 設 計/ 池 上宗樹 ( パス)

競校設計と C Gプレゼンテーンヨン / 森 野 武 雄 (謀長野設計事務所)

建 築 C A D今 後 の 方 向 ープ レセツ テ ー シ ョ ン から 3 次 元 設 計 へ/

笹田問IJ 史 ( 大 阪大学)

討 論 会 ( 15: 2 0 - 16 :  30)  一司会一 校 岡進 士 郎 ( 大 林 組)

*  

参 加 費 本会会 員 Ｑ Ｐ ， ＰＰＰ 円 、協 Ｑｾ 団体会員 ＱＱ ， ＰＰＰ 円

その他 12，000円 ( テキスト代含む)

8  

南海電鉄難波駅の直上に立地するこの超高層ホテル

は 昭和47年より始まった同駅改造整備計画の最後を

締めくくるとともに、関西国際空港の開港に向けて始

動しつつある難波タ ミナル地域周辺再開発の先導的

役割をも担っておリ、大阪ミナミ ・難波の時代到来の

シンボルとしての期待がこめられた建物である 。

既存建物のよに立地するため、ホテル玄関への明解

なアクセスが設計上の大きな課題であったが、 車に対

しては地上から駅屋上へ一気に昇れる S 字状ランプを

設け、ウオークインのお客 に対しては l 階や 3階駅コ

ンコースからのシャトルエレベータ やエスカレ タ

ーを設けるなどして、一連の既存建物 を生かしながら

案内の良い多様な動線を計画した。

また. 外装の軽量化や面取りによる風対策で、すで

に建設が完了している下部構造の上に、当初より高い

タワーを建て、新しいミナミのシンボルに相応し い外

観を追求した。

大阪を代表するターミナル. 人と車の集中するここ

難波も、国際級ホテルが加わることで、大阪の新しい

玄関口としての体裁が楚うこと になる。この南海サウ

スタワーホテル大阪は 「国際花と緑の博覧会 J 開催に

あわせ 1990年3 月29日に開業される 。 ( 日建設計)

申込方法 ハガキ、 F A X 、電話 で、 2 月13 日( 必までに、( 剖日本建

築 協 会 事 業 謀 へ お 申 込 み く だ さ い。催し名 ( 南海サウス

タ ワ ー ホ テ ル 大 阪 見 学 会 ) 、氏名、会員 ・一 般 の 別、 勤

務 先 、参加1証 送 付 先 、 電 話 番 号 を お 知 ら せ 願 い ま す 。

他) 日本建築協会事業謀 〒530 大阪市北区梅田 1- 1-3- 21∞

FAX06- 348- 0634 含 06- 348- 0633

※追 って 参加証をお送りします。なお申込者多数の場合は J由選にて決定し ます。

申 込 方 法 必 要 事項を 明記のうえ、参加賀を添えてお申込下さい 。

現金書留の場合は 、参加l券 送付 用の封筒 ( 62円切手 貼 付、

宛名記入 ) を 同 封。 銀行振込みは取 り扱 っていま せ ん。

申 込 締 切 2 月 1 日( 柑 ( ただし、申込先若l順)

申 込 先 日本建築学 会近 畿 支 部

干550 大 阪 市 西 区 靭 本 町 1 - 8 - 4

合 06- 443- 0538 F AX 0 6- 443- 3144 

4 建築関係 9 団体合同新年交礼会

開催時間変更について

先 に 会告 し、参加申込みをいただいております上記 交礼 会 の 開 催

時 間 が 、 他 国 体 と の 調整を 要 す る な ど の 事情 に よ り 、 次の とおり変

更になりました ので、 お間違い のな いようお含み の上 、 ご 出席下さ

いますようお願いします 。

日 H寺 平 成 2 年 1 月4 日( 木)

午後 Ｒ Ｑ 侍 ＭＳ 時を Ｒ 時半 ｾ Ｓ 時半 に変更

会 場 、 その他 は変更あ りません 。

訂正とおわび

本誌平成元年10月号25民にぬ・|在しました ー 「住宅の! 照明」の者作権を協会に寄

贈 の表題およひ' 記事中に、 「J引乍惟 を本会に干寄贈された」旨の文而がありまし

たが、これは「著作権に伴う印税の寄附 」 のｾ り でした 。 訂正いたし ますととも

に、関係の皆さんにおわび申し上げます。 日本建築協会事務局編集部

• 
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神 戸 市 新 斤 舎

所 在 地 神 戸市中央区加 納町6- 5ー l

敷地面積 9，495 .45
m

'  

建築面積 2，550 . 28m'  

延床面積 54，398 .07 附

設計監理 神戸市住宅局営繕部・日建設計 構 造 規 模 R C・S R C・5、B3F 、30F 、 P2

施 工 ( 建築 ) 竹中工務庖・大成建設・熊谷組・西松建設共同企業体
工 期 1987年 l 月一1989年 8 月

最 寄 駅 J R・阪急・阪神・ 地下鉄三 宮駅

嫌 影 滝田良彦

• 

10 時とｉｴ ｾ Ｏ ｉ 蜘年 Ｑ )  1'; 





フラワ ロード

配置図 I  :  25∞ 

議会玄 l剥
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神戸市新庁舎は 、庁舎の狭あい化解消をめざし市

政 100 周年にあたる平成元年 9 月、旧議会棟跡地

に建設された 。

土地の高度利用をはかるため談会機能と行政機能

とをあわせもつ超高層ビルとして計画し、 25- 30

階を議会ゾーン、 3 - 23階を行政ゾーンとして明

快にゾーニングし、 l 階にはそれぞれの玄関ロビ

ーを設けている 。

後背の六甲の 山並みに映るさわやかな外観を窓図

し、白色の花こう石の格子と脅し、ガラスの組合せ

による軽快かつ繊細な構成とし、都市の新しいシ

ンポルとなることをめざしている 。特に格子に阻

まれた外装のガラスは S A  G  ( St ruct ual A dhes ト

ve Gasket ) 工法を採用し、裕子とガラスの組合

せの単純化をはか っている 。

同時に 、市庁舎周辺の歩行者空間の整備を行い、

既存庁舎と東遊園地との一体! 惑を強化し、敷地西

側の中庭を遊歩道として繋備し、 一般市民に開放

している 。 さ ら に し 2 階の市民ロビー、 24階の

展望 ロビー ・レストラン等を市民に開放し 、老人

および身体障害者の方々にも配! 語、した 市民に親し

みやすい庁舎をめざしている 。

エレベーターホール

行政玄関ロビ ー

一方、市職員の執務環境改善と今後の O A化に対

応した機能的で快適なオフィス環境をつくりだす

ためのさまざまなインテリジェント機能を備えて

おり、庇 ・高性能熱線反射カY ラスの採用、既存庁

舎と 新庁舎のエネルギ一一元化 、換気: 容の線用等

による省エネルギー ・省力化 にも充分配慮してい

る。

今後 、この新庁舎が者I1市のシ ンボルとしてのみな

らず 、市 民の心のシンボルとして深〈刻み込まれ

ていくことを念ずるものである 。

( JII 島克也/ 日建設計・大阪)

市民ロビー

13  



27階代表者会議室 14階特別会議室

14 



15階特別応接室

24階レストラン

15 
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BI - B3F  勉下駐車喝

25 - 30F  刷会 ゾーン

食堂哩某階

一般会祖霊陪

16- 22F  事務宣陪

15  F  市 長 助 役 陪

I4 F  特 別 会踊宣陪

12.  13 F  事務 宣 階

10 ， 11 F  電 算 陪

9  F  中間慣帽 陪

8  F  般会踊宜陪

3  - 7  F  :1匹務 室 階

24 F  

23 F  



イトーキ大阪ニューオフィスギャラリー

設計監理 日建設計

施 工清水建設・大林組共同企業体

大阪堺筋に面したこの敷地は、イトーキ創業の地

であり、このビルは 100周年を迎える今年 に合わ

せた記念事業として建設された 。

昨今のニュー オフィスブームによ って、快適なオ

フィス空間に関心が高まっている中、このピルは

オフィ スの未来像を笑際にトータルに提案する ス

ペース にふさわ しい内容が追求されている 。

ここでは、外壁材料として乳白色のガラスブロ ッ

クをステンレスフレームで組み上げる工法がとら

れた 。これを楕円による大きな曲面形態にするこ

とで、 ユニークなアイ デ ンテ ィティを袋得してい

る。 この光を透過する「壁」は季節や時刻! のうつ

ろいを室内に映し出すスク リーンとしてオフィス

ワーカーが忘れかけた自然の感覚を呼び起こさせ

る効果をも っている 。 また展示空間になるオフィ

ス部分はすべて H =300のフリーアクセスフロア

を採用して高いフレキシビリティをもたせ、空調

も床から行う方式にしてノ マーソナル対応を実現す

る。 この先進的なギャラ リーが今後の堺筋の活性

化にオフィス文化の面から貢献していくことを願

っている 。 ( 日建設計 ・大阪)

所 在 地 大阪市中 央区淡路町 1- 6ー 11

敷地 面積 696 . 19附

建築面積 588 .  17 m' 

延床面積 5，996 .74
m

'  

構造規模 SRC、B2F ， 9F 

工 期 1987年 12月一1989年 9 月

最 寄 駅 地下鉄堺筋線北浜駅

撮 影 三島 叡

7 階平面図 :  800 





外 観 ディテール
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藤花学園尾山台高等学校・藤花幼稚園

設計監理 安井建築設計事務所

浜詰測量設計事務所 ( 造成 )

施 工 真柄建設 ・清水建設共同企業体

給排水衛 生 理 柿 本 商 会 ・ 日 栄 商 事 共 同 企 業 体

電 気 柿 本 商 会 ・第 一 電 気 工 業 共 同 企 業 体

造 成 真 柄 建 設 - 加 賀 建 設 共 同 企 業 体

作 法 室 安 井杢 工 務 庖

備 品 大 和 ハ ウ ジ ン グ

全 Ｉｪ ｾ Ｎ 九『敢 ＱｾＺ ＮｦｉＱｴ ・ ｬ Ｎｮ Ｇｊ 教事 隙 Ｈぶ ｬ 品 ｊＩ

22 掛 川 会/ 1蜘 年 1 )1¥; .  



当学園は大正11年、浄土真宗本願寺派金沢別院輪 金沢西インターから西 1 kmの回園地借に建設され

番の石原堅正を校長として設立された「金沢高等 た。南北に長い敷地は北側IJ を校舎ゾーン、南側を

予備校」に始まる 。 その後学制改革などいくたび 運動場ゾーンとし、敷地東側の道路から校地への

かの変遷を経て、昭和52年に藤花学園尾 山台高等 進入道路は幅 15m、長さ約100 mあり、その両側IJに

学校と改称し現夜に至 っている 。高等学校は l 学 は紅葉の美しいアメリカフウを植え、並木の通学

年 8 クラス、生徒数1，080人の男女共学で、普通 路とした 。

科と商業科をもち 、幼稚園を併設している 。 校舎の配置は校章のついたシンボルの搭を中心と

旧校舎は金沢市の中心部尾 山町にあ ったが、生徒 して、管理 ・特別教室練、普通教室棟、講堂、第

数の増加にともない校地が狭隆となり、校舎も老 1 体育館、第 2 体育館の 5 棟から成り、それぞれ

朽化したのてが郊外に新築移転することとなった 。 が渡廊下で結ばれている 。

新しい校舎は金沢市郊外の南西部、北陸自動車道 外観は金属の勾配屋線と深い庇をもち、外壁の茶

幻'J t1主|主l

系統のタイルと白いバルコニーを対比させ 、重厚

さと絡調の高さを表現し、さらに各練の高きの変

化で遠望の印象を強めている 。

特徴ある縮設として、阿弥陀如来像が安置された

1，200人収容の講堂、本格的な能舞台と大広間 ・茶

室で構成する作法室がある 。

併設する幼稚園は% 円の平面形で、遊戯室には円

形大ノl、10個のステンドグラスを淑め、外壁をピン

ク系のタイル貼りとして総動的で楽しい雰囲気の

建築とした 。

( 竹田正治/ 安井建築設計事務所)
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議決 Ｈｾｰｲ ｾ Ｚ Ｇ ［ｾｴ＠ ｾ ｉｉ ＭＪ Ｚｦ 主 Ｉ

24 



配 置図 1  :  4，000 

所 在 地 石 川 県 金 沢 市 上 安 原 町 169ー l

敷地面積 40，685 .96附

建築面積 10，030 . 85 m
'  

延床面積 1  7  ， 807 .  64 m'  

構 造規 模 R C(一 部S) 、 3F

工 期 1988年 9 月一1989年 11 月

最 寄 駅 J R北 陸 本線 野4 市駅

撮 影 島 修 一

幼稚園 l 階平面図 1  :  1，000 

25 



サウスサイドコート

設 計 施 工 大 林 組

26 処築 と+1会 / 1990'1' . 1  J  1¥; 



この建物は、 「新しいスポーツライフの提案」をテ 建物の形状は、中庭 ( コート ) を中心として住戸 かな解放! 惑のある受聞の創出につとめた 。

- 7に掲げる美津波株式会社の新規事業展開のー をロの字型に配した中層線と、アスレチ ックジム、 外装は、薄いグレーとシルバーを基調に金属フレ

:ct として計画されたものである 。施設は、ショー スイミングプール等の大空間による低層棟との二 一ムとパンチングメタルを用いて、都会的な雰囲

ルームとしての機能をも ったフィ ッ トネスクラブ 棟に分けている 。 その結節点にロビー空間を設け 気と明るく健康的なイメージを自I j っている 。

と、活者をターゲ ッ トとした l ルーム主体の住毛 ることによ って、ロビーを中心として各室 を配す インテリアについては、淡いローズピンクをポイ

とによ って構成される 。 るとともに、施設への導入部であるその空間を建 ント色に用いて雰囲気を柔げながら、外装と同様

三角形に近い敷地形状を活かして、フィ y トネス 物のポイントとして象徴的に扱 っている 。 にグレーを基調としている 。焔設としての統一位

クラブという動的な機能を建物形状に反映すると また、住宅部分はロの字の平面型を基本としなが とともに、ここで活動する人々を主役として引き

ともに、ストラクチャーと壁面を明快に分け、そ らも、廊下の突当りを関口として周辺の緑を見通 たたせることを意図した 。

の 2つの異なる機能を外観に表現することを試みた 。 せる様に計画し、ゆとりある中庭とともに伸 びや ( 林 浩二 ・梶原一幸/ 大林組)
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配置 l '皆平面図 I  :  1000 2階平面図 1000 

28 

所 在 地 大 阪 市 阿 倍 野 区 西 田 辺 1- 23- 1

敷地面積 1，535. 00 m
'  

建 築面積 1，073 .05 m
'  

延 床 面 積 3，378. 71 m'  

構造規模 R C、BI F 、6 F

工 期 昭 和63年 10月一平成元年 10月

最 寄 駅 地下鉄御堂筋線西田辺駅

撮 影 東 出 清 彦



断面図 I  :  6∞ 

lh ih' 1 - て I

l  J ペニ 二ト;
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30 控築 と社会/ 1990年 111¥;

出光ナガホリビル

設計監理 日建設計

施 工 大 成 建 設





美術館展示室 l

-.  

出光ナガホリピルは、大手石油会社の出光興産と

賞金属製造 ・卸会社のナガホリが共同で建設した

建物で、出光興産が昭和32年から直営で開いてい

た心斎橋給油所を高層化した複合用途のビルであ

る。建物の 1 ・2 階にガソリンスタンド、宝石、

プティ y クなどの庖舗、地階にレストラン、 3 階

以上に貸事務所、スポーツクラブ、美術館が入る 。

出光興産では、所有地 を有効利用するために都心

にあるガソ リンスタンドの高度利 用化をすすめて

いるが、規模の大きなものとしては、出光ナガホ

エントラ ンスホール

32 

.  
.  

リビルが第一号である 。 中国の古書画、陶磁器を中心に一万点以上にのぼ

建物は、ガソリンスタンドへの出入を容易にする るが、その一部を日常的に観賞することが可能と

ため柱を建物の四隅に集約する大ス パン架構の構 なった 。美術館の少ない大阪にとって賞重な財産

造を採用した 。建物の外観についてもコーナーの が一つ増えたことになる 。美術館は、ポールト状

柱部分を花樹石で仕上げ、その聞をガラスカーテ の屋根を架け建物形態上の特色としてデザインし

ンウオールで被い、架構法を素直に表現するデザ た。 ポールト屋根の妻面は、ガラスブロ ックを使

インとした 。 用し、夜間は内部の l照明によ って 明るくなり通行

このどルの特色の一つ は、最上階に美術館を設置 人にビルを印象づ ける効果とした 。 また、ピルの

したことである 。東京、福岡に続く 三 番目の出光 コーナーは曲面とし街角に対するやさしさを 表現

美術館である。出光の美術コレクンヨンは、日本、 した。 ( 山口祥悟/ 日建設計)

スポーックラブ( スカ y シュ コート)



l '皆平 面図 I  :  1，0∞ 

所 在 地 大 阪 市 中 央 区 南 船 場3 - 4 - 2 6

敷地面積 2，549 .36m
'  

建築面積 2，188 .38m'  

延床面積 22，403. 70附

構造面積 S R C( 一 部R C. S) 、B2F、13F、PI

工 期 1987年 12月一 1989年 10月

最 寄 駅 地 下 鉄 御 堂 筋 線 心 斎 橋 駅

嫌 影 稲 住 泰 広

33 



ホテルアルパ大阪

設 計 監 理 東 畑 建築事務所

施 工 不 二 建 設

l  附 7 ロノトを眺む 断面図 I  :  800 

34 塩聾 と社全/ 1990勾 111 り

当ホテルは、緑豊かな西区の靭公園に面し、関西

新空港の新たな主要幹線と期待される、、なにわ筋、、

と、緑の広がる靭公園に隣接している 。秀吉公が

名付けたと言われる靭が矢を入れる武具を意味す

ると ころから、ギリシャ神話の狩猟の女神アルテ

ミスをイメージし、聖木でもあり、歓待のしるし

でもあるオリーブで飾られた、 りトさな茅主主の小

屋 η とする ことを設計コンセ プト とした 。

靭公園の木洩れ陽を通り抜けサンクンガーデンの

水音を耳にしながらエントランスに立たずむと 、

東側にアポ ロンの光が、西側にアルテミスの光が

フロントロ ビーを包み込み、天井に描かれたフレ

スコ画が語りかけてくる 。

シースルーエレベーターで四季おりおりの木々の

様相を見ながら 10階へ、こ こにオリープの実をモ

チーフにしたペントハウスを位置させ、北梅 田の

夜景が広がるメインパーを併設した 。 このパー と

ペナントハウスは、ペアーガラスで仕切られ一体

利用が可能 なようプラン ニ ングし 、或る時はドレ

ープで飾られたノ〈 コスの部屋として、或る時は透

明のベールを通してグラスを傾けながら映像 ・音

・光の演出が満喫できるリイリ イカルなイベント

ルームとした。

5 - 9 階のゲストルームには、ギリシャの風土と

歴史をモチーフにしたラインティングフォルムを

取り入れ、パー クフロントの朝の光の中で 日曜 日

のブランチを楽しみたい人々にも満足してもらえ

る茅葺の部屋を用意した。 H皆は日本料理でエー

ゲ海に浮かぶ矢形舟をテー? とし 、光と石とじゅ

らくと波紺をゆるやかな曲線で織り重なり合わせ

アルパの 中での日本のエスニ ックを表現した 。

2 階パンケ ッ トは床に敷き詰められたギリシャ文

様と朝の光に輝〈海の壁と幾重にも速なるオリュ

ンポスの峰の 中にシャンデリアを融合させ、あた

かも野外劇場の 中で語り、飲み、食べ集う ・・・… そ

んな理想郷をテー 7 とした 。 B l I l 皆メインダイ ニ

ングは 、天井から射し込む月の光とサンクンガー

デンから湧き出ずる泉と柱列とを融合させ、テー

? のアルテミスが体験できるス ペース とした 。

訪れる人々にや東方の夕暮と西方の1f梓

、、夜の躍と朝のか元主 -- H 、を感じさせるホ テ

ル。 それがホテルアルパ大阪である 。

( 本持- j 事・藤村 禎/ 束畑建築事務所)

所 在 地 大 阪 市 西 区 靭 本 町2 - 2 - 2 0

敷 地面積 697. 52 m' 

建築面積 54 1.2 1  m' 

延床面積 4，879. 58 m'  

工 期 1988 . 5  - 1988.  10  

事膏造規模 R C、S R C、S 、82、10F、PH2

最 寄 駅 地 下 鉄 四 ッ橋線本町駅

撮 影 庄 野 啓、桑島写真室



2m安全 ロビー

地下 l 階メインダイニング 4 陪 IJ 本料開
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比良ゴルフ倶楽部・クラフ〉、ゥス

設計施工 戸 田 建 設

/  

.番町

ロ11. Ｎ ｲ Ｙ ｾ＠

l 階 平 面 図 I  :  1000  

36 控 聾 と社会 1990'1' . II P;  

正面外観

所 在 地 滋 賀 県 滋 賀 郡 志 賀 町 大 字 小 野

敷 地面積 977 ，463. 80m
'  

建 築面積 4，054 .52m
'  

延 床面積 4，41 8. 85m'  

構 造 規 模 R C+ S造、平家、 一部 2F

工 期 平成元年 l 月一平成元年 9 月

最 寄 駅 J R湖 西線堅田駅

撮 影 伸 和 実 業

男子浴室



比良ゴルフ倶楽部のクラブハウスは哀のクラブラ

イフが満喫でき、また選ばれた方々の社交場にふ

さわしい空間造りがテー 7 でありました 。

自然との対話が出き、くつろげるレストラン、落

着いた心打ち解けるラウンジ、入浴を楽しみ心が

洗えるような浴室等この施設をゴルフプレイヤー

がいかに楽しく有効に用いられるかを考えて計画

しています 。

建物の外観はいぶし瓦で葺かれた切姿、 じゅらく

色の外壁、これらの自然の素材を持つほんものの

豊かな表情は周辺の自然環境に調和し、風格の高

いものにな って います。

内部は松 とじゅらくとの組み合せとこれに調和し

た家具、それに比良の 山並みを表現した光のオブ

ジェにより明るく爽やかな中、格調の高いゆとり

ある空間をつくりあげています 。

2階食堂

エ ントランスホーノレ

その他、男女浴室、ロ ッカーにかけても大空間で疋，

撃さを演出し、ホンモノの良さで豊かなくつろぎ

の場をしつらえてあります。

コeル フという伝統あるスポーツを心おきなく堪能

できる機能を発揮し、倶楽部ハウスに滞在する一

時をこの上なく豊かなもの、価値あるものになる

司王を信じております。

( 松田 利男 ・森田久夫 )

2階ラウンジ
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「吉兆」の新春を寿ぐ御料理」

八 付 尾長蒔絵八角盆( 1 車焼卵車海老ニ煮 焼 金 柑 す ず ニ 黒 豆 松 葉 打 か 勺 す み 大 根 よもぎヶ島 )

38 也築 と社会/ 1蜘 <1' . 111¥;-



造り盛り合せ 千 鳥 盆 ( 伊努海老 舗 鮪 平 白 鳥賊)

1" "  ｾｬＷＧ ‘ ｦ＠

椀物 !騰宿梅 (鶏し んじよ)

あの 古兆である 。

典型的な都市の風景 、オフィス街の真中、高腿橋に、ふと時が件ん

だ様に庖がある 。今や日本料理の代名詞「吉兆」も、昭和の初めに

初代湯木貞一氏が大阪宇和島橋で創業して以来、 60年。茶人でもあ

り、利休以来の茶料理を、見事なまでに日本料理の粋まで高めた初

代を父に持ち、さらに世界へ飛躍すべ〈 吉兆を支える 2 代目湯木敏

夫氏 。料理の基本は、 「一期一会、おいしく食べるのが一番、おふ

くろの昧が一番」とし、 「日本料理はお客様に教えて項< J という

姿勢。今でこそ、敷居の高い !? 吉兆も rlj 夜前は御家族連れが多かっ

た」由 。家庭料理を基本に、 「人のサービスが基本、人力無比」と、

ソフトの大切さを強調される 。 r一見さんお断わり」が象徴的に、

サービスの基本を 言い表わしているという 。 r お客様の顔を忠、い浮

べて御料理をつくり、同じ方には同じ料理は出さない」 。勿論、部屋

の趣きも、器も、情軸もである 。そういえば、ディズニーランドも

基本はホスピタリティ ー。最近の リゾート開発も、人間抜きには、

成立しない 。古くて新しい諜題なのだ。! 被後の日本は、 「庶民化し、

均質化 して、金に明かして物を創る人が、いないため文化が荒廃し

ていく」高度情報化社会の現代こそ、 「お茶の精神が基本」と、戒

め、最近の本物志向を「日本人が日本人である事に目を向けはじめ

ている」と、 看破する 。 rひとよりも、ちょっと変わった事をする 。

変えられないかを常に考え、新しいものに果敢に挑戦していく精神

が伝統になる」という 。また、超一流の、器、 書画、骨査を集め、

湯木美術ぜで見れる他、四季の料理に合わせ惜しげもなく使い、パ

カラ のカッ トを使う進取の気性も合わせ持 っている 。21世紀へ向っ

て日本料理の空間は、 「高級化しつつ、大衆化する」 。 このパラドク

ス。不連続を連続さ せる のが、 吉兆の日本料理であり、 「料理とい

うのは無駄があ ってこそ文化になる J r食べるという事に、これだ

けのエネルギーを 注 ぎ、食べる 事の惨さに、情熱を傾ける」 。吉兆

の日本料理は、ごまかしのきかない、パフォ ーマンスなのだ。

( 池辺修一 ・記)

※ 湯木美術館. 大阪市中央区平野町3 - 3- 9

|羽鉛 l時IUJ 午前 10時~午後 41時半 ( 月郎日休館)

T E L. 06- 203- 0188 

4湯木敏夫氏
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「建 築 と社会」 誌 21年 . 特集 一 覧 昭 和44年 ~ 平 成 元 年

「建築と社会j 誌は、昭和42年から A 4 変形判となり、特集と作品作風頁を二本柱に、ンリーズものの頁を織り込み、その時々の社会を反

映したテー? を選んで掲載してきた 。売価は、消 費税導入に! 半い 980円( 消費税込 ) に改訂する 。

購読希望者は事務局 ( 0 6 - 3 4 8ー 0635 ) へ。
$ 印 1': 7-:号

訟¥き 2  3  4  5  6  7  8  9  10  11 12  

.  
鉄筋コ ン 7 計 画 と 住 民

老 人

.  .  
転 換

.  .  .  .  .  
昭和44年

建 築 産 業 の
リー卜 梅計造

一 中官官か ら

建向雛 史 的 方
建 築 行 政 解決をせま

海 洋 開 発 民 家 の 系譜 第 16 図 九 州 か ら の

(50集)
耐震訟 の

と す ま い

一現代え に

に 期 待

しつつある

られる 公 害
よ み が る

情 造 と 方 向 再 検 討 の 報 告 過 去 ー す る も の 住 宅 生 産 問 題 と保存 計 画 青 年 技 術 者 報 告

昭和45年 現 代 社 会

建 築 と 安 全

日本万国博 設 計 の グ y ドデザ 高 層 建 築 欧 米 に 建 築 家 の

工 事 計 画

デ ィ ベ 第 17 回 山 陽 ・ 山 陰

(51集) と は 何 か と技術開発 ンステム It イ ン 運 動 問 題 お け る 契 約 課 題 と 責 任 ロ " マーー 青 年 技 術 者 か ら の 報 告

昭和46年

住 宅 60年 都市エネ J レ

百日市 生 活 企 画 と 設 計 転換l t I lのニ 軟 弱 地 盤 変 貌 す る 第 18 回 自 然 と

代の総括と

ギと無公害 建 築 基 撤 法 解 体 工 学 都 市 と 港 湾

(52集)
70 年 代

と み ど リ <7l 7 ロセス ュータウノ と 震 災 建 築 生 産 青 年 技 術 者 レジャｾ間
の 展 望 化 ピ J レ

冬期オリン

r. 11 市 交 通

.  .  
都 市 {主

.  
昭和47年 600号 インテリア

水 利 用

量 産 住 宅

一 般 号 E罰 t寛 へ の 者11市 防 災

第 19 回 北 陸 の

(53集)

ピ ソ クと

記 念 号 デ ザ イ ン 問 題 の 設 備
青 年 技 術 者 新 建 築

札 幌 ( 十上中学 ) アプロ一千

大 阪 大 林 ビ
レジャーと.  

大阪国際ピ 老 人

.  
昭和48年

建 築 教 育

決』ヒ ニ ュー 住 宅 一 連 築

新 用 途I也tま f，' li造 と 地 工 仕 上 と 材 料

第 20 回 ヨ』ー ロ ＧＯ ｾ ｻ

(  54集)

タウング〉コ

J レテ'イ ンク 胞 訟 ルテ' イング 家 の す ま い 背 年 妓 術 者
<7l 

施ミュニテ設ィ
コミュニティ

制 と 現 I克 まちづくり

明 日 の 既 成 市 街 地 建築生産と 高層プレハ
.  

昭和49年 歴 史 的

保 養 所 作 品 の 住 宅 地

北 限 ニ ュ ー

流 通機 織の

ビ J レ の 省

ブ 住 宅 の み ど り

屋 恨 防 水 工
第 21 回 ピル防災に

(55集)
環 境 保 全

建 築 は

タウン計画 エネ ル ギ 化
ＩＺ ｾ の 失敗 ＱＹ Ｑ Ｉ

関する 12:!ii

どうなるか 鐙1痛の方策 変 容 情 造 設 計 とその対策

青 年 技 術 者

昭和50年 東 海 の

P  C  f反を

社 会 ・ 都 市 の 景 観

建築とプレ 生 活 排 水

騒音対策と 集 合 住 宅 の

図 書 館 インテリア 使 用 し た ストレスト 処 理 施 設

人 間 療 境 第 22 回

(56集) 新 建 築 建 築 法 と 施 設
と し て の

防 音 材 料
青 年 技 術 者

設 備

工 業 化 住 宅 コンクリート の あ り 方 ターミナル

証 百 ' 76

建 築 基 礎 情 床 工 法 建築防災と

.  
築 住 体 の

.  設 備 か ら み

昭和51年

建 築 デ サ' イ 医 療 施 設 市 街 地 箆 備

工場建築と 鉄 骨 情 造の

ハ ー ド と

結 露 防 止 第 23 回

た 建 築 の

(57集) 造 の 問 題 点 法 設 備 対航策中 と

/ の 動 向

と 材 料 ジョイント

ソ フ ト 断 オ料

青 年 技 術 者
問 題 占

.  
兵 庫 県 そ

会- 古日O周本年建記築令協号

コン 7

'

) ー

日最長規制と

.  
埋立地におけ 日 本 住 宅 ミニ乱開 発 建 築に お け

第 24 回
昭和52年 デサr イ ン の

トの品質指管
身 障 者 総 設 回 明 設 備

る構造問題一

公 団 と か り 計 画 的 る省エネ ノレ

(58集)
動 向一 部 分

の 風 土 と 建

- ニュータ 理 と 行 政
法

大阪南港と芦
青 年 技 術 者

と 全 体 築 ・建 築 界 ウン の管 理 導 の 方 向 屋浜を例と して 建 築 作 品 ミニ開発へ ギ ー 化

デ ザ イ ノ
.  

医療院情施建設 一
電波障害と

組合方式に C  A  D ー
.  

第 25 回
昭和53年

の 動 向 ー

水

病 築
外 壁

よ る 集 合 住 宅 設 備

新 し い

設 計 と コ 一 般 号 ビ ル 環 境

(59集)
新 旧 の コ と 報

主主 装 材 料 建 築 耐 震 設 計 青 年 技 術 者

ントラスト ン ス テ ム 住 宅 計 画 ノビュー タ

昭和54年 大 阪 南 港 ポ コン 7 リート

ホ テ ル 建 築

農 村 地 設の 建 物 の 終 局 庄 内 の 80 年 代 の 第 26 回 建 設 業 の

転 換 期 の 商 業 空 間 日 彩 規 制 と 情 報

(60集)

再 開 発

ー ト タ ウ / の ひ び わ れ

ン ス テ ム

変 貌 強 度 の 検 討 まちつ' くり イノテリア 青 年 技 術 者 労 務 事 情

80年 代 の 都
.  

住 宅 の 建築行政と 最 近 の 都市景観と 屋 内 体 育 水 ぎ わ の 今 後の 外装

- 鍛7四 割鮪 設 計 の た め

昭和55年
市 と 建 築 - 今後の省エ - 晶!i; U糊古銭 者

の 新 耐 設

(61集)
まちづくりの 平j レギーの趨勢

- 安事井建築設計 耐 久 性 法 規 防 水 工 法 アメニティ 地 訟 の 設備 まちつr< リ ｵｾ［ 付仕上材 - 転榔こ fこヴマン

歴 史 と 展 望 - 建 築 金 物 務所作品畢 ンヨノ ・集制主主 設 計 法

昭和56年

中固め論文

ポートピア

台所まわリ

シーリング

災害と法ー 都 市 住 宅一 - 建 酬と風:-1' l詑肺劉籍企

nu仕切 懸 の 第 28 回 障 害 者 の 暮

降初酉における

(62集)

職 能 論 北 京 の

'81 

の 計 画

付 の 知 識

安 全 な 環 境 ! 王 ま い 手 ザ什イ〉た州:

断酬を中心と
性 能 評 価 青 年 校 術 者

らしやすい

都 市 計 画 と 設 備 をめざして か ら の 発 想 t 8援制協畢 し 頃合即 ｾｾ ｊ
環 境 と 設 備

新 た な 商 業 省 エ ネ ル ギ

医 療 施 設 ー

近 畿 の

都 市 景観

大 阪 市 庁 舎 音 と ホ ー ル 大 ス パ ン 昭 和 設 計

t l ' 矧こみるすま
- 第29図 背者

風 土 ・空 気
昭和57年

I也減医療と まちなみ美

いと まちづ(11 年 技 術

(63集) 杢 問 の 展 開 と院! 日昔日 地 盤 と 地 質 ( 第 l 期 ) 建 築 t茸 造 作 品 J，Il
- オー・エム・ホテ . ; 也方の庁

と 人 間

設 備 計 画 観へ の誘 L 、 ルE航ピル 舎 建 築

7 イコング〕

多機化する 建 築 と

計画における 大 阪 駅 と

維持管理と

東 海の 将来 オフィス ・ プレストレスト ¥. 者車3日目青年. ff膏}

集 合 住 宅
昭和58年

関 西 の

建 築 へ の

コ: ュニケー

と 文 化 を インテリア (鉄筋) コ/ 7 リ

(64集)
建 築 文 化

運 動 施 設 品 質 管 理
ンヨノとプレ

ターミナル

設 備 更 新
- 対毘経I!i!文化

と 生 活 音

を 考 え る 利 用 ゼンテーション ピ J !.- 考 え る の 変 革 ー ト 情 造 スポＭ Ｇｾ ホー ル

21 世 紀 へ の ピJ I.4) I) 7 レy 建設産業と
- まち町品性化

みどりとそれ - 第31回青年

昭和59年
関西一 魅 力

関 西 の 趨
ンユ ー内外装

住 I;t J i l と と高高空間 消 防 設 備 高 齢 化 社 会
設 術 者

光 応 用 ン ス

(65集)
あるまちづけ 補修技術 の

ロ ポ γ 卜 - 京都駅南口再 をとりまく 床 の 情 工 法

- ディテー ル

高 層 ビ ル 法 制 度 開尭ピル σ〉オ了イント と生活空間l テムと建築

を問 う一一 現状 と発展ー 開 発
lア，、 J テ， 1 人 々 の 思 惣

- 自由械式へ 情 報 化 を ホー ルー そ 建 物の 表情 - 建築 と水の

者11市と 健 康

- 接 合 - 村 野 藤 吾

第 32 回
昭和60年 東 海 の 現 在

同安道E長- ，武]¥1島

め ぐる建築 れ が 生 み だ 一 最 近の 外

大 阪 国 際 見
演出

- 日建設計 の ー断 章

(66集)

大 阪 湾 物 語

と 近 未 来
・主事E 物件的雌基

本 市 新 会 場
- 神戸研究学

ス ポ ー ツ 青 年 技 術 者

' "を考 える - 都市事情 す 文 化 ー 壁 材 料 園都市 作品 - 東 海 特 集

これからの佳杢 屋 般ー その - 現代デザイ インテリジ - 建 築 防 災 C  A  D - オ フ ィ ス インテリア・イ 7

昭和61年
J ーポスト

ェントビル
自治体営繕 21  世 紀 の 住 - 開 発 第 33 回

(67集)

間一都市型集合 デザインと モダニズム同年

の 建 築 ・

と法 その応用と 空 間 の ステノy ヨンと

- ニ/lカ句グ》 と公共建築 居 と 設 備 - ツイン 21 青 年 技 術 者

住宅にみる 素 材 防 水 工 法 設 備 計 画 - 大阪市庁舎 展 開 機 成 リニューアル

昭和62年 創 立 70周 年 Z出 動 す る

- 保管施 ・It'宇

室 内 の 行 政 建 築 家 シティホテ 宝 塚 の

- 建 物 と 街

第 34 回

入 浴 物 語 腐 食

蔵 設

駅

並みの接9 .

(68集) 記 念 号 東 海 へ
- 大 阪 府d三h三立 仕 上 床 の 可 能 性 / レの設 備 街 づ く り - 昭 和 集設 計 背 年 技 術 者

体 育 館 作 品

- 軟弱地盤 と • ｾｸ ｦＮ 柑 におけ
展中園 地 方 の

超 高層 住 宅
- 大阪府営繕

- 第35回f者J  

昭和63年

・基文東化と伝砲統

るL C C と 建 物 の 外 装
望 と

21世 紀 へ の
年 技 術

ホテ j レ物語

・東リ畑ワ建レ築品y ン事1Il 

都 心 居 住 制l j辰
- 集合住宅の

，¥ti 賀テレビ

(69集)

一の 海報か告ら

リフレ '/ /'ユ
ひろしまの 烈 日月 を 考 え る

リ7 レ '/ "/ ユ
- 記8 0  0  号念

務所11戸 1封 な み

昭和64年

夢 を の せ る
-・ 竹創記リ立中ゾ9工0ー務周底年念ト

- 東色の flH新能 省 力 化 の

まち づく り 博 覧 会 と 都 市 環 境 創 建 築 と 総 造 の 者11市 環 境til) 第 36 回

最 近 の

- 海 の
博 覧 会

平成元年

紛 送 設 備

建伝築統技と術

た め の 材 料

と法 まち づく り 造 と 設 備 I ア ー ト 省 力 化 進 と 設 備 JI
青 年 技 術 者

(70集)
事 情 工 法

ノマピリオン

40  建築 と社会/ 1蜘 年 l 月号



第 35回工高生デザインコンクール

リゾート地に建つ「ペンション」

平 成 元 年 9 月22 日

平成元年 10月14 日

平 成 元 年 11 月18 日

日

会

式

切

査

彰

締

審

表

日本建築協会

30校

134点

設計課題

主 催

応 募 校 数

応 募 作 品 数

は、建築を芸術的分野へ取り込もうとするアート性の重視である 。 そして

三 つ 目は、先端技術 を考慮し現代建築を 目指すも のであった 。

伝統性を意識した入選作は松尾案、 'j1斐 案 、* 浦案、 11可升笑 であ り、ア

ー ト 性 の 追求を行 ったのは泊水笑、安東案、原案、千明案に見られ、技術

をうまく生かしたのでは金井 ・境野 ( 共同制作) 笑であ った。最優秀 となっ

た工藤案は、三つの分野を巧みに取り入れ、配置計画にあ っては 、人 の動

きを 1時間の レベル でとらえながら 場而展開 を行った秀作である 。

入選作は、レベルの高いものが並んでいたが、建築デザインと配置計画

において 、工藤案が一歩先行した案として高い評価 を集めた 。全般的には、

作品の多様性がありながら、流行に彩響された案は少なく、高校生の建築

に対する姿勢が着実に 向 上 していることが理解された 。

審査総評 審 査 委 員 長 狩 野 忠 正

リゾート地に建つペンンヨンは 高校生の務々しく 、新しい感覚が十分に

生かされた設計課題であ った。応募校も 全国から 30校を数え、地域性を有

効に取り入れた、ユニークな案が多か った。 そのため、審査に当り評価判

断が分かれ、 討論に討論 を重ねる給よIJ: とな った。今回の特異性l立、設計の

前提となるプログラムを重視しており、計画地のリゾートとペンションの

運営を、いかに配ra: しているかを審査基準とした ことにある 。f附性的な場

の設定により、建築の配置計画に新しい提案が行われた 。 入選作品は、い

ずれも建築設計が優秀であることと、配置計画に工夫が加えられているこ

とであった 。

建築デザインは、多様なデザインの追求が行われていた 。一つは伝統を

踏まえながら、新しいデザインレベルの向上を行 ったものであり、 二つ 目

。
2  3  5  

3  

6  8  9  I I  13  

集計結果;

f斗 梨

作品数 5  

Ｊ 得 ｾｾ ｉ ｻ 5 以上の作品 ( 14点) は、 2 次? 春夫を通過とする 。

* 得票 3 以下の作rH，( 15点) を 1 点ずつ検討し 、3 次に残す作品 ( 4  .'主 )

を決める。 ( 4  / 15)  18/ 29 

上記18点の作品について務作，只 l 人が l 作品について 5 ｾￎ 満 ｉ ，ｾＩＺで潟市 ｬｩ し、

合計の得点により順位をつける 。

( 審査時I1¥J

5 6 7  

4  

審査記録

9 月22 日 応募作品受思

10月 4 日 予備審査一応募作品について応募規定の点検 ( 工高生教育小委)

規定不適合事項のある作品 131/ 134点

事前審査一審査会欠席の審査員 2 名による 。

審査会 審査員 13名

募集鋭定不適合事項のあるも のも含め 、全応募作品について投怒討議

意見交換によ って審査を進める 。 ( 審査時! 日113 :  45 ー 18 : 20)  

10月13 日

10月14 日

17: 20 - 18 : 00) 干在住 只計 13名

1o  12  14  17  18  

40 35 33 30 29 28 21 

3  2  い

一

山

一

回

3 次

3  

* 得点35点以上 (1順位 i 位- 7 位 ) の作品 ( 9 点) については、人選とす

る。 9 / 18

3 次審査において仰 点29点以上33 点まで ( 順位10位 - 14位) の作品 ( 7 点)

について審査ー只 l 人が l 点を選び、投黙する 。

( 審査時! 日1 18 :  00ー 18 : 10) 審査 m n 2名

。

2  3  

62 50 48 43  41 

4 次

審査経過

l 次 予備審査において若しい規定不適合 Ｔｾ 可 ｩ のある作品 Ｈ 2 点) について検討

し、他については従来通りの審査方法で進めることを確認する 。

会応募作e引について 審査員 i 人が10 山を選び、投票する 。

欠席の若干3' t 只 2 名の事前審査役禁 ( 10. 占) も含める 。

(  1存在日寺 I: [J 14 :  00ー 16 : 00)  'll' i3' i lH -J- 13名

Ｍｬｉｫｾ Ｇ十結巣

f号 r/{

作品数

3  

* 上記 7 点よリ待攻 4 の作品 ( Ｑ 点 Ｉ を入選とし 、 Ｓ 次干 ｾｩ ｾ で ｩ 皐ばれた Ｙ

点と合わせて入選作品 10点を決定する 。 1 / 7

入選作品 10点の作品より最優秀作品 l 点・優秀作品 2 点について検討する 。

3 次審査の結* などをふまえながら討議し 、最優秀作品 1 .9: ・優秀作品 2

点を決め 、審査会を終了する 。

( 審査時間

2  3  4  得 票

作品数

5 次

1  0  

13  94 

* 得票 3 以上の作品 ( 20点) 1;1、 l 次審査を通過とする 。

* 得票 2 ・1 の作品 (20点) を l 点ずつ検討し、 2 次に残す作品 ( 9 点)

を決める 。

* 得誤 3 以上の作品 ( 20点) についても、問題点があるかどうか検討する 。

審査の論点として 、作品の内容がデザインとプランニングのどちらを重税

して怖かれているかが話題となる 。

ｬ 次審張通過 の ＲＹＮＧＮ 互の作品について 、 審査只 ｬ 人が ＱＰ 点をｪ｀び、投ｾ［ｻする 。

( 審倉時↑ ::1 16 :  00ー 17 ・20) 審査只計 13名

2  3  

4  

4  

4  

5  

3  

6  7  

3  

8  9  10  12  14 

2 次

10ー 18 : 20) 審資只計12名18  

41  

洋 一/ 鮒安井建築設計事務 所設計部長

征一 郎/ 京都工芸繊維大学工芸学部造形工学科助教授

泰 弘/ 附日建設計大阪スタジオ設計室長

明 義/ 平 山II!' I義一級建築士事務所所長

幸 司/ 附大林kfl 本庖建築設計第一昔I1設計課長

正 史/ 京都大学工学部建築学科助手

篤 ー/ {掬建築環涜研 究所所長

建築 と社会/ 1990' 1' 1  IP;  

川

村

田

山

谷

崎

村

中

西

野

平

三

山

士

正 / 鮒竹中工務庖大阪本庖設計部長

自11 / 池上俊民11建築事務所所長

洋/ 歌一洋建築研究所主宰

毅/ 鹿島建設側大阪支庖建築設計部専門部長

かはる / 大阪市立大学生活科学部住居学科助教授

がj ー / 大阪芸術 大学 芸術学部建築学科講flili

力 Ｏ 神戸大 学工学音 Ｑ ＱｦＮ ｾＱ 境計画学科講 ｾｩｦ￭

夫/ 瀧光夫建築 ・者I1市設計事務 所所長

申

U

俊

光

野

上

内

同

浦

保

村

員

狩

池

歌

岡

北

久

重

瀧

査

委員長

委 員

審
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入選 ・最優秀賞 工藤武範{ 柿制対: t . . . 鞠・2隼}

リゾート地という立地から、いろいろな施肢を利用することができる . そ

ニで、建物自身はオーナーの纏味をおもてなしのメインとし、耳目l用者が l 日

中ゆっ〈りと滞在できるように、 “音" 、"光ヘ・風" の空間が自然の中にのび

のびと広がる平面講成をとりました.

まさか、このようなすぼらしい貨をいただけると依患っていなかったので、

通知を受けた時大変うれしかった. これを1 : げみに、一層努力してい書たい

と思います.



八 シ ン ョ ン

釣 橋

有

倒
、

U

L

「

円

山

円

山

L

Lf

u
¥

4  

・・ ・ .

・ ー ・ .  

清水漕史( . . . : a : nヱ縮問・時}

J J  

ti i  

L :  
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ガラス 工周 を縛 つ「ベン ション」

F

t

J

・2

3

z

•
. 

'" 

31 

出i

12_b 

c  

1  

，、.

.ー・

.X: -: ＮｰＮ ，ＮＮｾ＠

出

)

安東伸高 f扮 制 大 分 現 高 等 特 ・ 2隼}

とにか〈、どニまでできるかやってみようと思いこの作品に取り

組みました。このペンシヨンは、不特定の多〈の人遣でにぎわう海

水浴場の近〈に計画するので l: t な〈、プライベートピーチをもっペ

ンションとして計画しました。完成だけを目標にしていたので、入

選できてとてもうれし〈思います。ニの入還をきっかけに、いろい

ろな建物の段針に挑戦していきたいと思います。

入選

甲斐信恵{ 柑幅削z ・m輔 ・ 時 }

私遣の京めている、一時のやすらぎが和風の. にあると思い、国

司書. 凪のペン ションを計画しました。また、なつかしい思いの中で、

裁を忘れて 1日を過ごし、ガラス工房では創作の感動を味わえ、明

日への活力を与えて〈れるようなペンシヨンをと願って計画しまし

た。初めての出品で入選するとは思ってもいなかったので、すご〈

調書し〈思いました. 何日も夜遭〈まで残ってがんばった甲斐があり

ました.

入選

入選賞牌

¥i ; 守;i -、

ヘ¢EJ

Vj Y7デ¥: 予

憎かベ

.  ＮｾＢ＠

"  

ム

.
• 

四角いコンクリートジャングルの中で、毎日を過ごしている人有

にやすらぎを与えるような、光により織4 な表情をもつやさしい曲

面に銚戦してみました。大自然の中の小さな自然( 中庭) を中心に、

人と人との出会い、人と自然との出会いがいたるところである建物

を計画しました。 このペンションへは、車はもちろんポートでも来

ることができ、人4 はトンネルを〈ぐって、ふれ合い広場へと調停か

れます。ニの作品に与えていただいた野備を大切にし、自分自身を

これからも鍛えていきたいと思います。

法 子 { 大 金 融 柑 ヱM ・ 輔 ・ 時 }
原入選

' ( t f ，卑の師、笑は、サモトラヶで発見された

「ニケの{ 象」をモチーフとしたものです。

IJl な ど を 生 か し た 什Ii( 1!庖設をつく っ ているが、建築的にみて、直，-

(I(j な も の が 多 く な っ て き て い る 。

本 課 題 は 、 リ ソ ー ト地 に 建つ 「 ペ ンン ヨン」 に ス ポ ッ トをあて 、

氾¥1象ブJ ｕ かな Ｑ ＱｾＱ 性 のある 従楽 をよ ｊ ＼Ｚ めるものであ り、オ ーナーの魁 ｬ 味 織

を生かした、 利 用 者 に 惣 い や 安 ら さ を 与 え る よ う な 、 楽 し く 新 々 し

いも の で あ る こ と を Jtll 待 す る 。

訴 えキ一 、 テニス 、 ￬ Ｇ ｲｾ な どにとどまらず 、天体観 測 、 陶芸、 ガラス 紺 ｬ 仁ゃ ，＼

ードウ埼 γ チ/ ク など. さまざまな ものが 与えら れる 。

課 題 の 主 旨

迎 休二 J:j;j引 の Zi irt な ど 、 我 々 の 生 前 の 中 に 徐 々 に 生 ま れ つ つ あ る

'k'j ，nij(l (j ・中山神的な 「ゆとり 」 を 尚 た す た め に 、 さ ま ざ ま な リ ゾー ト

地 が 開 発 さ れ て き た 。 また、それにf ' I ' っ て従米のホテノレや旅館 ，l (  

Uすに は む い 新 し い 感 覚 の 術 泊 施 設 と し て ペ ンン ヨン む と が つ く ら れ

る よ う に な っ て き た 。

「へン ン ヨン」 は ヨ ー ロ ッノ、で生まれた、家INで 少 数の お 容 を キ11 1-.

にする計1;(' 地 設 で 、 オ ー ナ ー の11占| 性あふれる 「お も て な し 」 に そ の

特 徴 か あ る 。 我がl 1qにおいてもオーナーが、，' ，分 の 魁 l味 や 自 然の 応
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ぶどう闘にあるベンンョシ

巴去; ;:蜘

入選 東浦摩事j 手 枕 肺 郁. . .  輔 ・ 州

入選 千明典子 { 糊融輔損. . . . . ，. >

わずかな銀斜をもっ、 .aふれる称告主治として役買Eし、草色自身

の傍虐な曲. をもっ竃舗を俊齢しよ今乞耳障弘、、結果として紙まが霊"

のような理事になりました. サブタイトルの ・おそぷひるね創る"

はｾＢｴぷ ζ と、昼寝をするこ主で身，むともにリヲレッシュしてもら

うニと、彫刻やねんま細工をする ζ とで思い駒づ〈りもしてもらお

うという、二のベンシ冨ンのねらいを型軽わしています. 今慣の入賞

だけに測定ぜず、なお- a績張りたいと思います

設 計 条 件

1 敷 地 自 由。

2 規 模 征べ ｛Ｈｦｩ ｦｩ｛ ＵＰＰ ｭ 呼 ＺￆＮ ｊｾ 。 階数、ｴＮｙｩ ｩｬｩ は ｮ 由 。

3  収容人員 Ｑ Ｕ ［ｦ， ｴＮＮｕｾ 。

4  所 要 室 オーナーの趣味などから必嬰と，iLLわれる室

および面積 宿泊 室 ＵＭＸ 宅位度、食ー ｉ ｾ Ｇｩ ｦ '  /tfhi} . 浴室 ・便所. i n'li など

5 屋

任 i立、オーナープライ ベートスペース 2 0  K fEJ変

外 駐 車 場 10台 脱 皮

その他必要と思われる崖外施設を計画する 。

羽 ij :;:l: ?

所 要 図 面

.  
→ 

1  配 置 図 割( [ 尺はドl 山( 道路、引 'IU;品、屋外施設などのはか )jlv を記入する )

2  平 面 図 紡尺 1 :  100( 他物問 l剖の状 il l . を司、し、) j f止を記入する )

3 立 面 図 *li; t<!. 1  :  100(  2  1M以i ' . )

4  断 面 図 前i; t<!. 1  :  100(  ，1!.t J I芯|刈のわかる断 1111 を 11([i 以 1，)

5 透 視 図 外観」白色仕上げ.

6  設 計 政 明 設計主旨および Ｎｩｬｬｾ 島概投ー Ｈ 倣 ｉ 也 ｦｦｬｩｦｩｴ 、往物の桃 ｩ 主 ・ Ｑ［ 官数および

1.!< [(iifl'l な ど) をNij[ IJ/ に記入する 。

7  ，そ の 他 干 [([i 図 ・控Ji [( 1i 凶には不; f，・主婆寸法を記入する
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高 温 強 度 特 性 に 優 れ た 建 築 構 造 用 鋼 材

を 用 い た 柱 の 載 荷 加 熱 試 験

1  . は じ め に

鋼構造の新しい耐火設計技術のニーズに対応すべ〈、高温時の耐

力が従来の一般建築用鋼材 ( 以下、 一般鋼と呼ぶ ) に比較して極め

て高い建築構造用耐火鋼材 ( F ire Resistant St eel 以下 F R鋼と略す、 F R

鋼は新日本製鍛株式舎社の商品名 ) が|謝発された 。 F R鋼を使用す

ることにより、耐火被裂を大幅に削減することができるとともに、

建築物の火災性状 ・設計条件によ っては無紋認 の鉄骨建築物の設計

が可能となる 。

今 回、 F R 鋼 を実大柱に使用した場合の高 温強度特性の確認試験

を行 ったので、その慨要を報告する 。

詳細に ついては 、 当試験所機関 誌 i G  B  R  C  J  57号(平成 2 年 1 月)

をご覧いただきたし、 。

2  試験の概要

2. 1 試験体

試験体は H - 300 x  300 x  10  x  15、試験体長 さは、 試験装置 の寸法

から 3 ，500mmである 。

試験体に使用した F R鋼の化学成分を 表ー 1 に示す。

鋼材は S M5 0 A に相当する F R鋼であり、 表 - 2 に鋼材の常 温 ・

高温I侍の機械的性質を示す 。

試験体に被覆した湿式ロ ックウールは 、l耐火精進 の通目1) 指定を取

っている材料である 。

試験体は、被覆厚さをパラメーターにした 3体であり 、その一覧表

を表 - 3 に示 した 。

2.2 載荷及び加熱方法

試験は、 J I S A  1304 - 1975 r建築構造部分の耐火 試験方法』によ

る峨荷加熱試験とし、 (財) 日本建築総合試験所の柱用耐火試験炉 で行

った。試験装置 を国一 1に示す。加熱有効 i長さは 3 ，000mmである 。載有I

は中心圧縮載荷とし、長期座屈許容応力 を政干r:1 した 。試験体は加熱

炉の 中央に垂直に設置し、 1J日熱 を受けない位脚音11より、荷重支持が

出来なくなるまで定荷重を加えた 。

2 . 3 測定項目及び測定方法

試験中の試験体の件l ひ と局音11座 Il H による急激な変形を把援するた

め、試験体全体の伸 び量を加カ音I1ベー スプ レートの 4 箇所で ilJl J定し

た。 さらに、試験体中央部で7 1 ' ( 平方 I"J <7) 変位を測定した 。温度に つ

いては、 炉内加熱混度、 H 形鋼のフランジ及び ウェブの鋼材め出度

を測定 した 。

3  試験結果

試験結果の 一 覧表を 表 ＭＴ に 示 す 。 図 ＭＲ ｾ Ｔ に試験体 Ｑ Ｐａ 、 ＲＰ

ａ 及び ＳＰａ それぞれについて、 炉 内 の Ｑｭ 熱 ｩｾ Ｚ ｬｴ 度と鋼材の平均温度 Ｈ｡

図) 、垂直変位及び水平変位曲線 ( b 図) を示す 。

何れ の 試験体とも、鋼材温度が Ｑ ＰＰ Ｎ ｃ 付近で被額材料の水分の ｾ ｾｾ

46 . U! と社会 l蜘 年 111' ;

発による温度の停滞域の後、鋼材混度はほぼ加熱時間に比例して上

昇した 。鋼材の鉛直変形は 、鋼材の平均温度が 600. C あたりまでは、

柱の鉛直伸びカ、鋼材温度にほぼ比例し て生じ 、600.C を超えてから柱

の伸びが停止し、崩壊にいたる 。イ1I1びの停止点は、熱膨張による柱

の伸 び出しと、温度上昇による鋼材の強度低下及び柱の水平変形に

よる柱の縦iみが釣り合 った点である 。試験終了後被覆材を除去し、

破壊性状の確認をおこな った。 3 体とも H 形鋼のフランジに軽微な

局部座屈が発生していた 。

何れ の試験体についても、被額材 のフ ランジ面に小さな亀裂が発

生 したが、試験終了まで被覆 の争1) 離は 認められなか った。崩壊時の

平均鋼材温度は、いずれの試験体とも 620.C を超えている 。鋼材温

度上昇速度 ( 崩壊時の平均視度/ 崩綾時間 ) は、被覆材料にほぼ逆

比例しており、今回の試験結果では、 F R鋼に 10、20、30mmの被視

を施せば、それぞれ l 、 2 、 3 時間耐火の性能を有することが確認

された 。

4  . 結論

試験結果から、以下 の ことが確認された 。

1 )  F  R 鋼は、素材試験により求めた高 iii 強度性能を、笑大の音11材

においても発揮する 。

2 )  F  R 鋼を使い 600.C まで許容することにより、湿式ロ ックウー

ル10、20、30mmでそれ ぞれ 1 、 2 、 3 11寺間 l耐火性能を 発揮するこ

とが確認された 。つまり、 F R鋼の使用により、従来より大幅に

耐火被覆厚を削減することが可能である 。

( 耐火 ・防火試験室 吉 田正友 )

Ceq= C +  Mn/6+ Si /24+  Ni/40+  Cr/ 5+  Mo/ 4  + ¥1/14  ( %)  

PCM= C + Si/30+ Mn/ 20+  Cu/20+  Ni/60+ Cr/ 20+  Mo/l 5+  V! 10+ 5円 ( %)

表 - 2 供試材の機械的性質

板厚

( mm)  

Y P 

ft.1n 7 ラ ン ジ 15  I  43.7  

ウ ェ ブ 10  I  43.8  

Ｇ ｩ ［ ｾＮ＠ i:J IJ 11J l  高 ｩ ｾＧｪ ｊ 世 ｈ ＶＰＰ ・ｴ［Ｉ

TS  I  EL 

( %)  



|H: I : Rニュース …  

@ 財 団 法 人 日 本 建 築 総 合 試 験 所

所 在 地 一吹田市藤白台5 - 8 ー1 〒565

電 話 ・'( 06 ) 872- 0391 F A X " ' ( 06 ) 8 7 2 - 0 7 8 4  

業 務時 間 平 日 9  :  ＰＰ ｾ ＱＷ＠ :  00 

土曜 9 :  ＰＰ ｾ ＱＲ＠ :  OO( 第 2 、第 4 土曜休 日)

表 - 3  Iま験体一覧表

試 験 f本 記 号

耐火被 組厚 鋼材断面続 断面二次半径 1 M 胞長さ 細 長 比 許 容 圧 縮 級 官I 荷 重

( mm)  (c町)
I  Y  

(cm)  I  k  (cm)  A  応力! 変化 ( lOn)  

( ，onf  ! c附)

10 A  11 .2  114 .9  7. 61 350 46 .0  1. 86 213. 8 

20A 22 .3  115. 6 7. 60 350 46. 1 1. 86 214. 8 

30A 32 .7  114. 6 7. 59 350 46. 1  1. 86 213 .0  

鋼材は S M5 0 A- NF R、 F 1iIT= 3. 3 ( ，onf! cm' )  

表 - 4 紋験結果一覧表

試 験 結 栄

試験体
被被

耐火 1

'

1' ぴ停止時 崩壊時 鋼材溢l主

記 号

被剖 上昇速度 加 熱 中 内 観 察 11o; m

村

l平
加 熱 鋼 材 平 鉛直 }J 日軌 鋼材平 鉛直

時( 分12I)j H(j ℃温度) 変( mm位)  
時 ｈＱＱＱｴ Ｈ ＱＱ 品 ｉｾ 変 Ｈ ｭ 位

( 平均値)

( mm)  ( 分 ) I  ( .C )  I  (mm)  (.C /分 )

10 A  

ｩｾ＠
11. 2  62 605 19 .0  66 629 17. 8 9. 53 

被担i材 ( 7 ランジ扇 ) に小さな 亀裂発生、

ト一一一一一一

式

進展 試験中 町制維な し。

ロ

20A 

， 

22. 3  108 601  

被覆材( フランジ面 ) に小さな 亀裂発生、

7  

19 .3  120 648 15. 9 5. 40 

ウ

進展 試験中の事l離なし .

30A 

ｊ ｾ＠
32.  I  186 

被祖i材 ( 7 ランジ函 ) に小さな 亀裂発生、

579 18 .4  202 625 15.0  3. 09 

進展試験中の{ ( < l ! 維なし 。

1200 1200 

120 f80 240 

Tlme{mln) 

(吋炉内平幼加熱温度及ひ'平均鋼材温度

120 

Tlme(mm)  

Ｈ｡Ｉ 炉 内平均加 凱 温 度 及ひ Ｇ 平ｾ鋼材温 度

300 

霊位湖定点番号

1- 4  鉛直宜位

1 5  水平聖位

宜 位制定点番号

1- 4  鉛直宜位

1 5  水平宜位

加 熱 終了

240 180 

(b) 鉛直変 位 、水平変位 (b) 鉛直変位、水平 変 位

図 - 2 I式験結果 (l OA ) 図 - 3 試験結果 ( 20 A)

300  

Ｈ｡Ｉ 炉 内 平均加 熱 温度及び平均鋼材溢 ｦｾ

300  

240  

。

。

白

川

(
H

V

)
2

2

E

E

E

ωト

300 

(b) 鉛直変位 、水平変位

図 - 4 試験結果 (30A )
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このヒYルを支えているのは

ブリヂストンの免震ゴムてヌ

マルテ

ラ代ーベ? リコヲ'

48 也寮 と仕合/ 1990年 Il j 号

免震ゴム採用のビル・マンションが I

続々誕生しています。 I

耐震構造から免震構造へ。いま、地震に

対する建築工法が大きく 変わろうとして

います。その主役は 「免震ゴム」。ゴムと

鉄板を交互に積層し、地盤と僑造物を絶

縁して地震動を免れる画期的な製昂。

なかでもブリヂストンの ゴムに関する豊

富な経験と技術を結集した「マルチラパ

ーベアリンクJ は、その高い性能と昂質

で各ゼネコン及び建築各社で採用。いま

全国に免震 ビルが続々と誕生しています。

詳しい納入実績表や

各種データを / J  

差し上げますo ...... 長 官同ι m

ご請求ください。 可E i t 討

- フ' リチ'ストンの免震コム「マルチラパーベアリン

引の各地における納入実績や詳しいデータ等の

パンフレットを各種用意 しておりま1れ お気軽に下記

宛ご請求ください。早速ご送付申し上げまれ

株式会社フ. リテストン

化成品開発営業部

東京都中央区京橋ト 10- 1 干 104

TEL .  ( 03) 563・6922 F A X .  ( 03 ) 563・6704



新建材紹介コーナーNo. 172
日本建築協会建材委員会

マルチラパーベアリング 高機能免震ゴム

株 式 会 社 ブ リ ヂ ス ト ン

化 成 品 開 発 営 業 部

ブリヂストン工業用品大阪販売網
大阪市中央区南船場 4 - 12- 8  

関西心E詩情ピル

T E L 0 6 - 2 4 5 - 5 6 8 1  

東京期中央区京儲 1- 1 0 - 1

T E L 0 3 - 5 6 3 - 6 9 2 2  

1 . はじめに 一方のダンパーは池袋時の水平変位を一定値以内

最近、地災から建物や内部の設備機器を守る方 にt1f lえると共に、地波動の終息後は揺れを出来る

法として、免震構法が注目を浴び、研究 ・l摘発か だけ早< i 減衰させる機能J ( ダンピング機能)

ら実用段階に入り熱い視線を受けている 。 を有している。

その多く は積層ゴム ( 免震ゴムとかアイソレータ 3  . 免震ゴム( マルチラパーベアリング) の構造

ーと呼ばれている) を応用したもので、今まで建 免震ゴムは 図 2 に示す通りゴムと鉄板を交互に

築分野であまり見られなか ったゴムという材料が、 積層し外周部は耐候性に優れたゴムで被覆し上下

建物基礎の一部として重要な役割l を果たしている 。 に固定期フランジを有し、コ・ム特有の接着法 (加

そこで今回は、免震構法と附ブリヂスト ン製の免 硫接着) によ って強固に一体成形された構造であ

震ゴムを紹介する。 る。 ゴムをこの様な層状にすることにより、鉛直

2  . 免震構法とは 方向には大きな剛性( 大荷重支持能力) 、水平方

地盤と構造物を絶縁して、地￭ｩＮ ｾ ｛ｩＱｊを低減し、構 向には小さな剛性 ( 柔らかいパネ機能) が得られ、

造物と内部設備機器等の安全性を高める建築構法 免渓構法の主要部材として最適な構造となるわけ

が免;;' .Hi ' l i 法である 。官1) えば、大きな船が激しい波 である。

を受けた l侍でもゆっくりとしか揺れないように、 4  免震ゴム ( MR B ) の特徴

構造物が ｊ 也ｾ｛ｩ ｉｊ を受けた ｈ 寺、構造物 の ｍｬ れがゆっ 従来 の天 然、ゴム系免反ゴム ( 耳1) にダン パーを

くりとした周期j に変わるようにして地24を免れる 。 併用のもの ) と 、新しく開発された高減衰免震ゴ

したが って免渓構造によ って建築された構造物は、 ムの 2 タイプがあるが今回は後者の 「減衰させる

倒壊しにくいばかりか、内部の家具、備品までも 機能」を持った、高減衰免渓ゴム ( 特許出願中 )

安全に保つ。笑|努には、地総と構造物の!日lに免24 を紹介する 。

装置を設世して、構造物と地面が別々に動くよう く〉高減衰ゴムの減衰特性とは

に設計 ・施工する 。 この構造物が地24動を受けた 新開発されたゴムは、種々のゴム材料を特殊配

時の応答速度 ( ↑ 民性カ ) は、従来構造物に比較し 合することで、ゴム分子聞に特別な構造を持たせ

てYJ- Ys に減衰し、揺れ周期も平行にゆっくりとし て減衰機能を発榔 させる もので、図 3 の様に地誌

たものに変わり、これにより地震を免れるわけで 外力により、 ①ゴム分子自体が蝉性的に伸び縮み

ある 。代表的な免震構造は 図 1 の通りで、免渓ゴ ( パネ要素 ) し、 ②複雑に絡みあ ったゴム分子同

ムが建物の重量を支え、地震時には建物を水平方 志が擦れ ( 局号機減衰要素 ) 、③ ゴム分子間に特殊

向にゆ っく り往復運動させる 「パネ機構」 を持ち、 配合した粘性体による抵抗 ( 粘性減衰要素 ) の 3

減衰要素モデル図

要素が同時に絞合した形で起こることにより、汁}

らか なループを 描く履歴特性を 示す。

- 高減衰免震ゴムの特徴

. 免震装置に必要な 、荷重支持能力と、復元カ ( パ

ネ) 、減衰力の 3 要素が一体とな っている為、高

j成笈免民コ'ムだけで免震装置機能を有する 。

. 履歴ループは粘性的な減衰を持 っている為、滑

らかな 曲線 を揃き、減衰能力は 15% ( 等価j成主主定

数 ) を保有してい る。又、パネ剛性 ( 等fi!l i問1) 性) は

振幅依存型を示すが、小変形ではパネ岡1)性が正月いが、

変形が大きくなる程パネ問。性が柔らかくなる非線

形性を有している 。 それゆえ、風荷重等に対して

は高い初期剛性がトリガ一機能として有利に作用

する 。 又、過大な大変形に対しては、ゴムがハ

ード ニン グ現象を起こし、岡1)性 ・反力とも大き

くなるので万が一の場合でも 、建物を安全に保持

出来る 。

・大地震後も残留変形が殆ど残らず、取替が不要。

Ｎ 法， ｩ 度条件に対するパネ剛性及び減表情ニへの Ｑ ［ ｴｾ 響

皮が少なく、特に低温性に優れており広範囲の地

区で使用出来る 。

. 積層部の外周に、特殊被覆ゴム層を一体成形し

た構造の為、内部ゴムをオゾン・紫外線等から保

護でき、耐久性も十分信頼出来る 。

これ らの特徴から施工性 ・設置箇所減少効果 ・

メインテナンス( 維持管理) 等も容易で、コスト

的にも有利な免震装置と思われる 。

( 中 川 徹/ 建材委員)

¥ I巴 口 口 白I /  
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多彩かつシンプル. • . インテリジ‘ 工ント化に対応する

メンテナンスのノウハウを生かした近電工の総合設備管理システム

先進の技術と豊かな経験を背景に、メンテナンスのノウハウを集約し、お害さまの立場で構築したシステムです。

多重伝送方式による制御線の省力化、八一ド構成のユニットイじなど、シンヲレな構成によって省力化、工期の短縮がは力、れ、

またフレキシブルなシステム展開ができ、合理的な群管理システムの構築も可能です。

50  控簾 と社全 / 1捌 年 l 附
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新年の御挨拶

主

同
山 幸 夫

株式会社 青山建築材IJ/: 事務所 代表取締役

軍 550 k 阪市州lメ小町制 ト10- 19λ ，+.i ピル I也!，' ;06(443) 0430 

帯 610- 11 ｉＧｬＧ ｴ ・ ｽ ［Ｈｦｩ ｕ ､ｩｉｊｴｩ ｊ［ ｮ メｾ ｽ ， ｉ 以 ｾＨ， 1'， 'ltnli ll lp1f I4-6  

;'U，!，r;075 (331  ) 8082 

j斐 井 泰

株式会社 笠 谷 工 務 1. 5 専務取締役

軍 659 戸 川 市 業 平 田r 4  - 1  o'i! 治0797 (22)  0703 

帯 659 1' 1  ';:; 門 l-v. d-i 21l. ヶ丘町 13- 5  '4W i0797 (22)  5291  

L>、

Z 二 長 浅 海 正 雄

長 浅 海 伸 之本土

i支 海 電 気 株 式 会 社

市 530 ｫｬｾｩ､ ｩ ， ｬ ｴ ｬ ＾Ｈ 州 ｊ 寸 前 Ｓ /1 17 Ifi 4; ; - ;'目。1，'; 06(362) 8701  

市 I

 

l

 

---s' 

繁 雄

1990年元E ( 50音順)

日 本 管 工 業 株 式 会 社 取締役社長

事 601 Ｇ［ＨｮＡ ｉ ，Ａ￯ Ｑ 事ｩｉ ＾＼Ｚ 阿九 条 ｾ川町 ＲＰ ｾ 世， ｬ ￭［Ｐ ＷＵ (681)  5101- 6  

帯 606 1'1';:; ・京都市 町点1><: F帆之本町 37 -;'lt l占075(781)0289

市
I

 

l

 

--』， 宏

h .  

7  
本す 祐 三 郎

株式会社 東 知l建 築 事 務 所 取 締 役 社長

愚 541 大 阪市中央 区 伏見町 4 - 4  - 10  7l!，!' ; 06(202)  0391  

帯 658 1' 1主 神ド: 打点雌l刈 1，，'; 111T-， 4  111 4  - 32 

111，Jf;078(811)0216  

h .  

7  
井

由

I U ;、 臣

社|司 法 人 大 阪 建 設 業 協 会 与 務 理事

事務局長

⑮ 540 大 阪 市 中 央 区 北 浜 東 l 番 30号 電話 06( 941 )4821  

⑮ 630 白毛 ・京良 市 南 ホ 井 町 344 - 8  包 括0742(62)0784

4 務 取 締 役 岩 崎 弘

常務取締役西 日本料 限 音 竹 寛

株式会社 教 育 施 設 研 究 所 大阪事務所

帯 550 大阪rl i州民 主光胤 1 / 11 13昨 1;;- 7l! U;  06(531) 0916  

λ:( ，1 ピル FA X  06 (541) 7301  

帯 630 1' 1・E 奈良 市 法 起 ・7 花開f I 046- 2 1世話0742(22) 2217

胃 560 1' 1・t ，I ! ! t 中市点干 1"/ 10  - 36 7l!，lf; 06(339) 3550 

グリ ノ，、 ー ク J 、イ ;1 304

上 圭

ごム

J 口

イ マ ヰ 建 設 工 業 株 式 会 社 代表取締役

西

株式会社 大 気 社 代表取締役会長

帝 66S 1'1 じ iO単rl ii ，同l民生1/1 2 J' /1 31  昨50ー 109 ｾ［ Ｇ＠ 帯 547 大阪 di '/' rr-J ><'， IJ II U t 5  /1 /11 砕 12 ; } '1世話06(792)4425 市 530 ｫ ｬｾｩ ､ｩ Ｎｬ ｴ ｬ ＢＺ Ｇ ｉＧ 之 ね Ｓ Ｍ Ｒ Ｍ Ｑ Ｘ Ｑ ＱＧＯ ＮＮ＼Ｇ ＱＧ 之 ，Ｑ ［ ，Ｇ ， ピ ル Ｗｾ

‘ 官. し1，f;Q797(85)  0745  F A X06(792) 5837 、γ!目，!，f;06 (448) 3603

帝 6“65 J'“ ' I' t 'ぺiιυi以￥ dj'ポ側阿f 2  /1 110庁待;: 2鉛6- 712;リf 帯 547 k  阿阪ｾ rl i  'F.  型('1ばベ l'  ，肝(' .1北ヒ2  一9  一l日5 ;世引，!，吊ωt印06削(7乃92幻) 4判40例4 晴 65ω9 1ドれ'1' 1:: ' J兵Eυ';1，/川，/似l

γll ，!吊0797 (81) 11 74

井 隆上

Ｑ 十 ｬ て ｾ業株式会 社 代表取締役

帯 543 大阪di 天王寺1'( '1: T.町 " 吊28 ; ;- o'i!，I/; 06 ( 77 1)  285 1  Ｈｾ＠

帯 659 1' / じ 円ｉ［ｾ di 川州側r4 併23;;- ｾ Ｇｬｬ， Ａ Ｏ ［ Ｐ Ｗ ＹＷ＠ (22)  5930 

飯 精田

共 同 設 計 株 式 会 社

帯 530 大阪市北 lメ州大楠 5 丁目 10番 14号 e官，1/; 06(364)  5836 

串 560 rl'七 '(1ιl ' d' 1>:開r2  J' n  2 需24り 電 話0副848)0775

生 島 道 春

社rt l法人 日本建築積算協会関西支部 支出11長

⑥ 542 大阪市中央区東心斎怖トJOー7 市川 ピJ レ2 F

'.. i!，1，f;Q6  (2'15)  6645  

泉 哲 史沢

株式会社 泉沢建築設計事務所 代表取締役

需 530 A 似 rli .l tl メ': N' 111開[ 14佑3 乃 木 i l! (，l ピル

屯.ll i 06(364)9071 代

h .  

7  茂 雄西

株式会社 今西建築 デザ インルーム 代表取締役

号 ｾＵ ＵＰ 大阪 市 凶 ｬ 互 北脇 ｩ ｃ 1  r  1113 1fi' 21  ;; 今西ピ ル 5 F  

電話06(541 ) 3051- 3

.6、

7  
祥 良B西

財団法 人 大 |仮住 宅センタ一 理事長

串 542 大阪市中央区南船場4T I'14帯3号

側j '; {: 筋 ア パ ノラ イ フ ピ ル4 F

7l! U;06(253) 0071- 3  

帝 591 t: Wdi  料 金ｼ品 ｬｾｦ Ｓ J i - 23ー 102 '0'也柄。722 (51) 1902 

植 寿 雄野

株式会社 券 建 築 材1J/: 事 務 所 所 長

⑮ 542 大阪市中 央区東 'L、斎橋 l 丁 目16- 29つるのすピ ノレ

電話06( 244 )  1  561代

愚 588 1'] 宅 ・ 時 市 大 美 野 5 - 9  m，v;0722 (37)  1  162  

尾 亀 清 四 郎

株式会社 三 晃 空 調 取 締 役 会 長

暗 540 大阪市中央区域見2丁目 l 番61号ツイン 21Ml D: 9ワー I I階

活，1/;06 (9ω ) 1371 

⑮ 573 J'I 宅 ・枚 ) i ，11 問 111 l 町 15 - '1  '，'l!，1/; 0720 (41 ) 3427 

尾 重 信原

株式会社 コア プ ラン設計 代表取締役

⑮ 550 大阪市西区新町 2 丁目 3 番 8 号 包 括06( 531  )4488 

⑤ 532 1'1宅 大阪市淀川区卜 三束3- 14- 13  屯話06( 302)  1051  

多 井 男幸

多 弁 建 築 。}f 究 所 所 長

事 541 大阪市中央区今織 1 丁目 l 帯 地 l 番館 ピル

電話06 (226)0008

<l"f)657 (1・七 ・神戸 市権 限 的手11困r3  r n  1ー 11

電話078 (821) 61 33
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大 孝夫西

株 式 会 社 日 建 設 計 ま も ザ 語

串 54 1 大阪市中央区高閲 僑4丁目 6帯 l 号 電話06 (203)  2361  

岡 j畢 勇

亀 田

ー』ー

ノ、 夫

1990年元E ( 50音順)

河 裾 夫手口

株式会社 特 製 作 所 大 阪営業 所 書 締2 後 光 産 業 株 式 会 社 代表取締役

，"，，530 A 似 di -l t 1R商大満 3 r  Ｑ ｾ＠ Ｑ Ｓ 待 Ｑ Ｘ Ｍ ｾ ］Ｇｩ 品恨 ピル 唇 ＵＳ Ｑ 大阪市北区本庄西 Ｓ 丁目 Ｙ 需 ＲＰｾ す

司 ｴ ， Ａ ｾ Ｐ Ｖ Ｈ ＳＶＴ Ｉ 1951  1世話06 ( 371) 5146代

伊' ，560 1' 1主 車 中 r1i J J l H 山 J じ町 8 - 12 司!，! ，'，06 (855)  5356 骨 560 (1 宅 ー盟中市中縦以n 日6- 4 1世，]，'，06 ( 852)  4148 

ー

I

 

E

 

.

.

 

，
，
 

』ι 4

1芋 夫

鎌 谷 秀 男
木 下 園 男

問 湾 建 築 設 計 事 務 所 所 長

事 530 ) ( 阪事務所 ー大阪" 1 . 1ヒ灰州天満4 1"1 14 1!'i 12り 修 成 建 設 専 門 学 校 I里事長 内外パーキング施設株式会社取締役社長

近 雌 ピル 6 F  m，1i; 06 (362)  6082代 } i

F AX06( 362)6084 事 555 大阪市西淀川区大和 l封5-1 日19- 30 電 話06 (474)  1644 "" 550 k 阪市内|旦ι l 戸嘱 2 1"/16 - 2!i 包 括06( 441) 0477代

串 567 茨木市磁の虫 2 1"1 116昨 6 リ ｾＶＶＵ＠ 1守宅 ー宝塚市干極 3 丁目 8 需23号 電話0797 (72) 1380 ｾＶＶＵ 自宅 ・ 宝塚市逆 瀬台 Ｖ 丁 目 Ｑ Ｕ 帯 ｉｉ 号 電話 ＰＷＹＷ (73)  3228 

1ll.l.'，0726 (43)  5230 " 8953 

岡 本
差

E ヨ
行

株 式 会 社 昭 和 設 計 代 表 取 締 役社長

事 550 k . 阪市凶l旦析四 [ 1 rll  5 酢 7 ;;' ]14 ";1 情 ピル

電話06(532) 3421代

串 659 ｉＧ ｲ ｩＺＮＺ芦 Ｇｪ ｾ ｲｬｩ 岩 ＱｾＱ 阿 ＳＵ ー Ｗ ｾＧＱＡＮｬｉ ［ＰＷＹＷ Ｈ Ｓ Ｑ Ｉ ＳＲＰ Ｑ＠

奥 紘 fT 本す

奥 村 重 兵 衛 株 式 会 社 取 締 役 社 長

ｾ ＵＳＰ 大阪市北区内天満 ＵＱ ＢＱ ， ＱＳ 帯 Ｗ 号 m品06 (312) 4131代

串 662 ｩＧｉ宅州日市 ｲｾｪ 郷町 ＱＴ 許 ＳＴ -，-} 電 話0798 (71)  0011  

加 藤 忠 三 郎

取 締 役

株 式 会 社 平 問 タ イ ル

相 談 役

者吾550 大阪市西 区阿波咋 1 J TJ  1 待10月

l l l U; 06 (532)  1231代

ｾＶＰ Ｑ＠ I' J 宅・京都市南区東九条北烏丸町24電 話075 (691) 1334 

数 井 利 美

株 式 会 社 西 村 建 築 事 務 所 取締役社長

串 652 神戸 市兵庫区" f f i ' FAlflf 21"1'11 - 8 情 -; ':'J { レスピル

屯，:'，078 (521)  0205- 0207 

ｾＶＵＴ Ｍ ＰＱ＠ 自 宅 神 戸 市 須l持区 (1111台 2 丁目 39ー 13

t恒訴078"( 792) 5862 

亀 井 晃

ごム

J 口

一級建築士事務所£ A I 建築事務所 代表取締役

株 式 会 社

串 542 ＭＴ 区 祉事 ｦｾ ｰｾ 大阪市中ｾと区谷町 Ｗｔ 目 Ｓ 帯 Ｔ Ｍ ＲＰＳ

新 谷 I Bf m3 ピル 2 F  

屯 ;1[，06 (7681 Ｉ ＷＷ Ｑ Ｈｾ＠ F A X06 (7681  1406 

哩' ，577 ア トリエ 京大阪市 l ィ:;tJ J 側f2ー 14- 35

で1!.!Ii 0743 (7316137

串 631 J' Iと在 京良市雌 ノ木 f"i 3 )"1 133昨 5 ";; "  

"i1!，I!，0742 (431 1226 

52 

繁

株 式 会 社 川 岸窯業商庖 代表取締役会長

暦 !}SO 大阪 rl-i 丙 lさ凶 本町 1 r  Jj 13- 33 Ｑｬｬ， Ａ ｾ ＰＶ Ｈ ＵＳ Ｒ ＩＰ Ｔ Ｖ Ｉ 代

F A X 0 6 (535) 5181  

骨 563 rt 七 池It I 市天神 1 1"/1 10 - 10 司L 祈 0727( 61) 8598

川 瀬 甲 子 雄

扶 桑 管 工 業 株 式 会 社 代 表 取 締 役

吾 616 ，;i 剖IrIU";，;m:サ、葉和 }N式部町 12番地 電 訴075 (861) 11 57 

k 阪支l! i 電話06(3例 ) 0777 東京 支1，1; 電，][;03(263)  0閃 1

串 565 ＱＧ Ｑ 宅 ・ ｉｬ ＩＨ ｊ ｉｊ 司 ｪｩ ［ ｬｴ ｾ ｦ￬ 6 ー 7 - 2  'ilf 訴06 (834) 1734 

河 井 弘

品 比

見

河 井 建 築 事 務 所 所 長

ｾＶ Ｓ Ｑ 宋 良市中山町州 Ｓ r 目210 - 2 5 電話0742 (44) 8100

0742 (45) 4378 

‘
、

E

E

E

J

 

，
，
 

弘

ごム

J 口西

日本住宅パネル工業協同組合 理事長

⑤ 170 東京都政品区南大塚 3 丁目 46番 3 号

大塚セントコア ビル ';'l1，]，I;03  (945)  2311大代

附 役 会 長 小 西 岬

取締役社長 橋 本 正 章

株 式 会 社 小 間 設 計

容 550 大 阪 市 西 区 立 売 収 1 1 日12ー 16 電話06 (532)  4051 

認島 池 藤

株式会社 鴻 池 組 代 表 取 締 役 会 長

愚 54 1 大阪市 中央区北久宝寺町3丁目 61ff HJ

ダ イヤルイ ンｾ ＱｩＮｬＮＧ， ＰＶ (244)  3500  ( '52: N h)  

帯 1，603 1' 1・七 点柑Idj . Jtf 天平!ff .f. tl ，r-; JIIf 開[86 "111，1，';075(461 )  1526 

三〉、

Z ミ 長

佐 野 正

株式会社安井建築設計事務所代表取締役会長

⑮ 540 大阪市 中央区島町 2 丁目 4番7号 1ii ，:'，06(943) 137 Ht  

四 662 1' 1宅 曲 目 市 雲 JI' IIIT 4 の 9 屯，:，'，0798 (72) 1569 

斉 藤 園 義

株式会社 斉 藤 工 業 所 代表取締役

雪 557 A 阪市内成区f;' .'Il 2 r  日611'，5; ; 句，1，，06(661 ) 3325( ¥ 

号 557 1' 1屯 ー大阪市西成 l王Jj!EI l 束 1 1"1 121  待 3 } ;

1u泊06 (652)  0208 



新年の御挨拶

堺 徳、
ヨ王

Eコ 田 村
盲

六

株 式 会 社 竹 中 工 務 庖 取 締 役 副 社 長

西 日 本 建 設 業 保 証 株 式 会 社 取 締 役 社 長 <!!!>541 大阪市 中央区本町 4 丁目 l ー 13 包 括06(252)  1201  

;;;'550 大阪市西区立売収 2 丁目 l 需 2 丹 電 話06(543)  2553 ⑤ 663 西宮市浜甲子園 2 丁目 5 - 19 電話0798(41) 4300

名誉正会員

白 石 登 喜 男

株 式 会 社 藤 木 工 務 庖 常 務理 事

⑤ 540 大阪市中央区常鍍町 1 - 3 - 9 包 括06(944) 1468 

;;;'558 自宅・大阪市住吉区墨江 1- 7 - 39 電話06( 671) 3792

城 庸 平口

株 式 会 社 大 阪 滅 口 研 究 所 取 締 役社 長

;;;'530 大 阪 市 北 区 角 田 町 2 番 15号 電 話06(372) 7151  代

須 賀

官主司

0:::::::1 

巨ヨ好

近 畿 大 学 理 工 学 部 建 築 学 科 教 授

ｾ ， ＵＷＷ 京大阪市小 ＺＨ， ｬ ｾ ｛ＳＭＴ ー ｬ 匂 訴06(721) 2332

内 線4519

間 577 J'J宅 ー京 大阪市小阪 3 - 4 - s911 

111.l i ;06 (789) 8114  

菅 節谷

ダ イ ダ ン 株 式 会 社 代 表 取 締 役 社 長

;;;'550 大阪市西区江戸掘 I 丁目 9 $ 25号 電話06(441) 8231

⑤ 158 自宅 東京都世田谷区等々力 6 丁目 3 番 18号

電話03(703) 1027 

田 中 明
由

I U，'、

取 締 役会 長 高 橋 慶 夫

取 締 役 社 長 上 田 宏 ニ

株 式 会 社 高 精 上 回 設 計 事 務 所

骨 550 本社 大阪市阿 l頁新町 1 - 4 - 21 火、ドピル

1!i!!f;06( 533)0971 - 3  

串 113 東京事務所東山部文京区本郷3-5- 4

朝日中山ピル5 F 包 括03(818)5173

竹 内 哲

日 本 電 設 工 業 株 式 会 社 大 阪 支 庖 取 締 役 支 庖 長

;;;'531 大 阪 市 北 区 立 崎 3 丁目 17 - 15 電話06(372) 3533 

［［［ＧＵＶＰ 自宅 ・ ｾ中市蛍池東町 Ｒ ー ＷＭＶ 電話06(841) 3822

/  

橘

ミ'.b.

J 口泰

大 阪 エ ス ピ ー 紙 工 株 式 会 社 代 表 取 締 役 社 長 東 邦 ノ f ー ラ イ ト 株 式 会 社 代 表 取 締 役

;;;'540 大阪市中央区玉造 2 丁目25番 20号' i Tt 話06(765)5650代 吾 540 大阪市中央区轟之宮中央 2丁目 7番15号電，!，r;06 (941)  9445- 9  

F A X06( 765) 5655 @590- OI 自宅. e y . 市若松台3丁26需3号 電話0722(91) 2267

;;;'614 自宅 八附市八怖稲禄谷98- 7 電話075(971) 0395

田 中 優

株式会社ユソ ニアン一級建築設計事務所代表取締役

号 530 大阪市北区天神令官2丁目 5番 25号若杉グランドピル J OF

旬 結06(354)  2781 

串 112 東京都文京区花日 l 丁目 8 番 6 サ

ムトウユニノ マｾ 7 イ手日ピノレ 2 F  -;1I話03( 5684) 2871 

骨 536 大阪市械東区"x.r-r 4  1 日20，孫 2 r;- 1ll J i ;06 (931) 8857 

立 良R野

株 式 会 社 ユ ニ オ ン 代 表 取 締 役

;;;'550 大阪市西区南絹江 2 1 目13$ 22号

電話06(532) 3731 代

1990年元旦 (50音順)

谷 進

浦 安 工 業 株 式 会 社 取締 役 大 阪 支 庖 長

⑮ 530 大阪市北区天満 2 丁目 3 - 5 ¥1L話06(351)  7502 

⑥ 530 自宅 ・大阪市北区天神焔3丁目 10- 30- 507

'ftI話06(358 )6900 

知 義見 夫

元 ・本会 理 事

⑤ 601 自宅 ・京都市南区西九条春日田T48 'i1I ，li i 075 (691)  3860 

名誉会長

塚 本 5孟 次

株 式 会 社 日 建 設 計 最 高 顧 問

⑮ 541 大阪市 中央区間腿橋4丁目 6番2号 包 括06(203)  2361  

⑤ 665 自宅 宝塚市消荒神 2 - 6  - 2 7  屯話0797(87)  1940 

辻 本
屋皇

..!iX.. 

株 式 会 社 ツ ジ モ ト ユ タ カ 設 計 事 務 所 代 表 取 締 役

⑤ 640 和歌山市東長町中 の丁 12 - 3 電話0734 (26)  2030( t  

FAX0734( 26)2032 

⑤ 640 自宅・和歌山1 I i 東長田T'*' の丁 12- 31'官話0734 (26)  2030( t  

津 芳村

オリエンタルメタル製造株式会社 代表取締役社長

唇 660 尼崎市1昭和市通 3 丁目 26-j品地 屯J [;06 (412) 5131代

替 330 埼玉県厳市塚越 5 丁目 6 番32号 包 括0484(42) 3115

{専 明馬 正

ム ツ ミ 産 業 株 式 会 社 代 表 取 締 役

串 550 大阪市西区制本町 1 r 目17帯 15 ｾ［Ｍ

1ll.l.' ;06 (44 1) 0378大代

串 558 自宅 ・大阪市住吉区長居東 3 11-114待22- 515

.世.l.' ;06 (698)  7895 

名誉会長 ・名誉正会員

東 謙畑

株 式 会 社 東 畑 建 築 事 務 所 取 締 役 会 長

⑮ 541 大阪市 中央区伏見町 4 - 4  - 10 電話06(202) 0391  

;;;'658 自宅 伸戸市東l畦区It 吉山手4-4-35 包 括078( 851) 5043 
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，車

I/ C，'  

目

巨ヨ 克岡

株式会社徳岡昌克建築設計事務所 代表取締役

軍 530 ｫ ｊ￭ｬＮｩ ､ｩｾｴｬ＾Ｈ 州 ｊ 、調 ＶＱ ＢＱ ＱＳ 昨 ＱＱ ＭＲＰＵ り屯Ｎ訪 ＰＶＨＳ Ｑ Ｔ Ｉ 1688 

軍 661 1" 的 di 次 以 3 l i l  6 需 60 } :.  "世，l W6 (499) 0701

⑥ 810 tI，; 岡市中央区大名l 丁目8番33- 703号 l lL話092( 716) 51 10

事 532 1"1"七 k 阪市淀川|ズ1/1，:':;61" " 6昨18}} o'll. l，f; 06 (391)  1438 

内 藤 正 克

株式会社 内 藤 建 築 設 計 事 務 所 代表取締役会長

ぎ 675- 13 ｊｾｉ ｍ｜ 小Ａｦ， ｬｩ 1本町240 小野ピ ル 電話07946 (2)  4  757代

市 675- 13 Ｈｩセ兵 Ｑ ， ｬ ｦｾｾ 小野市久保本町 Ｑ ＰＶＳ 電， ［ＵＰＷＹ ＴＶ Ｈ Ｒ Ｉ 4668 

中 英 雄原

株 式 会 社 自1) 美 設 計 代表取締役

再 ＵＳＰ 大阪 ｲＱ ｩ Ｍｬ ｴ ｬ メボ Ｑ ム ｾＧ ｲ Ｓ 併 Ｒ Ｑ ｾ［Ｍ ' If) ，¥利川町 ピル

ＧＱＱ ， ｜ 吊 ＰＶＨ Ｓ Ｑ Ｒ Ｉ ＳＵＸＷＨｾ

持 ;:'65 /吹川 rli 桃 II/ f; 4  1"/ 13 併 / - 8 0 8  

長 孝行;畢

日本住宅パ干 Jレ工業協同組合大阪支所 支所長

⑮ ＵＵＳ 大阪市計 ｉｾ ｽ Ｚ，ｾ＠ Il . 大|制 2 r 日3 番 l -¥} ilt 話06(462) 1600 

帯 598 1" 1七 太 阪I(.f ｊｲｾ＠ f/ .. : ' f  Il i W' f f i20-52 電 ，¥f;0724 (63)  1260  

西 村 昭

大 鉄 工 業 株 式 会 社 代 表 取 締 役 社 長

帯 S32 J..:..阪 di 叫 /11 1>(' ，;，;，，;( 4  1"1 1  ，/ 昨制り

i 'll，f占06 (394 ) 128 1  

帯 663 1" 1' ;:; ， jllj' ，;';r1i  1' ，'1 '  ＨＭＱｾＱＱ＠ 1"1 16- 27- 202 

屯，¥吊0798 (41 ) 3082

時
l

 

i

 

---，， 
{
寸男

大 阪 袋 飾 株 式 会 社 代表取締役

軍 : ' 50 }， Il .i di 州|メ山町JIo' /¥I I "l 11 3!fi 24} } '，[l，l，fi  06( 4' 14)  141口

市日6:' 11 '七 Ａￎ ｾ ｉ ， ｈ ｴＧ ， Ｇ ＮＮＧｩＩ 鉱 山社側 同 信 ｉ ｏｾ［Ｎ＠ '，G: ，問。797 ( i 2) 604 :， 

野 村 英文

林 唯 夫

1990年元旦 ( 50音順)

株 式会社 昭 和 設 計 代表取締役副社長

需 550 大荷山 li /llil>( *片岡1 1 1"1 15 詐 7 ｾ［Ｍ 1叫 ノ焔 ピル

m，¥fi06 (532)  3421  

補 565 1" 1七 ー11九II l di ，'hl Jfi 3  1"1-141ー 11 市，¥，f;Q6(872)  3608 

原 精

堀 亀 久 治

コ ー ナ ン 建 設 株 式 会 社 代 表 取 締 役

軍 532 大阪市淀川区| 一本町2 T F l 4Ifi 28} ;

正直.l，! ;06 (308)  1551)，代

帯 662 (l'-E  '  i丙下f 市名次回T l 2l fi 9 乃 ｾＱＱ ， ｉｗＷＹＸＨＷＲＩ＠ 1504 

伴 日百 秀

三 機 工 業 株 式 会 社 常 務 取 締 役

⑮ 54 1 大阪市中央区北浜 2 丁目 2 j書21-¥";' 'O!tJ-[ ; 06( 202 )3071 

⑮ 664 自宅 ・伊丹市北本町 l 丁目 110併 l 号

伊丹パ- 7 ホ ー ム ズ 2 - 406  ¥1t. l f; 0727( 75) 3095 

堀 史 良R

株式会社西原衛生工業所大阪応代長取締役社長

⑮ 531 大阪市北区 中i I l 6 丁目 8 帯 4 号 電J 占 06 (458) 3628

号563 1'1・主 池日 Irli 石惜 3 ー 11ー 14 '; !l，IW7 2 7 (61) 8652 

福 薫

内

第一工業株式会社大阪支出 専務取締役支庖長

帯 530 大阪市北灰丙天満3 r n 61i'f 1H}  ｭ ， ｉｾＰＶ Ｈ ＳＶＴ Ｉ ＶＶＶ Ｑ 代

軍 573 ｉￌ 宅 ー 大阪府枚 ｽｪ ｲＨＱ ｾＱ 円丘町 Ｑ Ｒ Ｍ Ｑ Ｘ o'!l，I W720(41 ) 5396 

前 田 平 一 郎

ゼ 平 ラ ル 事 務 機 株 式 会 社 社 長

帯 550 大阪 r1T/llj 1'<: of<IJ本側 131"1 12舵 7}} i;i'; I1i1i )1 ピル

lll.! 占06( 44 1) Ｑ ＴＶＲＨｾ＠

号 ｾ Ｉ ＵＶＰ 1' 1主主止 '1 ' r1i ｉ ＧＮｾｦ 点 Ｑ ("11 16- 21  l J! ，¥，r; 06(849)  5764  

目IJ 敏田 男

氷

株 式会社 建 設 技 術 セ ンタ一 代表取締役

事 532 kWl di 泌 川以 内 '1' 品 5 1"1 17  ｉ 昨 Ｑ Ｗ Ｍ ＶＰＲｾ［Ｍ

'o'J!，¥占06( 304) ＱＱ Ｇ Ｑ Ｘ Ｈ ｾ＠ F AX06( 304 )0935 

串 542 1"1 '記 大阪市 中央区南船場 4 丁目 7 - 3  

Hi:話06(243 ) 3736 ' (252) 8626 

藤 木 銭

財団法人 日 本 建 築 総 合 試 験 所 理 事 長

布 565 -t:川1I.7. : l lIlI i雌I ' J fi 5 - R ー 1

'，' 1!，!，f，06(872)  0391  

串 53 1 大淀分室 ー大阪市北区長柄西 2 - 1  - 18  

旬 以06( 351) 7217  

雪 592 M/i 分室 i;lNdi iJ正午イ i i l!町内， 2 ー 1- 34  

3官，!/，0722(何44叫) 39引12

守雪雪 6引12 以Zメ4剖都3乃企分〉て寝ヰ干-; . J ;¥ 間怖S，市1打;(伏K 兄 1，(ズ山OJド'

J屯屯，t ，r;町075( 622) 07 13

. 冊鴨 675- 01  b加日 I円'，-什1川/1 ｾｽＧＮ可 ｩｾ Ｇ Ｏ刷 ｾｉ川 ＱＱ ，Ｇ片ｩｊ川川 ｬ川 ｉ ｲｬｩ ＾ 円附ＧＩＧ引 ＱＱＱ ，付 ｦ 例 fl約1"(' 足1' ;- 却矧11 ド1311 - 3  

';'1!，! ，r，0794 (35)  58 11 

松 '恒 彦田

株式会社 A R T建築設計事務所 代表取締役所長

情 530 大阪市北区点天満 2 11 1 3 ー 10 ト ノ7 7-. 天満ピル

m，lii06(357)  5351代

百 546 大阪市東住 吉Ii{ J!Ij 今川 2 r  8  - 7  ¥1l.l M6( 702)  6738 

松 原 満 佐 子

有 限 会 社 柳 々 堂 代表取締役

需 ＵＵＰ 大阪市 ＱＱｾ Ｑ ￯ｻＩ［，町制 ｬ ー Ｑ ＲＭ 3  m，lfi06(4'13)  0167- 8  

F AX 0 6(443) 1826 

H 業所 : ｩｬｾ＠ H!! ピ ル l 附 ;uぷ06(251) 8233

松 本 重 太 郎

野 村 建 設 工 業 株 式 会 社 取 締 役 社 長 株 式会社 務 木 工 務 応 取締役社長 7 ツ 六 株 式 会 社 取締役社長

⑮ 541 大阪市中央区間関備 2 丁目 11!'i 2号 屯話06(226 ) 9502 ｾ ＵＴＰ 大阪市 中 央区Ｇ市銀町 Ｑ - 3  - 9  γ1l.l，f;06(944)  1468代 守 543 大阪市天J う'f lX:Jl q k _E ，'f 1  J  ' 11 5 昨'17} }

1官。!f;06 (774)  2200 
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新年の御挨拶

名誉正会 ｬｾ

松 本 与 作

建 築 家 第一生命保険相互会社 顧問技師

w l 45 自宅東京市i大田区田闘部l布3- 17- 3 '1官 t祈03 (721) 4723

口

口口
哲 夫

財団法人 大阪市建築技係itth会 理事長

村 全石

浪 速 合 板 株 式 会 社 代 表 取 締 役 社 長

畢 556 大阪市浪速区幸町 2 T 目5添3号 電，11;06 (568) 367 1  

⑤ 659 自 宅 芦 屋 市 岩 闘 関T25需15号 包括0797 (34)  0835 

室 山 水谷

室 谷 商 事 株 式 会 社 取締役会長

愚 650 神戸市中央lズ汗; ' ，"111f3 1  i J  7  -6  f'l l J  ; フクトクピル

岳 541 大阪市中央区北浜 4 ー1'- 21 住友生命淀屋備ピ J レ4附 ｾＧｬｬ ｊ ， ｲ［ ＰＷＸ＠ (331)  0881  

地5古06( 208) 8144 岳 650 臼宅 神戸市 t ド央区山本通 4 f FI1 7ー 17

寄 560 自 宅 盟 中 rli l-. n 東卜 10- 45- 205 電話06 (848) 9067 ｾＱＡ， Ｑ ，Ｇ［ ＰＷ ＸＨＲＲ リ ＵＰＵＰ

谷
由

I l !. '、 義

株式会社 三 谷 設 計 代表取締役

帯 694 ，1目MJ l 山太 11101; 久 f' 四I 波11! 11!j 777の l

'll!. I，r; 08548 (2)  8121代

市 694 自宅 ・仏側県大田市久手町波似西65ー l

'11.l.!，f; 08548 (5) 8320 

輪 泰 司

株 式 会 社 地減計画 ・建築研究所代表取締役会長

吾 Ｖ ∞京都市下京区 ｬ 四条通話合西人ル立光凶 ｾｔＸＲ 帯地

大 和 銀 行 Jjf /if Sピル 市，1，'; 075 (221)  5132代

愚 540 大阪市中央区石町 l 丁目 l 帯 1号天満崎千代田ピ Jレ2号館

電 話06(942) 5732 

⑥ 105 束京都港区芝大 1"12丁目 3番 14号 ー松ビノレ l 号 館402

屯 話03(437) 3405 

岳 460 名古屋 市中区丸の内 3 丁目 18排30j } ツポウチピル

電 .ll ; 052 (962)  1224 

薬 袋 公 明

毛 手リ 哲

松 尾 紙 梁 株 式 会 社 取締役社長

再 551 大阪市大 i l二|メ飢町 3 J I  14 詐18} ;

日目，:，' ;06 ( 552)  155 1代表

森

、C I

1=子巴

三和 電 気 土 木 工 事株 式 会 社 取 締 役社長

骨 530 大阪市 北区市議開TIT 目4番 19-r;- 司W; 06( 361) 6451f' t  

愚 596 自宅 ・大阪府 J.f!;ft 1Iflili 別所町2 J i 二13詐5 け

m ，I，¥0724 (22)  7710  

八 木 喜 美 蔵

Y  AGI SO BR1CKS 

株 式 会 社 日 建 設 計 取締役社長 八 木 惣 株 式 会 社 代表取締役社長

w593 J!! I 市 津 久 野 町 3 丁 28 番 10 号 m ，!t. 0722  (62)  3838代

1990年元旦 (50音順)

山 内 '恒 男

株式会社 石 本 建 築 事 務 所 大阪支所長

串 542 大 阪 支 所 大 阪 市 中央区品之内 卜20- 19 白木ピル

泡，1占06(25 1) 7507

胃 102 1支社 東京 都千代川 lズJLI宮市i 4- 6・12 泡.!，f;03(262) 7161  

ヰ ｌ 中 山ｾ .  :}' ll li ht  .  )し州 fl iJf- i  .  ｴ 前 ｾＡ王

山

E 邑

員 士本

草 月 陽 電 気 株 式 会 社 代表取締役

唖 530 大阪市北区中之品3 1'1' 12需4号 i1.l，lf; 06(385)  1361  代

明J rI ピルテr イング11' 1

伊 565 J ' i セ ー11).:11101';雌1' 1f'， 4 J i  123需 8 ｾ［Ｎ＠

T在，1占06 (871 )  0851  

手口 田 国
県

株式会社 東 和 組 代表取締役

w530 大阪市北区西天 満 4 了目 5 需14号 電 話06(363) 4051  

愚 659 自 宅 芦 屋 市 公 光 開T 3 番 8 号 電話0797 (22)  3282 

手口 中 勝

株 式 会 社 平日 中 商 庖 相 談役

串 531 大阪市北区型 的 5 丁 目 8 帯 11号屯，1，r;o6(37 1) 0731- 5

串 150 東 京 都 渋 谷 区 似 丘 町 11 - 5  m .!，f; 03 (464 )9723 

愚 453 名古屋市 中村区 前金通 3 Ji d  341ft )也

J也! 吊052 (481) 7338

串 659 1' 1宅 ー戸屋市楠町 16ー 18 戸以フラ ，'， 201  

t喧，1，'; 0797 (31)  7950 

渡辺
古

東 洋ンヤ y ター 株 式 会 社 相 談 役

⑮ 540 大阪市中央区常盤町1- 3-8 日本生命谷町ヒソレ

電 話06(943) 65711t  

⑤ 541 大阪市中央区間施僑4丁目 6帯2号 電 話06 (203)  2361  w593 自 宅 砂 市 津 久 野 町3丁28番10号 11W; 0722 (62)  0722 ｷＵＶＰ 内 宅 ・ ｾ中市緑丘 Ｓ 丁目 ＲＱＱ 書 Ｘ 号屯ぷ ＰＶ (856)  0988 

水 義 雄間

株 式 会 社 水 間 組 代 表 取 締 役 社 長

串 ＵＳＴ 大阪 市 町 Ｑ 向 ｬ ズ Ｊｮｕｉｾｔ 1  J i l  1 許 4 }} 

11.l，l f;06(352)  3121  代

岳 538 1' 1宅 大 阪 市鶴見区今津南4- 10- 15 電 話06(961 ) 0785 

「 晶 『

邑 後

ご生

J ロ

八 十 島 健

株式会社 竹 中 工 務 応 特別顧問

⑮ 54 1 大 阪 市中央区本I 1 f f 4 丁目 i ー 13 電 話06 (252)  120l  

w663 自宅 西宮市 If I チ図二番町5 - 3 0 包括0798 (41) 0598

矢 車 生野

株式会社 コラムデザインセンター

-.、 代表取締役

株 式 会 社 大 阪 パ ー ス ア カ ア ミ ー 中 央 電 気 工 業 株 式 会 社 取 締 役社長

吾 542 大阪市中央区南船場4- 13ー15 コラムピル

1l. W ;06 (245) 4631  

岳 546 i' 1''E '  k 阪市東住吉区山収5ー 19- 24ー704 ⑮ 530 大阪市北区太融守町 3 番24号 泣 話06(312 ) 8881代表

m ，I，r;06 (607)  7571 

渡部 慶

大阪事務所

株式会社松田平田坂本設計事務所取締役所長

骨 530 大 阪 市 北 1><' ｾｾＺ＠ ｋｾ＠ 2  - 2  - 25 m ，ll ;06 (344 ) 782 1  

唇 530 1' 1宅 大阪市北I>!: 'I .'之 島 5 - 3 - 9 2

ルイン ヘト レ中之島622} ;- m ，II; 06 (448) 5645 

事 務 局 同

社 団 法 人 日 本 建 築 協 会
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消えゆく建築学科

国 立 大 学 が 建 築 学 科 と い う 名 称 、 を す こ し づ っ 放 楽 し つ つ あ る の が 知 ら れ て い る だ ろ う か 。 ひ と こ ろ 数 多

く新 ・増 設 さ れ た 建 築 関 連 学 科 も 大 部 分 は 、 建 築 学 科 で は な く 、 建 設 工 学 科 、 環 境 0 0 学 科 、 社 会 0 0

学 科 等 々 だ っ た 。近 年 の 国 立 大 学 工 学 部 に お け る 学 科 再 編 成 の 波 は 、 建 築 学 科 を よ り 大 き な ( 主 として )

技 術 系 の 複 合 学 科 に l吸 収 し 、 建 築 学 科 と い う 総 合 的 に 独 立 し た 単 位 が 徐 々 に 消 滅 し か け て い る 。 学 問 が

学 際 的 に 展 開 す る の は む し ろ 重 要 な こ と で あ る し 、 技 術 領 域 の 枠 組 が と り 払 わ れ る の も 時 代 の 必 然 で あ

ろう 。 建 築 学 も そ の例 外 で は な い 。 人 間 環 境 の 整 備 や 社 会 開 発 が 現 代 の 緊 急 課 題 で あ る こ と は 言 を ま た

ない 。 も と も と 土 木 技 術 と 建 築 技 術 の あ る 極 の 同一 性 も 否 定 し え な い 。 し か し ま た 、 も し こ の 複 合的再

編 成 が 、 建 築 と は 何 か と い う反省なしに、 偶 然 的 ・ 便宜 的 に 行 わ れ た と し た ら ど う で あ ろ う か 。 建 築 と

い う 主 体 の 確 認 ( ア イ デ ン テ ィ フ ィ ケ ー シ ョ ン ) を 忘 れ て は な ら な い だ ろ う 。

そ れ と も こ れ は 、 建 築 と い う 名 の 消 え ゆ く の を 惜 し む 単 な る 懐 古 趣 味 、 セ ン チ メ ン タ リ ズ ム に す ぎ な い

の だ ろ う か 。 建 物 な ら さ る 「建 築 」 と い う 言 葉 に は 特別 の 意 味 が 能 っている 。 ( M . M)

咲くやこの花館

1990年 。 時 は 今。 今 年 4 月に 、大 阪 市 の 鶴 見 緑地 で、「国際花と緑の博覧会」が開 催 される 。 1970年 の 日

本 万 間 以 来、 20年 振 り に 聞 か れ る 大 阪 で の 国 際 問 で 、 ア ジ ア て がJ め て の 国 際 図 芸 博 覧 会 で あ る 。 こ の 国

際 園 芸 博 を 契 機 と し な が ら 、 大 阪 市 で は 、 |市t! i 1]100周 年 記 念 事 業 の一 環として、また 、 花の 万 博 で の 市 の

出展ノ ぞビ リ オ ン と し て 、 さ ら に 博 覧 会 後 に は 、 花 の 万 11.'1の モ ニ ュ メ ン ト と し て 、 鶴 見 緑 地 に 残 し 、 市 民

の 皆 様 方 に 利 用 していただくために、 i l 咲 く や こ の 花 館 J ( 大 混室 ) を 建 設 し て い る 。

こ の 館 は 、 昭 和 62年 6 月から建設を始め、 H10年 3 月 に す で に 建 築 工 事 は 完 成 し た が 、 併 行 し て 現 在 内部

の 修 最 や 植 栽 工 事 、 花 街li り な ど の 準 備 作業 を 鋭 意 進 め て お り閉幕を待つは、かりとな っ ている 。

こ の 大 温室 「 咲 く や こ の 花 館」 は 、鉄 骨 造 ( 一部 鉄 筋 コ ンク リー 卜造 ) の総カラス張りで、 地 上 2 階 建

( 一部 地 下 1 階 ) 、高 き 約30 m 、建 築 而 積 約4750m' 、 延 床 面 積 約69001げ の 建 築 物 で 、 カ ラ ス の 使 用 枚 数

が 約5000枚 ( 1 枚 平 均 2 m') である 。 この咲くやこの花館は、 小 生償l人 の 夢 で あ る が 、 学 生 の 頃 、某 新

聞 の 記 事 で 読 み 興 味 を 覚 え た 大 11反市の偽見縁地 の 青 写 真 の 中に tii'j かれた、 「世 界 の 森 」 の一 環 と し て の

「大 温 室」 の 20数 年 ぶ り の 具 現 な の で あ る 。 ( s . M )  

私が建築創りに考えること (1) 組織と個人

花 が l咲 き 食 べ ら れ る 実 の な る 樹 が 好 き で 入 手 出 来 る 色 々 な 果 樹 を つ く っている 。 子 供 の 頃 は 、縁 日で小

道 具 も 買 い そ ろ え て 箱 庭 造 り を 楽 し ん で い た 。 戦 中 戦 後 の 食 縦 書!tの 時 代 を 経 て き た の で 、 実 の な る も の

を 求 め た 面 も あ る し 、 子 供 達 に 私 が 思 春 期 を す ご し た 田 舎 の 方 に も 親 し ん で 欲 し い と の 想 も あ っ た 。 だ

か ら 、 四 季 に し た が い 、 花 が 咲 き 、実 を つ け て い る 樹 々 を 見 れ ば 、 興 味 も 持 ち 時 々 は 手 伝 い も す る だ ろ

う と 期 待 し て い た 。 今 、子 供 達 は 成 人 し て 夫 々 に 忙 しい 。 し か し 、 以 自 身 も 自 発 的 に は じ め た の は 、 34

- 3 5歳 位 か 、 ア メ リカ の 事 務 所 に ス タ ー 卜 す る 前 の 思 い 出 に ミ カ ン を 植 え た の が 始 ま り だ っ た 。 ミカン

の 白 い 花 や そ の 香 り 、 熟 れ た 黄 色 い 実 が た わ わ に な る の は 、 と て も 盟 か な 感 じ が す る と 母 が 喜 ん で く れ

て い た 。 果樹 作 り の 基 本 は 、土 地 に あ っ た も の が 楽 、 よ く 耕 し て 完 植 を や り 、 支 柱 を 立 て ・ 倒 れ る の を

ｬ 坊ぐ 。 活着後は、太陽の ｪ 怒みを 受け 風雨を過し て 樹が充分に 育つよう算定を注ｾｾ深くする。豊 かな土壌に

良 い 苗 木 を 育 て る こ と は 、 私 達 の 職 業 に も 当 て は ま る こ と と 思 う 。

土 壌即 ち組 織 、 苗 木 即 ち個 人 、 こ の 両 方 を 育 て あ げ ね ば 良 い 果 実 即 ち 立 派 な 建 築 を 末 広 が りに、 又 、 末永

くつく って い け な い よ う に 思 っ ている 。 11免秋 か ら 、 ほ こ ろ び 始 め た 枇仰 の 白 い 花 、 澄 み き っ た 空 気 の な

か に 、 そ の か お りがすがすがしし、 。 ( M .  T )  

お 座 敷 野 球

昨 夏 め 夜 、 大 阪 事 務 所 協 会 第 6 支 部 の お 世 話 で 東 京 ド ー ム 球 場 を 見学した。 17年 前 当 時 世 界 で 唯 一 の 屋

内 球 場 で あ った ア ス ト ロ ド ー ム を 見 た 時 と は か な り 違 った 印 象 で あ った。 9 月末のヒ ューストンは、酷暑

で 冷 房 さ れ た 建 物 や 車 か ら 外 に 出 る と 眼 鏡 が ー 11舜にしてくも っ た。 ヒ ュ ー ス ト ン は 油 田 地 帯 を 控 え て い

るせいか、マイカー中心で球場周囲は広大な駐卓上品 で大ド ー ム と い え ど も 荒 野 の 中 に ぽ つ ん と 建 っ て い る

と い う 風 情 で あ っ た 。 エ ア ー ド ー ム と 違 い 外気 に 開 放 さ れ た 部 分 も 相 当 あ る に か か わ ら ず 、 強 烈 に 冷 房

さ れ て お り 畳 間 の パ ス 数 台 分 の 見 物 客 は 寒 く て 困 っ た も の だ っ た。 当H寺 雨 も り も 新聞 だ ね に な っており、

かえ って お お ら か な 印 象 が 残 っ た 。 今 度 の 見 学 で は ゲ ー ム を み る こ と が出 来 た が 「野 外 ス ポ ー ツ が お 座

敷 野 球 に な った」 と い う 気 が し て な ら な か っ た。 風 雨 、 寒 着 、 日 射 、 グ ラ ン ド の 硬 軟 、 凹 凸 も 関 係 な い

理 想 の 条 件 で あ る 。 長 〈 描 い て い た 夢 が 実 現 し た に し て は 満 足 度 か'f s; か っ た。 ゲ ー ム を 鱗 成 す る 要 素 の

うち、自然条件を F I X してしま った こ と に 一 因 が あ る と 自 答 し て い る 。 自 然 も ゲ ー ム を ド ラ マ テ ィ ッ ク

に す る 重 要 な 要 素 で あ る 。 開 閉 式 ド ー ム は 、 こ の 意 味 で も 究 艇 の も の で あ ろ う 。 ( M. K )
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東陶機器株式会社

力夕口クグ.ご希望の方は、 〒530 大阪市北区曽根崎2- 3- 7 梅新第一生命

ピル東館東陶機器側大阪支社までごZ請青求〈ださホLい、V。
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魅力ある空間の創造と演出。

街は多くの人々が集まる、大きな空間ですL

そこには、 高 度化、多様化を極める

現代の建築様式が溢れています二

山 本金 属 は、創業 以来 6 0余 年

盟 富な経験と最新の技術を生かして

2 1世紀の街づくりに 目を向け

様 々な建 築 様 式にマッチする空聞を

創 造 ・演 出しまt

ヤマキンは、常に技術革新の手を緩めず

メタルワークのトップを目指しますh

hロ 慢性貯得票F台所。

v a  iiziii 五百五izi j山 部
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特 集

商品化住宅のデザイン

総 論

商品化住宅のデザインと地域の町づくり

大野勝彦

翁 文

前i品としての工業化住宅

積水ハウス・河村友文

商品化住宅のデザイン

三井ホーム・井上潔

釆I1J III のデザイン開発

ダイハツ工業・柳原良樹

エ ッセー

限りなく家に近い自動車

北; 甫かほる

レポート

術品化住宅の街並み

オヒ浦力、 lまる

アンケート

商品化住宅の限界

内弁昭蔵

i肉質の欲望をそそる器

貴志雅樹

商品化住宅のイメージ

塚口明洋

プロダクトデザインの確立

北村隆夫

資 料

商品化住宅の歴史

石倉健彦

過去・現在の代表的商品化住宅のプラン

京都工芸織維大学加議研究室

生産の合理化、標準化などを目的として生まれたハウスメーカーの戸建

住宅は、様々な批判をあびながらもシェアーを Jι 大し 、今や一大7 ーケ ソ

トを 村長成するに至 って います。

これらの住宅は 、いわゆる「建築」の分断からは傍系としてみられてき

ましたが、むしろそれを逆手にと って 、土11や家屯製品と同じように、 il 'i'/I/

生活のイメージを納えつけることで 「商1fh としての位: 毛」なる旬l域を成立;

させてきました 。

しかも 最近では、建築家がこの分聖f' に進出することで、ブランド化、デザ

インの質の向上、さらにはよj1体だけではなく ihづく りへの参加など 、 多燥

な展|測もみられます。 そこで今厄I r商品化住毛のデザイン性」をテー 7 に

取り 上 げ、デザインプロセスやデザインの変遜などについて燃理し、今後

の動防! なとについてさぐ ってみました 。 ( }JII 総 力)

本特集企画 インテリア・住宅計画分科会

/111 織力、北 ｩｬｬ￬ かはる、イ ｩＨ ＱＧ蝕 Ｑ 主 Ｎ ーノ ｩ 納品雄、 大 ＩＪＱ 圭 ｦ 、神谷 ｬ 時 Ｑｉ 、 ｾｴ 山作リ、単 ｪ 川刊リ ｪ 、

組 ｉｉｊｉｾ 手彦 、 ｭ 池秀夫
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総 論

商品化住宅のデザマンと地域の町づくり

大 野勝彦

プレハフ'住宅から商品化住宅へ

戦後の焼け跡の中から都市部を中心に バラ ックが雨後のタケ

ノコのように大量に建ちはじめる。

そんなころ前川国雄と MI DOによる先鋭的な 「プレモス 」など

もかなりの数が生産、建設された 。 また復興住宅の展示会が日

比谷公園で行なわれたり、工場に残された材料や技術を使って、

「クランケ ンC 型」などプレハフ。住宅の開発の試みなども各地

各社で行なわれたようである 。

昭和26年になると世の中もいくらかおちつきはじめ、金融公

庫の制度がスタートする ことになる 。 6 坪住宅とか 12坪住宅な

どとい って平面図集がつくられ、ダイ ニング ・キッチンやリビ

ングとい った洋風の生活様式の導入がこころみられることにな

った。

かつて、地域毎に伝統性をふまえた地場生産シス テムとして

つくられてきた日本の木造住宅の新たなスタートであ った。

特に貸家と 長屋が主体であ った大都市では大量の流入者のた

めに郊外住宅の持家としての戸建住宅と「住宅を買うために金

をかりる り というシステムが全国的な制度としてスタートする

ことにな った。

ほぽ同じころ「モダン ・リビング」誌が創刊され、洋風の生

活様式やキ ッチンのスタイルなどの紹介がされはじめる 。 また

池辺陽の最小限住宅など建築家による住宅のスタイルとデザイ

ンの試みが住い手向けのメディアに広くのせ られるようにな っ

60  酬 と社会/ 1蜘 年 l 月号

ていた 。

30年代に入ると都市郊外のスプ ロール化は、 さらにすすみは

じめ材料不足や大工不足によるコストア ップも問題にな りはじ

めた。そんなころ鉄骨系・木造系 ・コンクリート系の「プレハ

フ'住宅」の開発が行われ販売されはじめた 。 当初は平屋で現場

小屋風のシンプルなものであ ったが、部品や構造の開発により、

しだいにシステムとしての完成度を高めてい った。

「プレハフー住宅」から「工業化住宅」とよびかえられるよう

になるころには平面的にはほぼフリープラ ンで対応できるよう

にな ってい った。 日本の経済レベルの向上とともに住い手の要

求も高度化、 多様化しは じめ、とくにテサイ ン面での要求がつ

よまりはじめてい った。アー リーアメリカンとかイギリス風と

か西欧のデザイ ンや要素をとり込むこと 、ま た一方で和風回帰

する方向、またグレード差を大きくつけるなど商品の多品種化

・多デザイン 化が急速にすすんでい った。識者からは、本来の

工業化の理念はどこへい ってしま ったのかとい った批判も込め

て「商品化住宅 」などと呼ばれる事になりはじめた 。

一方の見かたをすれば大手住宅メーカ ーの総合力、開発力、

販売カは大きなカをつけはじめ、ハードだけでなくソフト面で

の工業化 を実現し つつある こと を示していることになる 。かつ

て工務庖住宅や設計者住宅、そして海外の住宅のまねをしてき

た工業化住宅が今や逆にデザイン面でも先頭にた ってひ っぱっ

ていくという現象すらではじめている 。社内にも数多くの設計

者をかかえているが、さらに 外部の有能なる建築家 との共同作



業が急速にふえはじめている 。あるメーカーは構法 ・商品シス

テムを特定し、復数の有名建築家に個人ブランドの設計を依頼

するという例もではじめている 。 また 2 、 3 の都市型住宅メー

カーは、多数の設計事務所を下請方式で組織化し て、個別設

計をこなしていく方式を売りものにしはじめている 。

戸建住宅の分野だけでなく木賃アパートの分野でもプレハブ

アパートのシェアは確実にのびてきており、更に 3 、 4 階建の

低層マンショ ンの商品化が急速にすすみはじめている 。

住 宅 メ ー カ ー の 社 会 的 役 割

また団地開発や建売住宅の分野では「町づくり設計」の試み

も行われはじめ、大手ゼネコ ンを下請に使うメーカーも出現し

ている 。つまり大手住宅メーカーのパワーは住宅ゼネコ ンとし

て大手セ・ネコ ンにならびはじめ、それだけに社会的役割も問わ

れる時代をむかえはじめているといえよう 。

全国ネ ッ トの版売力、生産力、商品開発カがマスメディアと

一体とな ってデザインや生活イメ ー ジをユーザーに確実にうえ

つけはじめたのである 。当然の事ながら単体としての「住宅」

を商品化し てきた結果、 一方でいくつかの社会的問題が発生し

はじめている 。一つには町並みの一体性、地域社会の風景など

を混乱させはじめたことである 。地域の伝統や風土、そして生

活様式の独自性といった居住文化のつみかさねを乱したりしな

がら、都市から田園地帯ま で近似した風景を、またはチグハグ

な風景をも商品化してしまう恐れすら出はじめているのである 。

住宅だけを商品として切り出してしまった結果、外構、集会

場、 小 さな公共施設など町づくりの道具などは「地元まかせ」

ないしは「あなたまかせ」になりがちであり、更に住居と 町並

みとのアンバラ ンスさを増幅させていくことになってしま って

いる 。 とくに大都市圏の住宅の建て替えでは、近隣問題や町並

みの乱れなどの問題が多発しており 、新たなデザイ ン手法の開

発がもとめられている。さらに 町づくり施設 ・庖舗 ・公園づく

りなどの手法を合わせた 「住宅販売」から「町づくり事業」へ

の展開が要請されていくものと思われる 。

地 域 の ま ち づ く り と の 関 係

第 2 の問題は、地域の木造住宅供給をにな ってきた職人達の

町場生産組織 ( 設計者を含む ) と、どういった形で 「すみ分け

る」か、 「協同していくか」の問題がうかびあがってくる点で

ある 。

地域独自 の住宅づくり、 町づくりと継続的なメ ンテナンスの

ためには 地域に 住みついた職人ネ ッ トワークと住宅ネ ッ トワー

クの編成が不可欠であり、相E に総体としてどうなじましてい

くのかが地域社会の形成、ハウジングコミュ ニテ ィの形成にと

って大切な事だからである 。 自治体を中心とした「地域住宅計

画 ( ホープ計画) J の各地での活動はそのき っかけとなるもの

と思われ、今後の成果が期待されるが、今のところ両者がいい

形で連同した事例は少ないことも事実である 。この両者のせめ

ぎ合いは「大手スーパ一対地元小売庖」と同様な問題を含んで‘

おり、地域の総合的計画の視点の中で判断されるべきものと思

われるが、今や大企業に育ちあがったメーカーサイドに社会的

役割として正しく認識してもらわねば¥問題はさらに深刻さを

増すことになりかねないのである 。

一時、めちゃめちゃとも思われた各メーカーのデザイン競争

も、住宅のグレードア ップとともに、いくぶん落ちつきをとり

もどし、ここ l 、2 年のデザインは本格派、都市型、町並型の

試みの方向へいくぶんシフトしはじめてきているものと思って

いる 。ユーザーの認識がいく ぶんでも周辺環境とのなじみを考

えはじめるようになってきた原因は新築住宅主流の時代から、

「建て替え住宅」 中心へと変化してきたか らだと思われる 。

大手住宅メーカーにのぞみたい事は地域の、町の、そして町

並みの独自性に寄与しうる「町づくり型住宅」のデザインシス

テム、そして新しい供給システムの開発に全力をあげてもらい

たいことである 。

また、戸建、アノ f ート住宅中心から、その ノウハウを生かしな

がら集合住宅の設計 ・生産 システムの開発にとりくみ，総合的

な「ハヴジング ・メーカー」として「総合的な地域の町づくり

事業の展開」をきめこまかく進めていく体制づくりに取り組ん

でほしいものだと望んで、いる 。

( おお の かっυ こ/ 大野建築アトリ エ所長 )
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商 品 化 住 宅 と 乗 用 車 の デ ザ イ ン プ ロ セ ス の 比 較

商品としての工業化住宅

積水ハウス商品化住宅の考え方& 企画・開発から 建 築までのプロセス

河村友文

現在では 「住宅は購入する物」という感覚が一般化 してきている

が、本来それは住まい手自身が主体的に参加して「っくり出す物」

であ った。各地の総合住宅展示場に行けば、各社競い合った外観や

内装の住宅が商品として建ち並び、顧客はその中から自分の気に入

ったものを彼し求めるという、自動車や家電製品を購入する時の商

品セレクトと同じ行為を行っている様に思える 。

しかし、住宅は一般耐久消費財と異なり、展示場で見た住宅をそ

のまま購入するというものではなく、顧客の注文によって一棟・ 一

棟設計され、 建築して初めて顧客に 引き渡 されるものである。

また顧客の注文も、「生活する器をつ くる= 生活を創造する 」とい

う観点から、生活行為やテイストにかかわる噌好性、 地域性、住環

境の問題等、 多々の要求が含まれている。

ここに、 一般耐久消費財と異なる消費行動が生まれ、住宅が社会

のニーズを反映した「商品」として認識されるようになった現在で

も、工業生産手法から生まれた商品なのか、特殊解としての個別対

応商品なのか論議の分かれる ところである 。

成熟化した「商品化住宅」への道程

深刻化する都市勤労者の住宅絶対量の不足と、都市不燃化の要請

および諸工業の新しい需要開拓の要求とを背景に、 1960年に積水ハ

ウスが初めて工業化住宅を登場させて以来、デザインという観点か

ら見ると下記の段階を経て今日に至 っている。

①生産手段が売り物にな っていた工業化住宅模索期

プレフアプリケーションといった生産手段が、良質で安価な住宅

を大量に供給する先端技術として共感

「 工瑚a町 … {

2僧副渇. . . . .砲

. 大工ノエI!I J I i への峰策依鯛 i  

し ｦ 竺哩竺竺ｾＢ恒 一一一一 ｪ

工鑓化住宅におゆる

フリープラン/ 自由I i l tの淘加

・各個人l dO81の剣I t

. 側Sj I J &Uと. 工. 化館晶の鮒

別ア ヲセ J プリー

62 峰寮 と社会/ 1990' 1' 1川

を得たが、スタイル面に於ても、プラ

ン面に於ても、新しきの故に従来の木

造住宅とのズレが大きく、「仮設小屋」

「プレハブ= 安普請 ・画一的」といっ

たマイナスイメ ージ が大きく、産業基

盤を築〈上での、販売棟数を確保でき

なか った。

この段階で積水ハウスは 、今日の基

本とな っている r 1  m モジュール J r 自

Ｎ ｉｭ ＭｴＭ ジ 墨 田 ルと ｕＮ ｦ ｴＢｾｉｈＮ Ｑｉｬ した、 ｲｬｬ ｬｊ
H スイハウス

ｾｬｴｬｪ ｊｬ［＠
1< 1悶

. モジュール/ 1 楼の撤底による工農化のlitill

- 腿絡' I ! 住宅活性化に伴 う、縦格型商品の場人

・ は ｾｲＦ イメ ＭＧＩ ，＿生活鎚縦毎回自足した制輸

相伎をのdb' 1の民111

.  ( イメ- ) 胤怖箆 7' ) ープラ" による鰯品

セキスイ ハウス 化住宅と 工 寮化 飢品 館 別対応 ｾ 共存

" 3則 ・ ｾ，十 ［ＮＮ［ ミテムと ｉｂ ｍ ア ッ セ ｊ プＮＩ｟ Ｎ ...ステ

ムの機質/ 強化

②在来住宅を模し、更に越えよ うとし た自由設計期

模索期の反省から工業化住宅は、外観や内装とい った目に見える

部分に在来住宅のもつ「なじみ」の要素を導入し、スタイル (屋根

形状 ・勾配) および、プラン (矩形から接続棟/ 凹凸の附加) の開

発が活発となった。これらスタイル ・プランの変化は、「自由設計 ・

高級化」の言葉のもとに、在来住宅との競合力をつけ、高度経済成

長期の新しい主役「住宅産業」として期待通りの成長を遂げた。

③規格型& 企画型/ ノマ ッケージプラン導入期 (商品化住宅初期)

1973年末のオイルシ ョックは住宅業界にも大きな打撃を与え、 74

年の新設住宅着工数は一気に 60万戸近くもダウンし、これを境に住

宅産業も低成長時代を迎えた。そのため、市場競争が激化 し、住宅

メーカーにとっては、自社商品を他社商品や在来木造住宅とどう差

別化 していくかが、生き残りの重要課題となった。

商品としての独自性 ・差別性を前面に出し、 付加価値のアピール

をするためには、商品の性格付けを強くし、一目見ただけでその商

品イメージが消費者の頭に焼き付 くようにしなければならない。 そ

のため、独創的なコンセプトを表現したプラン・スタイルに限定し、

それを演出する様々なオリ ジナルテ恭ザイン商品群を搭載する「規格

型 ・企画型住宅」が登場した。

④本格的「商品化住宅」の登場

1980年代に入ると、各社とも「企画型商品化住宅」方式をとる様

になり、在来住宅= 高級 ・自在、プレハブ住宅= 中級 ・商一的とい

った通念を打ち破り、あか抜けた外観 ・内装・各種設備や、そこか

ら連想する新しい生活のイメージの氾滋となり、中小工務庖や大工

等がデザインやプラ ンの研究に、施主とともに展示場へ来場する風

景が随所に見られるようにな った。

又、量的な拡大は、コーディネイ卜するための様々な部材群のオ

リジナル開発を推し進め、住宅 ・住宅部材群のイメージ リーダーは、

それまでの、建材・内装材 ・設備等のメ ーカーから工業化住宅メー

カーに移行した。

現在まで続< r商品化住宅時代」は、 日本の住宅レベル向上に貢

献しながらも、数々の問題点を抱え、今また新しい時代に移行しよ

うとしてい る。

商品化住宅= グッドデザイン& グッドクオリティ

「とにかく家が持てればいい」という状態から、「よりよい質の高

い暮らしを楽しむことができる住まいを求める」という、住宅の量

から質への転換に際して、工業化住宅は「商品化住宅」でその第一

段階に応える ことができた。

しかし、現在の住宅を取り巻〈情況は、 地価の高騰、物価の上昇、

職人の減少等の社会変化や、建替え需要の増加 (一戸当り床面積の



増大) 、住宅への高いクオリティの要求増大等のユーザー要求の変化

があり、これまでの「良い住宅とは? J  r良 い デ ザ イ ン と は ? J とい

う概念では、f J . Eえられなくなっているのが実情である。

住宅に関する事情に変化が生じると同時に、国民の生活水準向上

に伴う周辺機器のデザイン ・クオリテ ィア ップと、住宅供給サイド /

顧客の消費行動の両面から大きな変化が現われている現在、 『住 空 間 =

インテリア+ エクステリアのGood Design &  Good Quali ty J こそ

重要な課題だと思える。

そこで、積水ノ、ウスでは ①個別条件対応のための「トータルク

オリテイ」 ②社会性重視のための「ハイスタンダード 」 ③ 住 空

間クオリティア ップのための「生活提案システム」の 3 点を、グ ッ

ドデザイ ンの重要課題だとしている。

①個別条件対応の「トータルクオリテイ」

現在当社では、一棟を完成きせるための材料は、平均10万点前後

と言われている。そのうち、約50% を工場から、残り 50%を現場で

調達している。工場出荷材は、鉄骨部材 ・外 装 部 材 ・関口部材 ・内

装下地材および品質や性能を保証する主要部材にとどま っている。

現場調達材は、内装仕上材 ・設備機器・装備品等、生活向上やイメ

ー ジを形成する顧客の意思に負うところの部材が、中心になってい

る。

住宅として組合わされた"の

デザイ μ としての空間1伎と.

住芭MMの高機能/術性健のための

パラノスのとれた

トータル クオリティ

エクステリアの貸しさやJ' l さそ、

muaりに応じた

パリエー μ 0/展開が"1能"

デザイ J タ，リテ 4 の

ハイ ・ス タンダード

これら3つの問肱，""そ解説した t でこそ、

S五客織の聾慰する住吉を間への

86，'i1，/郎"のフ 4 ヲティノグと、

街iしいIt "1!: 聞の鎚縦む含めた

ぉ"'IJ へ向げての

生活提案のシステム

工捌品としての住宅がクーッド ・デザインであるかどうか州lわれるべきである.

と、セキスイハウスは、考えています.

当然、工場出荷材は専用部品であるが、現場調達材も、魅力的な

付加価値を得るため のオリジナル品と、当 社 が認定した 市場品を、

積水ノ、ウスデリノ〈リールートを通じて現場に搬入している。

この様に、膨大な部材を組み合わせて、様々な個人/ 家族の要望

と条件に応えうる住宅を提供しているわけであるが、用意されてい

る品種・部材の多い事が多様な要求に応え得る条件ではない。この

部材群を住宅として組合わせた時の、デザイ ンとしての空間の快適

性 と 、 高 機 能/ 高性能の住宅部材とのバランスのとれた「トータル

クオリティ」を生み 出すシステムが必要である。

②社会性重視の「ハイスタンダード」

、西洋や日本の伝統の美しい住まいを現代の日本の街に 。 を目標

に、敷地に合わせ、街並みに調和するコミュニテ ィ の 一 戸 ( 住 宅)

としてのデザインクオリティア ップが必要である。

商品の持つ外観の美しさや良さは、敷地/ 家族構成に合わせた間

取りに対応させても、デザインクオリテ ィがダウンしない ことがポ

イ ントである。 そのため、システム的なデザイ ンの企画と、アソー

トマニュアルによるデザインクオリティの制御とが必要となる。

③住空間クオリティア ップのための「生活提案システム」

在来工法に比して優れた住宅性能を求めるために、実験棟/ 試 作

棟による数々の研究 ・実 験 の成果を商品にフィードパ ックするハー

ドウ ェアの質と性能の追求。そして 、それらハードウェアをベース

に顧客の要望する住空間への部品/ 部材のフィ ッティングと、新し

い住空間の提案も含めたソフ トウェア の開発を「生活提案システム」

として確立すること。

そして、以上 3 点をトータルに運用するためのシステムおよびマ

ニ ュアルが完備された時、工業製品としての商品化 住 宅 がグ ッ ドデ

ザイ ン& グ ッ ドクオリティであるかどうかが問われると考えられて

し、る。

フ ル ラ イ ン ア ッ プ構 想

きて、商品化住宅というと、ともすれば外観デザインのみの論議

に終始しがちであるが、自動車や家電製品が、機能・性能そしてス

タイリングを含めたすべてで商品を表現しているのと同様に、住宅

においても、 『生 活 (暮らし方・住まい方 )J を中心とした、平面計

画、外観計画、内部空間計画、設備計画、性能計画等すべてが トー

タルにプラ ンニ ングされて 初めて商品化住宅と 言える。

この ことは、工業化住宅であ っても在来の注文住宅であっても同

様のことであり、商品化住宅と言われるものが特別の手法を持 って

いるものでもない。

住宅は、本来住まい手自身が主体的に参加して「つくる」物であ

った。ところが現在では 「家を建てる」という言葉が影を潜め、「家

1986年発売 1986特 売 l IIDI l l 年発売 I
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を買う」という言葉が使われることが多くな った様に思うが、この

ことが商品化住宅の性格を端的に物語っているように思 える。

急速な、社会変化 ・生活変化・ 情報過多の中で、住まい手= 顧客

は、求めている生活、求めている住宅 (将来の生活を含めて) の姿

を見失っている。この前提で、住宅メーカーの役割を考えてみると、

顧客の求めている生活、求めている住宅を、潜在的な要求レベルに

まで立ち入 って分析 し、それを具体的に生活が想定できる、家。 と

いう形に表現した「住宅= 商品」を提示することで、顧客の新しい

生活( 住宅) を形成していく「情報発信」をすることであろう。

住宅を建てようとする顧客は、総合展示場で自分の生活観 ・価値

観やイメー ジに合った住宅を 捜し求めることから、 、消費。を始め

る。そのため、十人十色の顧客が満足し納得のいく商品が系統的に

用意されねばな らないという ところか ら、住宅総予算とテイストを

軸とした 多様なモテールを登場させたのが、「フルラインアッフ' 構想」

である。

このフルライ ンアップ構想、から登場する情報発信モデルは、 全国

一率のものではなく、 地域特性、環境特性を踏まえたエリア別ライ

ンアップの構成にな っている。

地域 ・環境 を考え、そこに住まう顧客の生活と、テイス トを中心

にセグメントされた情報発信モデル群すべてをとらえた時、はじめ

て積水ハウス 「商品化住宅」の全体像を見ること ができ る。

フルラインアップ構想

A '  

3. 500- 4.000 

A  

2∞0- 3∞o  

S '  

2.000- 2.400 

B  

1. 600- 1.800 

C '  

1.400- 1. 500 

C  

1.100- 1. 300 

クラス

中心価格帯

商品化住宅の企画・開発プロセス

ステー ジ

サフシ ード&

プロパ ティ

プレステージ

J 、イファミリー

アッJ ぐーミドル

ポジション

ファミリーユース

ミドJ レポジション

ポヒ.ユラJ レ

ファミリー

エコノミー

アイデンティティー

コンサノすティブ l  

|キーワー ド

(オ センティ y クライフ) [

商品化住宅= 積水ハウスでの情報発信モデルは、生活観 ・価値観

の違う、不特定多数の顧客をセグメン トし、具体的な人物像と、そ

の生活シーンを特定するところからデザイニングは始まる。

ここでは、積水ハウスの住宅のデザインプロセスと、そのクオリ

テイコン トロールを説明 (右頁) するとともに、 1987年発表の「木

もれ陽のある家SX
J

(西 日本地域対象商品) のプロセスを 一部紹介す

る。

今回のテ ーマは、右図による . コンセプトの作成・検討 . デ

ザインスタディが中心となるが、商品化住宅企画・開発のプロセス

となると、 社会動向 ・市場調査 ・販売実績分析から、コンセプト ・

デザインスタテーイ、実寸大モデl レを経てコーディネイトのシステム、

部品 ・部材の設定から販売・設計 ・建築のマニュアル、展示場モデ

ルハウスの運営まで、一貫した ビジネスのシステムを企画 ・開発す

ることすべてが重要なポイントとなる。

右図に従ってフローを追ってみると…

①初めに、販売予定地域に於ける「価格帯別( 総額 ・坪単価 ) J 、

「購入者プロフ ィール ・イメージ別」等の自社・金融公庫 ・着工数

実績等を分析し、開発タ ーゲッ トを決定。

②開発商品の狙い ( ターゲッ ト像と、規模 ・目標価格等) の決定

と、フルラインア ップでの、位置付・周辺商品 との差別化要素の検

討。

③生活観 ・テイ ス ト等を独自のマーケテイング手法で、不特定 多

数の顧客をセグメ ン トし、特定クラスターに分解する。次に、セグ

メン ト時抽出し た記号をキーワード化 し、分析することで、開発 コ

ンセプ トを決定する。

その抽出された記号の再生産が、その後のデザインワークとなる。

このあとは、スケ ッチ ・パース ・模型 ・部分笑寸大試作 ・実寸大

一棟試作等を繰り返し、基本設計完了へと進めていく。

おわりに

現在、「商品化住宅時代」と言われ、開発競争は激化しているが、

商品= 規格・企画型ではなく、「商品から発信される情報を具体化す

る、自由設計のシステム」全体が、商品化住宅であると 捕えなけれ

ば、デザイ ンや設計の手法だけにポイントがあると誤 ってし まい が

ちである。

商品化住宅のポイ ン トは、工業化住宅を前提とした、人・行為・

環境等の分析による、マーチャンダイジングから生まれた顧客一人

一人にとって、魅力ある住宅づくりのシステムと、商品化住宅を構

成する魅力的付加価値のある部品・部品群の企画・開発( 本項では、

紙面の都合で触れられなか ったが) の 2 点に集約できると思える。

これからの工業化住宅は、「商品としての住宅」だけでは満足を得

られず、その延長線上に住宅メーカ ー と住まい手( 顧客) との双方

向コミュニケーショ ンを 目指して、設計行為および設計プロセスを

19畔 発 売 1側 発 売 木もれ陽のあるｾ / 1開 発 売 I
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商品とした「設計の商品化 時代」 に入ろう としている。
参考文献 絵村秀一監修「工業化住宅考 J (学芸出版社)

このような流れの中で、工業化 住宅を商品として捉えた 時、他の

工業製品と 同列に 「商品= 物= デザイン 」ではすべ てを論じ られな

いため、新しい概念を持つべきであろう。

太田博信著 「商品としての工業化住宅 J (Design  Ne ws  195)  

. 社会動向 ・市糊調査 ・販売実納分析

- コンセプト の作成 ・検討 ・デザイ ン・スタディ

展 示 場 モ デ ル ・ハ ウスの開設/ 運 営

- ユーザーの家づくりへの怠加。 ， ・好みやm向とは関係のない、

一品生産感覚のパーソナルな要求 :  止むを仰ない敷地条件/ 家肱楠成

に応えた住宅の実現 i  

， 等の要紫により必要とされる側

SIII C インテリ 7 ・3 ーヂ< . ーν. ン システム

試作 棟 に よ る 検討← 模 型 に よ る 検討

( かわむら ともふみ/ 積水ハウス株式会社 技術本部主幹部長・試験研究所長)

これから来められる健室"の研究

生活イメージを篤‘ J環境する宣篤

イ メージに よ ヲ て Ｎ モ デル 住宅 ＢＧｕｾ

キー ・フ，クターの良いイメージ.

4おさc: 金かしてt ‘〈 ためのパリエーシ・ン・"

霊111タザイy ・クe リティを

形緩するためのデザイン冨竃のzt: t

役内スタ ッフ陶げのコーヂィネイト ・

システムと してのインターフ'" イスlIIIt

ユーザー剛ずの 《住宅. ，. 回

のイ ンターヲx イス闘争

品 、

ユーザーの ふC

テ ，イス・システムの除併

各ユーザーの扶況や象併に岡高Eして

アジ，ストメント <. 遁f t I ・・3

実頭発. 制した・II 正フィー ド・パッタ

ラ フ ス ケ ッチ に よ る 検討

す コン セプ ト

a 商品 コンセプ ト/ 人 暮 らし ・文化の創造。

長 〈愛していただける 住まいつ' く

り。

b  開発 コン セプ ト/ 生活テイストの高度化。

多様化する高感度ニーズの対応。

c 設計・デザイ ン/ 現代日本住宅の

今目的アイデンティティを求め

て。

会 商品イメー ジ

* 端正な美しさが香る現代日本住宅シリーズ

ホ和洋の共存と洗練きれた現代感覚イメージ

合 ターゲ y ト像

* 年 齢 40- 50オ * 職 業 中 間 ~高級管理職。

* 指向 ニュー オーソドクン一、高感度 7 ァミリー

会 開発の視点

a  暮 らし方を売る家 (要素空! 日l、要素部品開発)

b .  4 寸一部 2 階切妻・寄様の洗練化

c 外壁吹 き付け仕様のコ ス トダウン化

会 フルラインア y プ上の位置付

J .， 

Ｊｂ クラス Ｏ Ｗ Ｎｾ パーミ ドノレポ ジンョン

本オーセ ンティ y クライフポジンョン

.. 

J o  
( "  

1，;  

重量ー-

i  Z鐘臨

プ ラ ン 展 開 検討
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商 品 化 住 宅 と 乗 用 車 の デ ザ イ ン プ ロ セ ス の 比 較

商品化住宅のデザイン

三井ホームの事例に基づくデザインのプロセスと手法

井上

1 . はじめに

商品化住宅のデザインの手法とは、? ••. ••• 起承転結に 言 うなら、

残念ながら乗用車のデザインのようには 、今だに硲立されていない

と，思える 。

住宅とは、常に 一 品生産的な要因が強〈、さらに多業種との比較

しがたいシステムも多〈、それが起因してか、デサインイt. に関して、

ある意味で遅れているとも 言える 。

では、同じ住宅である注文住宅( 住宅メーカーに依頼しない 、地

元工務庖が施工する 。) との違いに触れてみる 。 ここでも結論から

言 うと、商品化住宅と注文住宅のデザインの手法に大きな差異があ

るとは思えない。

住宅メーカーが商品化しているもの、それは、そのメーカーの提

案であ って、日々の販売に際しては 、ある顧客が存在し 、その条件

の元に 、その提案が様々に変化 し、完成されるものであり、又、施

工にあ っても注文住宅と問様の技能や 、システムが基本とな ってい

る部位が大半である 。 このように商品化住宅も結果として注文住宅
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ここで、もし、注文住宅との差異を上げるとしたら、それは、デ

ザインの手法ではなく、それに至る過程( ステ ップ) であろう 。 と

言うのも 、その過程にある原則 の l つに「量販J ( ただし、同ーのデ

ザインのみが多量に売れる事ではなく企業としての総戸数。) とい

う前提があるからで、それがゆえにマーケット全体を知り、ある特

定の顧客のニーズに答える事を当然としながら、多数の顧客のニー

ズの傾向を知る事にも、かなりの重点を置かれる為である。

議商品化住宅のデザインの可能性

住宅とは 、近年の日本の土地事ftef て・は、今だに、と言うより、さらに「一生に

一度の貨物 ｊ というイメージが強い。この ｬ ｬｾ が一般消 費財 との大きな違いである。

又、住宅を建てる為の条件とは、多岐に渡り、線維に重なり合い、商品化の可能

性の範囲は、笑に狭いものとなってしまう。

しかし、この不確実な条件も拡大的に解釈、設定すれば、単純に可能性の範囲

も広がる。

伊j えば、敷地の大きさを一千坪と評定するだけで、かなり自由に出来る 。が、

これでは、商 J71化住宅の原目11の「量販J には、ほど速いものとなり現笑的とは 言

えず、当然一般顧答のニーズも従えきれなくな ってしまう 。

II . デ ザ イ ン 化 の 過 程 ( 調 査 )

不確実性の中の可能性( 現実的) に、商品化( デザイン) を求め

るには、まず、諸々のデーター ・情報を日常的に収集し、分類する

デザイン化の過程一 1

y  '‘ 

事により 、ある条件を設定する必要がある 。 さらに、データー ・情

報の分析をおこない、その結果に基つ4 き、ある仮説を設ける事が重

要な事である 。

そして、そ の仮説を立証すべ< (時としては崩すべ( 7 ) ターゲ

ッ ト調査を実施し、分析する事により結果を導〈 事がデザイン 化の

過程の大きな第 1 ステップと考えられる。

III. デ ザ イ ン 化 の 過 程 ( 分 析 )

ターゲ ッ ト調査等を繰り返し、その結果としてコ ンセプトを 創 造

する事が、デザイン化の過程における、ある最終目的であるが、そ

こに至るまでにも当然のよ うにス テ ップがある。

それは、ここでも又、いくつかの情報により方向性を見い出す事

ではあるが、その為に時代動向( トレンド) を大きな流れとして、

捉える事が考えられる 。

他社実績

人口 elC

トレンド( 時代動向)

年 令 年 収 販売実績

戦業el C 強み・弱みetc.

デザイン化の過程一2

この「トレンド」とは、住宅業界に限らず、どの業種でも多かれ

少なかれ答を求めていると思われる。しかし、トレンドとは、常に

流れているもので、水をすくうように、ただ単に手を合わせただけ

では、こぼれ落ちてしまう 。 これを確実にすくうには、又、何らか
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の ｊｦ ｾ ですく っ たトレンドから 「 商品 」 を生み出すには 「 ライフ・ス

タイル」の研究・確立が必要とな って くる。

そし て、こ の ライフ ・スタイルを第 l のチ ェッ クとするなら、第

2 に「 ライフ ・ステージ 」、第 3 に 「マーケ ッ ト動向 」、第 4 に 「自

社分析 ( 慎み 、弱み ) J という 4 つの大きなチ ェッ ク ・ポイントを

持ち分析する事が重要となる 。

N. デ ザ イ ン の 言 葉 化

コンセプ トを確立するステ y プ、又は、コ ンセプトをデザイ ン化

する ステ ップ として 「言葉」にこだわる事が考えられる 。

具体的には、調査、分析から得 られた数多 くの言葉を、ライフ ・

ス タイル等 と絡めながら 「大きな l つの言葉」 に絞り込み、次にそ

の言 築を 基 に、いくつかの具体的な 「言 葉の群」 を作り、その 言葉

の群を、さらに r 1 つの 言葉」に集約する方法である 。

これは、コ ンセプト化する l時のみでなく、実際にデザインする時

においても、まず 「言葉」 を慈理 ・認識する事によ って、なんらか

の形を見い出せるというメリ ッ トのあるステ ップとも 言 える 。

、ーーーーーーー _ . 1

デザインの言葉化の例

V . デ ザ イ ン の 軸 化

デザイ ンを言葉化すると共に、そ の言葉ないしは、デザインを系

統だ てて 見る事も必要である 。

それは、いくつかのデザイン軌を持つ事が前提となる 。

例えば、住宅の外観に関するものの比較的単純な納の 1 つを考え

てみ ると、軸の両端に純和風と完全洋風をi I I き、中間点に言わゆる

和洋折衷を置く、デザイ ン軸が見えてくる 。 さらに、それを一歩進

めた形で、その軸 ( 和風日洋風) に、シ ンプル日ゴージャスという

紬を重ね合わせてると、ある程度の 中身の濃さが出てくると 言 えよ

つ。

この鞠hに言葉を落し込み 、 さ らにフ ィールド ・サーベイ等による

デザイ ンの実例を 加える 事により方向性が見い出せる 。

洋 風

コ ー ジ ャ ス シンプル

和 風

デザインの輸化の例(1)

※ ある輸による流れ( 事例)

当社のデザイン傾向は、一般的に 「洋風住宅J と言われ続けて来ている 。しか

し、こ の一言 で言っ ている洋風住宅の路線の中にも方向性を持 った流れの変化が

ある 。

1978年に洋風住宅の路線の先駆けとなる 「ウィ ンザ- J を発表した 。これは 、

和洋折衷の外観が主流であ った当時、色勾な意味でマーケ ントにインパクトを与

|  ゥィンザー コロニアル '80 チユーダー・ヒルズ I
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え顧客ニーズにも答える形となり、当社として 言わゆるヒ y ト商品とな った。そ

して80年に 「洋風住宅」の路線を篠立すべ< r コロニア/ レ'80J を発表、続き 83年

に「個性派完全洋風J とまで呼べるデザインの「チ ューダー ・ヒルズ」を発表し、

この時点で、洋風化路線のある頂点に上り詰めた感があ った。

1985年に発表した 「ハー トレー」、これも 完全洋風のライ ン上と、位置付けは

しているが、コロニア j レ' 80 やチューダー ・ヒルズの完全洋風 (様式) とは異な

るデザインであり、翌86年に発表する 「フェアーステージ」の路線へと速なるデ

ザイン傾向を持 ったものであ った。

そして 1988年に、当社の新しい洋風住宅の路線を明確にしたと 言える 「フィ j レ

コート」を発表するに至ったのである 。

洋 風

， 

， 

I  1978年 80

J， 

和 風

83 8 5 8 6  1988年

ある軸による 流れ (事例)

VI.  X 、Y 軸から Z 軸へ

デザインの軌を持つ事により、ある方向性 ( 時として形 ) が見い

出せるが、近年の顧客ニーズの多様化に対しては、例えば和風←→

洋風、シンプル←ー参ゴージ ャスの ような 2 軸 ( X 、Y 軸 ) のみでは、

必らずしも有効と 言 いきれない これか らは、 先にも触れたライフ

スタ イルの調査・分析をし、 トレ ン ドを絡めた、 3 軸 ( z軸) を持

つスタイル ( 手法 ) を 研究・完成する 事 が大きな課題であろ う。

VII. おわりに

商品化住宅のデザインとは? - 1  

デザ イ ン化の ステ ップをいくつか述べたが、多様化の時代におい

ては、さらに調査 ・分析 を繰り返しおこない、このようなステ ップ

( 言葉化、軸化 ) の研 究 を続ける事が、さらに重要にな ってくるで

あろう 。

しかし、ここで逆説を 一部述べる 事となるが・ ・・・ 田・

1 つのデザイ ンとは、完壁なまでのデーターや手法があ ったとし

ても、完成されるものではない 。

デザイ ンの発想とは 、あくまで自由であり続けなければならない

ものである 。

データーや手法と、デザインの発想、とは、ある意味で相反する要

因を持 っているように恩われる 。 しかし 、それでは 、デザイ ンイじす

るのに何の根拠 ( データーや手法) もなく勝手にやっていたのでは、

この多様化の時代に答えられるとは、なんら 言えない 。 そこで、こ

れか らは 、デザイ ンとデーター ( = トレ ン ド+ ライフ ・スタイル )

をいかにコーディネートあるいはマネージングするかが、大きなポ

イ ン トであり、それ をコント ロールできる 人の価値がより一層クロ

ーズア ップされるであろう 。

商品化住宅のデザ インとは? - 2  

商品化住宅= 外観デザインとなるイメージが一般に根強くあるが、

本来、我々住宅メーカーの商品開発に係る人間が一番、基本として

いるものは、コンセプト ( =暮し ) である 。 この事について最後に

一 言触れておきたい 。

テザインとは 「外見」だけで成り立つものでないのは、周知の事

であるが、先にも述べたように商品化住宅については、ややもする

と、外見 ( 外観) だけが主な論議の対象とされている傾向が、 l時と

してある 。

住宅をデザインする事とは ( 商品化住宅であろうと注文住宅であ

ろうと ) それは、 「暮し 」 を出来る限り自然な形に表現 ( プ ラ ンニ

ング) する事であろう 。

「暮し」 とは、そ の人 ( 顧客 ) によ って価値感の異なる部分は多

いが、住宅の基本性 能 ( 雨風を凌くは 当然、と して、安全、動線、 収

納 等 ) は、常に大事にしていかなければならない「暮し」であろう 。

そして、この基本性能にプラス ・アルファとして何か ( ゆとり、遊

び'etc .) を加味したものがコンセプトであり、商品化住宅のデザイ

ンの一 つの方向性で もある 。

(いのう え きよ し/ 三*1 ホ ム株式会社商品開発部開発課長)

ハートレー フェアーステージ フィル・コート.
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商品化住宅と乗用車のデザインプロセスの比較

乗用車のデザイン開発

ダイハツ工業の事例にもとづくデザイプロセス

柳原良樹

1  . はじめに

今、我国の自動車産業は転換機にあるといわれている。

海外市場は仕向先の輸入規制の強化、NI ESの台頭などによって輸

出台数は頭打ちの状況が続いており、圏 内市場も成熟機を迎えて 量

から質の時代を迎えようとしている。

このような状況の下で、デザインの商品カに占める比重、業界で

の役割りはますます大きくな ってきている。以下、自動車デザイン

の開発プロセ スを紹介しながらデザインの今後への視点、考え方を

述べてみたい。

2  . 機器としての自動車の特性

今日、自動車は、我々の生活の中で家庭電化器具と同じように極

めて日常的に使われている機器の l つである。しかし、人と心との

かかわりにおいては、他の機器とは違う特異な側面をもっている。

デザインプロセスの話に入る前にこれについて触れておきたい。

アイディアスケ ッチ

イメージスケ ッチ
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2  - 1 . プライベートな居住空間をもった移動の道具である

乗用車は、自分か望む時に、望む所に、自分が操縦して移動でき

るプライベートな居住空間である。太古から、速か、かつ安全に楽

に移動することは人類の根源的な欲求であ って、牛車、馬車など形

は変 ったが連綿と用いられてきた基本的な道具の l つである。自動

車は、操縦する機械と、持主の趣味にかな った快適なインテリア空

間という 2 つの側面をも っているのである。

2  - 2. 戸外で使用され、人眼に触れる道具である

人眼に触れるというところから、人は無意識の内に社会的、経済

的ステイタス、価値観、ライフスタイル、趣味性までも表現しよう

とする 。同時にそこに画一化、 差異化の力学が働きファ ッションが

形成きれる。

2  - 3. 操作に技術と習熟を必要とする

「 マ1
レンダリングスケ ッチ 1/5スケールモデル

インテリアイメージスケ ッチ 1/5スケールモデル検討



一般に、人が日常使用する機器は、誰にでも扱えるようになって

おり習熟を殆ど必要としないが、自動車を運転するには技術を習得

してライセ ンス を取得しなければならない。その上、更に習熟して

技術が向上すればする程自動車のも ってい る高い性能が引き出せ、

運転そのものを楽しむことができるという、娯楽性、スポーツ性を

もっている。

2- 4 、強い情緒性をもっている。

自動車は、 ドライパーの操作によ って 「走 りJ r曲り J r止る」の

で、発揮する性能は全〈ドライパ一次第である 。 このようなこと

から、ドライパーとの一体感 「人事一体」が生れ、擬人化が行わ

れたりする。地上を「疾駆」するところから、俊敏な動物のイメー

ジを重ね合せることもある。その形の上でも、動物や、人の身体の

一部に 比嚇したりすることは、誰しも経験があると思う 。

3  . 乗用車のデサ' イン開発プロセス

自動車は、その構成部位の複雑さ、耐久性、安全性の保証の厳し

さなどか ら、 企画から生産開始までのいわゆるリードタイムはほぼ

4 年かかる 。そのうち企函か らデザイ ン決定 までで18ヶ月の時日を

要する 。以下、そのステ ップと 内容の概略を 示す。

(1) コンセプ トテザイン

i ) 競合商品に対して優位性をも ったデザイン上の差異点の決定

ii ) コンセプ トを端的に表現するスタイルの方向の模索

(2) 室内のレイアウト、寸法検討及び外形プロポーションの検討、主

要なコンポーネ ントの配置をベースにして、居住性を検討しな

がら室内寸法を配分し、外形寸法の概略を決める。

(3) 生産型の外形スタイル、インテリアデザイ ンの開発

i ) スケ ッチ、レンダリ ングによるアイデア開発

ii ) 立体モデルによる造形と細部意匠の造り込み

iii ) 諸条件への適合

(4) デザインの商品性の評価

(5) 次工程への伝達のための情報化

3  - 1  . コンセプトデサ' イン

コンセプ トとは、 一般的には、ものの様態を概念的に説明したも

のといえようが、商品のコンセプ トは 、もっと端的にその商品の競

合性に対する優越感、有益な差異を 明 らかにすることである。

デザインの場合は、結果か形であるか ら、それ以前のステ ップで

立案された商品 コンセプトをベースに、事、物、現象を問わず、狙

うものをイメ ー ジし易い言葉で表現する 。少々極端な例であるが、

「ミラ」という商品のモテールチェンジの際に「ミラを凌ぐミラ」と

いう表現を使ったが、これなど現商品のコンセプ トをキープしつつ、

その特性を全般的に改善、向上することを 一 口で言い表したユニー

クな表現であったと思っている。こうい ったワードを念頭において、

そのイメージを極端に表現できる基本的な造型モチーフを スケッ チ、

モデル等で模索する のが、コンセプ トデザイ ンであ る。

模索は次のような視点でチェ ックしながら行われる。

i ) デザイ ン トレ ン ドへの適合と先進度

ii ) 独自性、オリ ジナリティの確保

iii ) プランドアイデンティティとの適合

iv ) 時代性の表現

デザイントレンドは自然発生的に出来るも のでは なく、作 られる

ものと考 えて良いと，思 う。商品の反響、メ ー カーが発表する プロト

タイプなどから予測して各社のデザイナーが描〈未来の形は Jtrl せず

して一致 している 。 したがって、 トレ ン ドの紬上のどの辺りに狙い

を定めるかがポイ ン トである 。独自性やオリ ジナリテ ィも 、そ の軸

の延長上での距離の度合いであると、一般的には考えられる 。

プランドアイデンティティも独自性の 1 つであるが、この場合は

インスト J レメントパネルの簡易モデル

フルサイズモデル インテリアモ ックア ップ
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「

時系列による トレンドの変化 と安全に合一しないて、不変の特徴を意

図的に残すことである。このことによ ってメーカー独得のテイスト

が醸成されるのである。理想的には 、メーカーやデザイナーの物造

りへの哲学、信念 とい ったものが頑くなな形への固執とな って現れ、

それがデザインアイデンティティとして世に認めらることであろう。

欧州の一部のメーカーにその例を認めることができる。

時代の変化がデザインに表現されていなければならないことは云

うまでもないことであるが、デザイナーの立場からすれば、これは

最も難しいことである。具体的な方法論はなく、強いて挙げれば、

その商品の機器としての普及度合いによる価値の変化、一方に、 社

会風潮、経済事情などからくる価値観の変化等が着目点であろうが、

いずれにしても、これこそデザイナーの感性そのものの発露であり、

デサイナーの最も重要な作業である。

3  - 2. ディメンションの検討

(1)  レイアウ ト、スペース配分

一 口で云えば内外 の寸法を決めるステ ップで、ここでは機能上必

要なエンジン 、 ミッションなど王要なコンポーネントの配置をベー

スにして、予めはほ定められた全体寸法の中に居住空間を適切にレ

イアウ トする作業が行われる。

先にも述べた様に、自動車は動〈機械であるか ら ドライパーの視

界、計器類の視認性、ハンドル、ペダルそ の他の操作性は極めて重

視され、ここでは、疲労の軽減、敏速かつ楽な操作とい った 人間工

学商から見た配慮が行われる。更に、自動車はドライパーも含めて

乗員の居室、インテリアであるから、快適かつ疲れない姿勢が要求

される。

(2) スペースモ ックア ッフ。

スペースの計画は、初めは図面、 C A Dなど 2 次元の検討を行 う

が、これの確認は必らず現寸大の骨組みの中にハンドル、ペダル、

シート等を取りつけたモ ックア ップに実際に中に入 って体感するこ

とで行われる。殊に、乗降性などは笑際にモ ックア ップでや ってみ

ないと問題点は検出できない。

自動車の室内外の寸法及びスペースの配分は、その車のコ ンセプ

ト表現にとって極めて重要な位置づ・けにある。例えば、結果として、

重心の低い草は速いスポーツカー的イメージを与え 、全高が高〈座

(・・・・ 1;1 2  BOX )  

一般にキャビン部分とエンジン部分で 2 B OX と

呼ぶが「ミラ J はキャビン部分が大きいことを表示するため、

1. 5BOX と呼んだ。

乗位置の高い草は運転し易〈チョイ乗りに適したタウンカー的イメ

ージを与える。コンセプトをディメンションに表現した例とし当社

の「ミラ」について下に述べる。

昭和50年代に入 って顕著にな ったのは有職女性の増加と 主婦の行

動域の拡大でそれは女性免許取得者の急増に表れていた。彼女達は、

主人の草とは別に自分の車を持ち始めていたが、それは高価な新車

ではなく手頃な価格の中古車であ った。

我々は、この現象に着目し、小ぷ りで取まわしが楽な軽自動車こ

そこの目的に合 ったものと考え、女性にターゲ ッ トを絞 った新しい

軽自動車を開発することにし、ポイントを下記に定めた。

i ) シート座面を高くして見通しを良くすると同時に、開放的な

明るい感じを与える。

ii ) 全高を 思い切 って高く して、貿物等での頻繁な乗降を楽にす

る。

iii ) ボンネ ッ トを短かくすると同時に先端を下げ、狭い露地での

取まわしをし易くする。

結果として 出来上った車は、当時としては異様に背が高〈、ぬの

短かいズングリしたスタイルにな ったが、結果的には非常に強い支

持を受けて良〈売れ、 10年経った今もト ップの座を占め続けており、

そのスタイルは競合商品にも影響を与えて、今や、軽自動車のスタ

イルとして様式化した感さえある。この事例は、女性に優しく扱い

易い草というコンセプトをディメンションに端的に表現して成功し

た事例である。

3  - 3  . 外形スタイル、インテリアデザインの開発

(1)  スケ ッチによるアイデア開発

この過程は、与えられたコンセ プ ト( デザイン ) 、ディ メンショ

ン計画図に沿 って 、美的価値を付与するための造形処理、自動車の

スタイルに普辺的に具備されるべき安定感、軽快感、 信頼感といっ

た要件を満足させる造形処理、更にはコ ンセプ トデザイ ンで示され

た造型モチーフの一層の強調、又は緩和、調整などとい った作業を

スケ ッチによる試行錯誤で行う。スケ ッチの描法は定め られたもの

はなく、デザイナーの企図が明硲に表現できればどの様な方法でも

良い。重要なことは、先にも述べたように、自動車は極めて情緒性

の高い造形を要求されるので、スケ ッチにも立体として醸し出すで

ホ イ ルベース 2150mm

(  + 60mm)  点料lは従来* . (  ) 1人j 町教すは

従来 !1ι との比較を表わす

「ミラ J の場合、 コンセプトを案内寸法に端的に表現した 。
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あろう雰囲気、質感まで表現されることが理想的で、スケ ッチはデ

ザイナーにとっていわば言葉として描画技術がとりわけ要求される

のである。

(2)  立体モデル

スケ ッチの検討の結果、数案に絞りこまれたアイデアは立体での

検討に移行する。このステ ップの目 的は、 2 次元のスケ ッチで表現

された形を立体に置き換えて、錯誤の修正と、更なる発展を行うこ

とにある。理想的には最初から現寸大のモテールで、検討するのが良い

のであるが、当然のことながら修正に大きな労力と時間を要するの

で、初期段階でK 、K などの縮尺モテソレを制作する。

縮尺モデルで更に絞り込んでから普通は 2 - 3 案を現寸大のモデ

ルに拡大する。ここでは主として、現寸大でのプロポーションの補

正と曲線と面の微妙な造り込みと調獲を行う。

最近の自動車のデザインの傾向は、シルエ ッ トやプロポーション

に特異きや訴求点を求めるのでなく、流れるような 曲面、 ソフトな

丸みで、暖いヒューマンなタ ッチを表現し併せて質感を高めること

が基調となっているので、この現寸大のモデルでの練り込みが非常

に重要視される。この制作に当るのはクレイモデラーと呼ばれる専

門技能者逮であるが、彼等の感性、制作の技能がデザイナーの能力

と同等にデザインの成果を左右するのである。

このモデルは、樹脂系の粘土で出来ているが、最終的にはガラス

を取っけ、ダミ ーのランプ類を装着されて、実物と殆ど 同等の外観

に仕上げられる。最近は、デザインの多様化の要請に応えるため制

作されるモデj レの数が増加する傾向にあり、開発リ ー ドタイムの短

縮化のニーズなどから、モテ心ルの制作は仕上げ段階を除いて殆どが

N Cによる切削機で制作される。

インテ リアデザインは、個々にデザインされたハンドル、メータ

ーなど小物部品に至るまで、プラスティ ック、クレイ、木材などで

精巧なモテがルに造り上げられて、現寸大の室内に取付けられる。

ここでは、スペースモ y クア y プで決めた寸法の再確認と 、色、テ

クスチュアも含めたインテ リアの全体の雰囲気が確認、検討される。

(3) 諸条件への適合

i ) 空カ特性

外形デザインに大きくかかわるものに空力特性がある。これは自

動車の高速性能が向上するにつれて重要視され始めたものであるが、

高速走行時の安定性、燃料消費、騒音などに強〈影響を及ぼすもの

で、これへの対応は不可欠て、ある。これの性能は縮尺モデル、現寸

大モテツレで各々風洞でテストされ、改善される。最近のスタイルが

丸 っこく 滑らかなのは、好みもあるがこの杢カの要件を満足させる

ことが強〈寄与されている。

ii ) 法規適合

自動車はその特性から、安全性、信頼性については他の機器とは

比較にならない程高いレベルを要求されており、適合すべき法規要

件も多い。デザインに関しては安全に係るものが主で、例えばラン

プ類、パンパーの高さなど細かく規定されている。

(4) デザインの商品性評価

自動車は日用機器の中では最もスケールが大きくかっ複雑で、膨

大な数の商品で構成されており、その生産のための投資は 100億を超

える規模のものである。従って、その商品の成功は開発段階で充分

に保証きれなければならず、殊にテザインは商品力に占めるウエイ

トが大きいだけに評価は重要である。

組織の 中での オーソライズはここではおいておく として、開発過

程における商品性評価の一つのやり方として社内ノマネル評価につい

て説明する。

自動車の場合、開発のリードタイムが長いせいもあ って機密の保

持には特別の配慮を行って おり、開発商品のユーザー評価を行うこ

とは困難である。そのため、社内のユーザーに近い属性の者を集め

てパネルを構成して、その評価を参考にするケースが多い。個々の

パネラーを良〈吟味してそのイノベータ一度合い、感性などをしっ

かり把握しておけば市場との相関はかなりとれると思われる。

実際問題として、自動車の場合、開発リードタイム 4 年に販売期

間 4 年を加えると実に 8 年先の状況まで勘考したデザインであるか

ら、これの正当性を評価することは非常に難しいことである。

これはいわゆる社内の職制上、組織上のオーソライズ、評価にも

あてはまる こ とであ って、コンセプ トの評価も含めて往々にして厳

しい評価は、切れ味の良いデザインをスポイルしたり、革新的なデ

ザインを生む土壌を失なうケースこそあ っても、それらを促進する

ことにはなり難い。経験的には、デザイナーとその周辺の関係者、

評価の任に当る者が常に社会に窓 口を持ち、高い感度を維持する努

力を払うことが大切なことと考えるのである。

(5) 次工程へ伝達のための情報化

デザインの最終的なオーソライズを受けると、試作設計のステ ッ

プに入る。ボデー及び部品は各々 C A Dによって処理されて設計部門

に対して数値情報の形で送られる。このC A Dのシステムは、メーカ

ーによって1虫自のシステムが開発されているが、クレイモデルの忠

実な再現、滑らかな曲面を表現するための微細な計算システムが内

蔵されており、システムとしては高度のものである。

同時に、この数値情報はボデー及び樹脂部品の金型製作のNCにか

けられて試作金型、生産金型が製作される。

4  . まとめ

以上、乗用車のデザインプロセスの概略について述べたが、紙数

の者[1合で充分意が尽せなか ったことが悔まれる。ここで若干補って

おきたい。

自動車の特性を項でも述べたように自動車はそもそもが情緒的で

あり、趣味的要素を持った機器である。それがモーターショウの入

場者190万人とい った形で現れるのであろうか、近年、ますますその

機器としての性能、機能の便益から、人の心とのかかわり、自己の

表現の手段へ、その質の変換の度合いを強めており、デザイン本来

の目的であった機器と人との関係の最適化から、更に進んで人その

ものの表現に変化しつつある。先に紹介した「ミラ」の事例はそう

いった意味では、機器の本来あるべき姿をス トレートに表現するこ

とで成功 した例であ って、今後のデザインは、そうシンプルではな

くなってくる筈である。

そのような状況にあ って、デザインの方法論は、ユーザーの価値

観、心を肌で感じ読み取ることであり、更に l つは、その読み取 っ

た心を物の形にメ ッセージとして表現してゆくことであろう。

とかく 、ファ ッション化し、多様化してくるとデザイナーは表面

に現れた形、現象に心を奪われて、伝えるべきメ ッセージを誤るこ

とが多い。

デザインマネジメントの立場から今後取組むべきことは 、多少大

袈裟表現であるが、デザイナーの全人格的育成による情報選択能力

の向上と、豊富な情報を直接的に得ることのできる環境鐙備であろ

うと考える次第である。

(ゃなぎはら よしさ / ダイハツ工業株式会社デザイ ン室長)
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アメリカにみる一一ヱヴセー

限りなく、家グに近い、自動車グ

キャンピングカ一天国

IIt 秋アメリカ大陸をシカゴからロ ンキ一山脈の麓のテンパーまで、

レンタカ て~般断する機会を得た 。アメリカ中西宮I1の、古き良きア

メリカ的な所が最も残っていると 言われている地域である 。

9 月下旬のウィークテイ、果てしなく続くとうもろこし畑の中の

道を走 っていると、キャンピングカーや船やモービルハウスを 51し、

た ｬｬｩ によく出会 っ た 。 モービルノ、ウスビレ ッ ジがあちこちに立ち［ ｉｦ ｾ

び、キャンプサイトには何台ものキ ャンピングカーが集ま っていた。

バカンスの季節j でも週末でもないのに、何とキャンピングカーや

モービルハウスの多い固だろうと驚いた 。 そういえばリタイアした

ら、モービルハウスをひ っぱってあちこちを旅行してまわるのがdJt

だと、知り合いにな った何人かのアメリカ人が口をそろえて 言っ て

いたのを思い出す。

またアメリカ人は身の回りの品物を出米る| 浪り持って移動するの

が好きな民族だと言う印象を受けた 。実に多くの荷物を 何から何ま

で持 って移動している 。空港で荷物を似けている人をみても 、 自転

車から子供用の椅子まで 日本人な ら持ち運びそうにないものが目

につく 。 レンタカーに積み込んでいる桁物を見ても、たいてい 一 人

で特大のパ y グが 3 - 4  f聞はある 。

アメリカ人の中に今なお生き続けているフロンティア精神と 、快

適な日常生活を求めて、物を持ち歩〈心がこれらのモービルハウス

やキャンピングカーに結実したのだと与えるとなんとなく納得がい

く。

アメリカでは車と家は同じ感覚で扱われていた 。7 ンハ y タンと

いう故先端の者11市だけを見つめていた H寺には見えてこなか ったもの

が、ここでは見えてくる 。家と阜の間にキャンピンクカーを当ては

めると、それらは一直線につなが っていたのだ 。そして車にも、家

に求められるのと同じ居住性が求められている 。少なくともインテ

リアをデザインする精神は家と阜では全〈同じレベルに感じられた。

74 挫集と社会/ 1蜘 年 111¥;
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北浦かほる

ふ か ふ か の カ ー ペ ッ ト

日本の室 内と違 って、インテリアの歴史を持つ欧米の住宅の内部

空間は廊下 ・階段 ・室 内の別なく、毛足の長い級位で包み込まれて

いる 。それと同じように率の内装にも内部空間としての居心地のよ

さが強〈求められていた 。そして車のトランクの内部や室長の裏側lに

まで、ふかふかのカ ーペ ッ トが貼りまわされていたのには篤いた 。

トランクの中にはそこにじ っと丸ま って居たい様なやわらかな、魅

力的な空間が出来上が っていた 。

それに対して対照的だ ったのが、タクシーの内装の機能的でそ っ

けない事だ った。 どのタクシーの内装も、シートも黒いビニール張

りでどことなくうす 汚れた感じがし、人を運ぶ道具に徹している合

理性カ、感じられた 。 きっとタクシーはここでは車と考えられていな

いのだろ 7 。

DI Y の 精 神 と 数 多 い パ ー ツ

アメリカでいつもながら感心する事のひとつに、 o 1  Y の精神が

ある 。ニューヨークで見た幾つかのロフトもミシ j; ンで見た子供部

屋も、音楽家 ・アーテイスト ・自動車組み立て工と、っくり手の階

層 ・職業などはさまざまであ ったが、みんな自分遠の手作りであ っ

た。 そしてそのどれもが共通してなかなかの出来ばえだった 。一瞬、

アメリカ人の方が日本人よりも器用なのかと 言 う錯覚にとらわれた 。

伝統的なフロンティア精神と、アメリ カ特有の機械 ・工具の普及

で、討をにでも比較的簡単にあるレベル以上の物がつくれるのだろう 。

それがこれほど o 1  Y を盛んにした原因だと考えられる 。 そのため、

驚く程沢 山の o 1  Y のノ マーツが売られている 。住宅関連部品は設備

配管部品 、木 製部品などと大きく 4 - 5 のセクションに分けて売ら

れていた 。

自動車部品もそれと全〈 同 じ扱われ方をしていた 。庖舗の関口を

広くして、マフラ 一、タイヤ、エンジン等と 4 - 5 のセクションに



分かれて並んでいた 。 そしてここでは あらゆる 部品が手に入るよう

に思えた 。例えば、 日本では売 っていない 、ウイ ンカーのス イッチ

部品や自動変速器のオイルスト レーナーまで置 いてあ った。

ここでは何でも入手 出来るかわり、何でも自分の手でする事が 日

常化していた 。 そしてそれが容易に出来るようなシステムにな って

いた。車も家も同じように 0 1 Y の精神に支えられており、そして

それを助ける、おびただしい数のパーツを売る庖があ った。

トラックを運転する女性ドライパー

ミシガンで、数日間インタビューの仕事を手伝ってくれていたマ

リリ ンが 、オ フィスに大型ワ ゴン車を釆 り付けて来ていた のを知 っ

たl時に はピ ックリした 。彼女は つい最近 、専業主婦か らパー トでセ

クレタリーとして働き始めたはカョりの40歳前後の女性である 。

それ以後注意して見ていると、若い女性がその可憐な姿に似つか

わしくないような、きたないトラ y クや大型 のワゴ ン車に釆 ってい

るのをよく見かけた 。 スクールパスの運転手も始ど女性のように思

えたし、空港でレンタカーまで連れて行 ってくれるパスの運転手に

も女性が多か った。

アメリカの 中西部のように広大な農地が広がり、鉄道やハスも発

達していないとなると 、農作業をするにも、買物に行くにも 、友人

の家を訪れるにも 、車なしには毎日の生活自体が成り立たない。社

会 的にも 免許年齢が問題にされるよ 7 に 、卓 の運転はここでは大人

の生活の必須条件であ った。

日本で 車の免許は普 及したと 言 うものの、まだそこまでに なって

いない。 日本の40- 50代の女性が自転車に気がるに乗 っているよう

に、アメリカでは自転車感覚で車が使われている 。家と同様、車は

生活そのものにな っていた 。

そして 、この間まで専業主婦たー った7 リリンは自分専用の車が持

てないため、普段空いているレジャ ー用の大型ワコ日ンを 仕方なく使

っていたのだと合点がい った。

アメリカでは車も家も、 外装よりも 内装に重点がおかれていると

言 う点まで 、似ている ように恩われた。

荒 っぽくペン キを 塗 った、車IJ のささ りそ うな 、ざらざらの木のサ

イテ イングの壁を見ていると、まさにアメ リカ を感じさせられた 。 それ

に対して、柔らかく居心地よさそうに包み込まれているインテリア

の内装。 これもアメリカそのも のであ った。

そして 、そこに は率 の外装の手入れの無頓着さに対して、その内

装が意外なほど美しく、快適に装われている の と同じ感覚が見られ

fこ。

やはりアメリカ人にと って感覚的にも、 率は動 く家だ ったのだと

あらためて強〈 思 った。

( きたうら かはる/ 大阪市立大学生活科宇部住民学科助教授 )
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口化住宅の街並み

北浦かほる

何 を商品化住宅と H干ぶかというむずかしい話になると 、き っと一

家言お持ちの方が多いと忠、われる 。 しかし、この神戸市住宅供給公

社の建てた「北米輸入住宅村」 、話題性を持ち 、 しかも現代 の消費

者ニーズをうまく 捉え、平均でも 87倍 、級一高 300倍の応募者が殺到し

たと 言う たーけで、もう商品化住宅としての条件は充分あるとみなし

ていただけるだろう 。

現荘、商品化住宅といえるものは多いが、街並みまで芯: 識して、

1 団地 として造られているものはまだない。そう 言っ た意味で、こ

れは是非見ておきたいと思 った。

そこで引渡しも終わって、ぽつぽつ入居が|剃始され始めた頃、神

戸市住宅供給公社 の増淵昌利課長に案内していただい て商品化住宅

の街並み拝見と言う ことで念願を果たした。

この北米輸入住宅村は米国のシアトルヴィレ ッジ 13戸と、カ ナ夕、

か らのパンクーパーヴィレ ッジ13戸の計26戸からな って いる 。工 法

はすべて 2 X  4 で、資材のほとんどが現地か ら直輸 入したも のであ

る。 そのうえ本場のフレーマー ( 大工) やドライウオーラー ( 乾式

壁下地工) を招いて、工法もそのままに組み立て 、北米の街並みを

再現しようと言う意図でつくられている 。

建設事務所の吉田光男所長に、公社のこのような 「メしごと輸入」

のねらいについて お伺いした ところ、第 1 には、貿易摩擦解消の一

助とすると共に、円高傾向を利用して資材を安 〈入手し 、安価な住

宅を供給しようと考えた ことがあげ られると言う 。

第 2 には、公社は 15年前か ら戸建て住宅を日本式 2 X  4 工法で建

ててきたが、この辺りで原点に戻って北米の在来工法である 2 X  4  

を勉強し直してみ よ うと考えたこと 。

第 3 には、居住者の住宅ニーズの多様化の要求に対応して、新し

いタイプの住宅を供給していきたいと思 っていたことと合致したた

めと 言 うことであ っ た。
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これらの住宅の専有敷地面積は、約 187- 268m' (平均 約240m' :  

共有地約56m' を除< ) 、建築延床面積は 111 .0 - 150. 7m'( 平 均132. 4

m
2  

: 但し、ガレー ジ約 18m' を除 < ) で従来の公社が供給していたも

のより少し大きく、価格も 6300万円前後とな っていた。

そのためか入居者は医師や文化人が多〈、高収入で年齢的にも高

い層にかたよ っていると 言う ことであ った。

s v ヴイレ y ジを訪れた第一印象は、 「シアトル、パンクーパー

から新しい暮らしをは ぐくむ街がや って釆ました 。ゆったりとした

家並み。個性的な外観。開放感が街を広〈見せ、心まで大きくなり

そう ..oJ と言う公社のキャ y チフレー ズ通り、西神ニュータウ

ンの他の地域と 違 って、エキゾチ ックな感じがした。特にシアトル

ヴィレ ッジのゆるいカーブを描いたアプローチは、アメリカの新し

い住宅地の雰囲気をぴったり表わしていた。 そして電柱の無いす っ

きりした街路がそこにあ った。

しかし、街並み全体の色調が灰色がか つて感じられ、意識的に、

日本的なカラーコーディネートがしであるのかなと 言 う感想を持 つ

た。

アメリカの小住宅の外観の色は地域によ って、この様に茶・灰色

系で色味の乏しい傾向のものと、郊外でよく目にするカラフルなも

のに分かれている 。 そしてどちらかと言えばカラフルな街並みを想

イ象していたため、そのような印象を受けたのだろう 。

しかし、いずれにしろ住宅選びにあた って道路から見た住宅の外

観は、アメリカでは日本以上に重要な要素 と考え られているょ っだ。

住宅の魅力のほとんどがそれにかか って おり、その外観の決め手と

なるのが、仕上げ ・屋根 ・窓の 3 つの要素てあると 言 う。

この s v ヴ イレ ッジのデザインも、幾つかの棟の組み合せと 言い、

縦長の小 さめの窓、予定っぽい木製のサイテイングの仕上げ、そして各



戸につけられたチムニ一、それらはすべて魅力的なアメリカの家の

外観そのものであ った。そしてガレージの木製のオーバーヘ ッ ドド

アは家とマ ッチして落ちついた感じを与えていた 。

ベイウインドウ、 ドーマーウインドウなどさまざまな窓がデザイ

ンされていた。 これらの窓は粋ごとアメリカから運んできたもので

あるという 。なるほど窓にはま っているガラスに映る像のゆがみに

昔のガラスを思いだし、なんとも懐かしい感じを受けた 。そう 言 え

ばロスの高層ビルのカーテンウオールのガラスもゆらめいていた 。

これがアメリカの工業製品の精度なのかと思 ったが、それがかえ っ

て家のあたたかい雰囲気を醸しだしていた。

狭い敷地の周囲を塀で囲んでいる日本の住宅に比べて、隣家との

聞に柵のない、開放的な、広々とした芝生の前庭が最もアメ リカ的

なところであり、魅力的なところでもある 。

この sv ヴィレ y ジでもその魅力的な前庭がつくられていたが、

あいにく敷地のスケールが違い過ぎたようだ。前庭を広くとろうと

したために、後庭や左右の建物との間隔がとれず、建物の配置に苦

労しているのが目立 った。 これは外観よりも室内に入った時により

感じられた 。 と言 うのは、隣家の窓がふ1の先に見える所が何ヵ所か

あったからである 。

また街並みとしての前庭の開放感を失わず、しかも道路や隣家と

の境界をある程度保つようにということで、隣家との境に低い塀や

垣を設けたり、低木を植えたりしてあ った。 この計画にあた ってア

メリカとカナダの設計をアレンジした、日本側の一色建築事務所と

蔵建設事務所の苦労の結果であろう 。敷地面積の不足と日本人のプ

ライパシー感覚に対する 一つの解決策がここに示されていた 。前庭

のつながりが薄れた感はあったが、 この程度の妥協がなければ日本

人には住みにくいのかもしれない。 そして将来の変化を予 illiJ してか、

現在の街並みを保つために、垣や塀の設置を禁止する建築協定が設

チムニーのある外観

鳥鰍図 縦長の窓

けられていた。

アメリカの美しい前庭のつしろには、週に l 度の芝刈りという住

み手の大きな努力があり、それは住んでいる地域への責任感に支え

られている 。 それがアメリカでの近隣関係のつきあい方を象徴して

いると 言 える 。地域に 黒人や低所得者層が多くな ってく ると、中産

階級やそれ以上の層が流出して行くと 言う 話をアメリカでは始終耳

にする 。 日本に 比べて社会階層がく っきりしており、環境をよくす

る努力を怠らず、自分遠の環境を守ろうとするからだろう 。 それが

開放的な近隣関係を可能にしているものと思われる 。それはアメリ

カ人の中に幼い時から植え付けられている社会的マナーと同質のよ

うにも思われる 。

それに対してこう 言っ た社会的マナーに不慣れて¥自分の家を塀

や垣で囲い込み、聞いの中で自由気ままに振舞 ってきた日本人にと

って、固いのない近隣関係は初めての経験である 。国際化が叫ばれ、

日本人の生活態度も住意識も随分変わ ってきたと言われている 。

多少アレンジされているとはいえアメリカ的発想でつくられた 外

部空間が、日本的風土の中で新しい近隣関係をつくりあげられるの

か、それとも何年か後には環境に合わせられない人達が脱落するこ

とになるのか興味ある所である 。

何はともあれ、住宅と街並みを一体的にデザイ ンし、調和した景

観をつくりあげるというのは、なかなか面白い試みだと思う 。現 在

の商品化住宅も、一つの魅力的な街並みを構成できるような明確な

コンセプトを持 って 、設計されデザイ ンされる必要があろう 。その

時には、商品化住宅のデザイン精神も大きく変わることになるだろ

つ。

この全国初の思い切 った街並み景観を試みた、神戸市住宅供給公

社に大きく拍手を送りたい 。

(き たうら かはる/ 大阪市立大学生活科学部住居学科助教綬 )
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. アンケート「建 築家からみた商品化住宅」

商品化住宅の限界

内井昭蔵

① 商品化住宅の功罪

住宅の商品化という考え方は私としてはあ ってはならないと忠、う 。

私は建築の設計をなりわいとしているが、建築の設計・を単なる経済

行為として考えていないからである 。確かに生活をする上で非経済

行為というわけにはいかない 。 しかし、営利的な行為とは考えてい

ないわけである 。

住宅はもとより 、今日の建築が持つ社会性は誠に大きくな ったと

思う 。それらはひとり所有者、利用者のためにあるのではなく、広

〈社会公共のものでもある 。住宅は人間の生活基盤であり、そ の空

間1の質はここで育つ子供達や家族の成長に大きな彬響を与える 。そ

れが営利目的に走り勝ちな商品化住宅ともなれば、本質的な問題を

避けて目先を mかす挑発的なデザインや見てくれの良さを追うとい

った危険性をもつものである 。

しかし、すべての商品化住宅が悪いとい っているわけではない。

中には真面目に新しい住宅像を目指して国民住宅をつくる努力をし

ている会社もある 。 しかも大量に供給し、製品の品質管理も行き届

いているという 利点もある 。

しかし私が残念に思うのは、あまりにコマーンヤル的であ って売

れることヵ、良い住宅といった風潮がある こ とだ。商品化住宅であれ

ば当然だろう 。 しかし、住宅は車ではない 。性能や品質が良いだけ

ではないということである 。

② 商品化住宅の現状の評価

デザイン的、性能的にはだいぶ良くな ってきたと思う 。 しかし、

前述の如く売れることを追うあまりに住宅の持つべき本質面が欠け

てしまう 。例えば、なぜそんなにオートマティ ックにしなければい

けないのか、なせ'装飾過剰となるのか、ということが疑問となる 。

もう 一つは 、あまりに宣伝が多すぎる 。つまり、意図を建築その

もので示していないということなのだろうか 。 この商品化住宅のレ

ベルを引き上げるとすれば、社会性をもっと加味するべきである 。

WIJ えは家だけではなく、周辺の進国 ・柏裁、 i邑との桜合のさせJJ

等、その場に即した独自デザインをするべきである 。そのためのコ

ーディネーターの役割lは重要である 。

③ これからの商品化住宅の可能性

商品化とか産業とい ったこれまで の発想では頭打ちとなると思う 。

この際 、発泡! を変えることが必要でしょ う。

住宅産業というのは、材料、部材 、音11品産業であるべきで住宅や

都市を商品化したり産業化して果たして理想的な生活空間が出来る

のだろうか 。 これまでの商品化住宅は‘ 本もの" でないというコン

プレ y クスがあ った。常に代替品であり、在来工法の建築にかなわ

なか った。むぜい本もの" でないのかを考える べきではあるまいか。

④ 商品化住宅への建 築家の参加

私は商品化住宅の設計ーに参加した経験がある 。 その会社は優れた

能力をもち、大メーカーであり、今日でも指導的立場をも っている

が、そ こでの経験で 私は建築家が参加するには限界がある のを悟 っ
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た。商品化住宅の方向は建築家的発想と全〈反対であるということ

fご。

しかし、私に商品化住宅に建築家が参加することが無意味だとは

思 っていない 。ある限界内ではや ってし、〈意味も役割l も充分あると

思う 。

今や住宅の作 り方は大転換の時期lなのであろう 。建築家はそこに

住む人聞は具体的な人間をイメージする 。 しかし 、商品化住宅は人

聞をセグメントして抽象的に扱う 。 いわば寄れ物に人を合わせる方

法である 。 しかも住宅はフロー的で消費的なシステムが優先する 。

だが、商品化住宅を“ 本もの" とすることを考えるならば建築家の

アドバイスと協力が不可欠と思、う 。 そうする ことが住宅に公共性を

イ寸加することとなると思う 。

( うちい しょヲぞう / 内井 Hll 蔵ill 築設計事務所主事 )

消費の欲望をそそる器

貴志雅樹

工業化社会への信頼と 、拡張経済の世相の中で、時代の申し 子と

して、プレ ・ファブリケィションの住宅が生み出されてきた。当時

発表された作品群は、生産に対する倫理観 ・発展という神話をコン

セプトとした完成度の高いものであ った。生産社会から消費社会へ

の移行に伴い 、住宅には表層的な欲望をそそる 何かが求められるよ

うになった。 r住むための機械」から「消費の欲望をそそ る器へ」

の移行は、住宅をも消費の対象にしてしまった。

(1)  商品化住宅が今日まで社会に与えた彩響としては、住宅のハー

ドな技術の発展に貢献したという点だ。 それは、大きくは素材の面

と、構法の面において 言える 。素材に関しては、工場生産に よる 事

で一定の質をもったものを、大量かつ安価に供給する事が可能にな

ったし、新素材の開発は、建材を多様化させた。 構法においては、

工場でのプレ ・ファブリケィションは現場での工期を短縮させ、施

工技術のマニ ュアル化に成功した 。

この結果、安価て" 技術的に一定の水準に達した住宅を、大量に供

給してきた 。 しかしこれは同時に、画一化とフレキシビリティーの

なさという欠点ももっていた 。 それの処し方として、空間の使い捨

て、つまり経済成長に裏付けられた成長の論理が用意されていたの

fごカf ・・ 。

(2) 商品化住宅の現状の評価としては、肯定できる面を見つけ出す

事は非常に難しい。 というのは、私は、商品化住宅とい うのは テ ク

ノロジーの産物としては、評価 できるという立場にあるので、住宅

の性能以外に付加価値をつけてゆくという商品化住宅の現状を、あ

まりこころよく思わない。 というのは、この付加価値こそ、今はや

りのソフトに立ち入 ってく る事で、その行為は個人の欲望なり価値

感、あるいは社会的な問題まで、表層的にすくい上げ、各商品住宅

を差別化するための手段にしているにすぎないからだ。これは、住

宅のもっている社会的問題、個人的問題を掘り下げる事なく、商品

の価値へとすり 替えてゆく。

(3) 今後の商品化住宅の可能性としては再度、技術の革新がいかに



住宅に反映させてゆくかという点に注目したい。

例を上げると、最近では少し下火ではあるが、省エネルギー住宅

に対する各住宅メーカーの取り組みである 。住宅の建設戸数の大半

を占める、商品住宅の一戸一戸が省エネルギーを達成すると、その

積み重ねが社会に与える影響は大きいと 言える。また 、住宅設備に

関しても、必要以上に賛沢な機能や、見かけの' 哀' 華さなどの追求に

も、双手を上げて賛成しかねる 。

確かに、住み手の意識を住宅設備に向けさせ、生活の快適さを考

える契機を与えるという点では評価するが、今後ますます、物理的

に余裕のある住スペースの確保が難しくなるので、 いかにコ ンパク

トで高機能のものを開発するかにカを入れるべきである 。

(4) 商品化住宅への建築家の参加は、最近増えつつあるし、今後も

この傾向が続くと思われる 。建築家のサイドに立てば、自分の住宅

に対する考え方を大量に社会にアピールできるというメリ ッ トはあ

る。 しかし、メーカー側から見ると、建築家も一つのプラ ン ドにす

ぎないし、建築家の価値は、いかに売れる商品住宅を創るかという

ことに最終的には収飲してゆく。つまり使い捨てなのだ。ただし、

一戸住宅を離れて、街という観点でみると、もう少し肯定的に考え

てもよい。最近の住宅メーカーによる一団地開発に建築家が参加し

た例を見ると、良好な環境が作られていて、今後も期待できる 。

以上、 今 日の消費社会において、商品化住宅が、人間 の存在基盤

としてのモノを創る行為まで、消費の対象にしてしまうのではない

かという危倶を、絶えず感じ続けている 。

( きし まさき/ 食宏、雅樹 + 環境企画室)

商品化住宅のイメージ

塚口明洋

ぼくが思うに「商品化住宅」は親切なんです。そこに住む人が何

を望んでいるのか、細かいことまですべて考えてくれます。 i あな

たの好きな住宅は、こんな住宅です。」という ように、 「ぽ< J が

まだは っきりとわか っていないことまで教えてくれます。 きっと将

来、 「ぽ < J がイメージした住宅を コンビュ ータ ーがそのまま実現

してくれたとしても、それが本当にぼくが望んだ住宅なのか、そん

なことぼくにだ って わからないでしょっ 。人の望みなんて、次から

次に移り変 っていくものではないでしょうか。それを一つ一つひろ

いあげてみた って何もできゃしないと思います。ぼくは「商品化住

宅」のそんな親切なところが、見ていて疲れてしまうんです。

「商品化住宅」は本当に親切です。お金さえあれば、 何 でも簡単

に手に入れることができます。でも、本当に何でも手に入れること

ができるのでしょうか。 たとえば、ぼくの住んでいる近くには市場

がありません。立派なスーパーがあるだけなんですが、そこでの買

物は何 でも売っていて、とても便利 なんです。ても新鮮な魚を食べ

ることができません。 くだものもほとんどがビニールパ ックの中に

入っています。あらゆるものが親切に、清潔さを大切にするために

パ ックされています。 そして値段も割高にな っています。手に入れ

ることができるものは、商品化が可能なものだけなのです。

また、簡単に手に入れることのできるということは、喜んでいい

ことなのでしょうか。 フェデリコ・フェリーニが、こんなことを 言

っています。 i 映画とは、ある話を撮影している最中に 、その映画

の登場人物と同じぐらい素晴らしい人たちと、また別の冒険を生き

るという、二重の喜びを奇跡のように与えてくれる芸術だと気つ' い

たり この魅力あ ふれるプ ロセ スをぼくは大切にしたいと思います。

でも、 「商品化住宅」は「商品としての住宅」 を追求した住宅で

すから、当然商品価値は高いものです。今後ともますますその商品

価値を高めていくでしょう 。すべての ものを巻き込んでしまう 。本

当は商品化住宅の外側にあるものと思われるものさえもどんどんそ

の中に吸収して行ってしまう 。建築家の提案も、未来への夢も、過

去へのノスタルジアも すべて商品化してしま うのでしょう 。ぼくは、

商品化住宅は親切すぎると 言ってきま した。こう言 えば、きっと「親

切すぎない」商品化住宅が出て来るでしょう 。もし、ぼくが商品化

住宅を好きになれないとしたら、あなたのそんなところです。

「商品化住宅」は本当 に親切なのかもしれない。世の中は、こん

な住宅を望んでいる 。現代人の住宅は、こうある べきだ。 というよ

うに世の中の動きに敏感です。でも、ぼくは、ぼくにこだわること

を大切に思っています。 そのきわめて個人的なこだわりに、他の人

も共感をも ってくれればいいなあと思うんです。か つて、ぼくが感

動したことを党えている日常の風景、迷路のような路地、長い廊下

あそぶのに楽しい階段、物干し、屋根。そんなものを、もう 一度と

らえてみた い。 これは、過去を単に懐しむという意味でのノスタル

ジアでは決 っ してないと思います。森田芳光監督の映画「家族ゲー

ム」の中で、好きなシーンがあります。 i 夕暮れの把握」主人公の

中三の少年が、家庭教師 ( 松田優作) に国語の教科書に出てくるわ

からない語句を全部抜き出し、その意味を書くように 言わ れた時、

彼は 「夕暮れ」と 何ページも ノートに書く 。 そのあと、彼が何とも

満足感にひた った表情で、 「いま、夕暮れを完全に把握しましたり

といったシーン 。映像ではその時すばらしい夕暮れが映し出されま

す 。そんなシー ンがとても好きです。知識じゃないんて、す。情報じ

ゃないんです。世の中、情報が多くなりすぎているような気がしま

す 。

でも、商品化住宅への建築家の参加は賛成です。ぼくは建築家の

仕事の範囲を限定する必要は全くないと思います。現代社会の中で

仕事をしていくわけですから、時代によ って仕事の内容が変わるの

は当然だと思います。ただ、その中で自分へのこだわりはなくして

はいけないと思います。

最後に、商品化住宅について考える時に、限研吾さんの i l O宅論」

をたいへん参考にさせていただいたことを書いておきたいと思いま

す 。 i l O宅論」は、 「今日の日本人が実際にどういう住宅にどんな

気持ちで住んでいるかをできるだけ正確に記述しようと思った。」

という主旨で普かれているわけですが、その中の「アーキテクト派」

と「住宅展示場派」は読んでいて非常におもしろか った。 i アーキ

テクト派」の中て¥建築家に住宅を依頼する人は何を求めて建築家

に自分の家の設計を頼むのか。 i 建築家との知的交流に意味を認め

て・」ではないだろうか。 i デパー トの外商の人間では多少物足り

ないと考える奥方も、建築家との打ち合わせ、世間話、芸術談義か

らは充分な満足を得ることができる 。」 と書かれているあたりは、

奇妙な説得力があ った。

( っかぐち あきひ ろＯ 塚口 日 ｾ ｉ 洋 建 築 研 究室代表 Ｉ
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. アンケート「建築家からみた商品化住宅」

フ。ロダクトデザインの確立

北村陸夫

(1)  商品化住宅の功罪は、共に大量生産であることに尽きると思う 。

rjJ のほうは、 一定の技術レベルは品I t 持しつつ、大量の住宅を供給

し続けたということがまず挙げられるだろう 。

ｾｆＭのほうは 、 目先の多様さ、つま り 屋 艇 の形や、出窓 、 クラシ ｹ

ク調の玄関ドアなどのあまり本質とはかけはなれた部分での多様さ

でも って、 「いかにも、 一般大衆に受けそうなもの」に腐心しすぎ

ている こ とである 。

(2)  最近の住宅展示場などに行くと、各メーカーとも、 「デザイン 」

を売りにしている の が良〈分かる 。そして、それは大いに歓迎すべ

きことではあるが、次 の 2 点を指摘しておきたい 。

まず 、良くな って来ているとはいえ、まだまだレベルが低いとい

うことである 。わたし自身よく経験することだが、経済的なゆとり

もあり、教養もある人が、いざ建築となると絶望的に知識もセ ンス

もまるでダメという人に出会うことが多いのですが、それを考える

と、一般ユーザーのレベルが低すぎるからかも知れない 。

次に 、選択の IPI ，¥がほとんど無い、つま りワンパターンのなかで、

わずかな差異を競 っている状態であり、ユーザーの本質的な欲求に

は答えきれないということである 。 自動車であれば、セタン、スポ

ーツカ一、ワゴ ン 、それに続四輪からハイソカ一、はては、ン ｦ ｾ 円

の管董品まで の選択肢があるが、商品化住宅はいわば 、4 ドアセタ

ンのみ、あとは飾り物が少し述う位j交のことだろう 。

(3)  我々はともすれば住宅とい うものに、過去のノ スタルジーを 含

め何かかけがえ の無いも のに惣い過ぎるところがあるようだ。 もち

ろんそれはそれで良いのだが、も っと軽〈、カジュアルに、半やフ

ァッシ ョンの ように考えても良いと思う 。 そう考えれば、商品化住

宅はも っとプロダクト ・テザイ ンとして確たるものになるだろう 。

そして工業製品としての質の高さと、本来の意味でのバラエティを

持ち得るのではないか 。現イl刊はまだ未成熟な段階であるが 、いずれ

は自動車業界並の成熟が期待されるだろう 。そしてそうなるために、

微々な生活ノ マター ン、周辺環岐に対する配防ーなどが特に望まれると

ころである 。

それに尚品化住宅を公正に tttiWする場、それは公の機関であれ7

スコミであれ、そのような場を通じてメーカーの、大衆の無気|に迎

合する姿勢を正して ゆ くことも必要であろう 。

(4)  i 建築家」 とは何かということがは っきりしないと答えになら

ないので、私の考えをまず 言います 。

例えば、 絵 をtfi 山、て生計を 立てている人がいる 。ある人は陶器の

絵付けをしており、またある人はキ ャンパ スに箔き画廊で発表して

いる 。般本的に何ヵ、追うかと 言えば、首II者は無名性、匿名性であり、

後者は作者の名前を 付け 「作1Rt」 としている 。 もちろん、エライか

どうかの話ではな い、自分自身でどう決めているかということの辿

いである 。

わたしは 「建築家」 を後者と思 っていますし、自分自身そう規定
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しております 。正確に 言 うなら 「作家建築家」 と言 えば良いでしょ

フ。

その建築家がハウスメーカーの住宅を、直接設計する のは出来な

くもないが、耐者の利害カ、一致するのは、なかなか鰍しいでしょう 。

そうゅう試みもあるようですが、あまり成功しているようには思え

ません 。

夜、の係わ ったケースですが、 「施主の干渉のない住宅」 として、

5 人の建築家が、思い思いの住宅をつくるという、これはディベロ

y ノマーからの依頼でや ったことがありました 。 これはいわば D C フ

ラン ド住宅として、作家建築家を利用したものでした 。

この ようにある限定された、そしてうまい仕掛け のある形であれ

ば、メ ー カ- 1ft1J も利用価値があるだろうし、建築家1f1J J も新しい領域

を広げていくことにもなる 。

私は古き良き、旧 ・建築家協会のいう 「建築家」像にこだわるつ

もりは、全くありませんし、 ゼネコン、ディベロ ッパ一、ハウスメ

ーカーなんでも 組んでできるなら、それでも良いと思 ってますが、

あくまで作家であり、作品を創っているのだということが自分の根

幹であるということであります 。

( きたむ句 りくお / ズーム l; r1111j J 二[J} 主宰)

アンケー卜設問

( 1)  ｾＧｬｪ ，ＺｪＧ，ｩ ｴ 住宅 の 今日ま での 功罪 Ｈ 擁護 論 、懐疑， 論 Ｉ につ い て 、お聞 かせ下

さい。

(2) 術品化住宅の現状の評1iHi (デザイ ン性、 11 会判IJ について。

(3) これか らの商品化住宅の可能性 ( J9J 待、 何定) 、ありかたについて。

(4) 問品化住毛への建築家の参加 (，'i 一定、何A ' ) について。



商品化住宅の歴史

転換期 うく 〉く〉く 〉く
萌

欄 紫色
展 開

其月

芽 誕
期

其用
生 其日

1990 

1950 

1980 
1960 

1970 商

.  ( ダイワハウスルグラン) (1985)  .  ( ミサワホーム ニューセラミッヲの京) ( 1980)  

.  (セキスイハウス A 型) (1960)  .  ( ダイワハウス A 型) ( 1962)  

.  ( 三井ホームアメ リカン ウエストウッド) ( 1989)  

品

.  ( ミサワホーム 0 型) (1976)  

. ( ダイワハウス白型) (1967)  . ( ナショナル住宅大屋織のある家) ( 1970)  
化

住

宅

〔三菱地所アセ ット 101) ( 1978)  
〔セキス イハウ ス 2 B型) ( 1964)  

口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口
[ ミサワホームチャイ ルダー) ( 1989)  

[ ナショ ナル住宅ソラ ーナ寄棟) ( 1978)  
{ ナショナル住宅 R 2N型) (1965)  

.  ( 大成ハルコングランドライフ) (1970)  

.  ( セキスイハウスクレフ万 一 卜) ( 1985)  

[ セキスイハウス日型) ( 1962)  の

[ ミサワホームホームコア 75) (1974)  

・ [ 三井ホームマッキンレー) (1977)  

〔セキス イハイ ムスカイワード ) ( 1981) 

〔大成ハルコン ヱクセル) ( 1981) 

〔ダイワハウス チムニーのある京) (198 1) 

.  ( セキスイ ハイムツーユーホーム) (1989)  .  ( セキスイハウスグルニエのある京]

(  1979)  

. ( 松下 l 号型) (1961)  . ( ミサ ワホームフりーサイズ) (1962) ・ 〔ミサワホーム規格型) (  

〔三井ホーム

フィルストリーム) ( 1986)  

流

れ

E : " w 

E E蝿

〔セキスイハウス H 型) ( 1968)  

各時期の代表的商品化住宅を選んだ。

但し、紙面の都合でやむを得ず捨象 した も

のは数多くある。

面51面

〔ミサワホームホームコ ア) ( 1969)  

[ セキスイハウスフェトーのある震) ( 1982)  〔ミサワ; t ; ーム F - 350)  (1972)  

[ ミサワホーム M!l'12リビング) (1980)  

{三井ホームコロニアル' 80) ( 1980)  

E ヨ〔セ キスイハウ スイズ・フラット) ( 1985)  

〔セキスイハウスドーマーのある京) (1984)  

〔ダイワハウスニュー春日) (1970)  

〔ダイワハウスニュー飛鳥) ( 1970)  

( ・は写真参照)

. ホームオー トメ ーション本格化( 1986)  ・ 木造 Ｓ 階 建 住宅ｾ百 ｔ Ｈ 1988)  

. 第5 純住宅建設 5 均年計画( 1986)  ・ インテリア コーデイネーター制度( 1987)  

. 地価の異常高騰( 1987)  ・ 建築資材・人件費高股( 1988)  

. センチュリーハウジング( 1ヨ80)

. 木賞アパー ト飛緒的増大( 1960)  ・ 住宅用アルミサ ツン発売(1961 )  ・ 洗面化粧台商品化( 1963)  ・ 木質系プレハプ住宅発売( 1967)  

. 大手プレハプ〆ー力ーの伎作住宅 . 公庫、プレハプ住宅に融資 ( 1962) . 住宅供給公社発足( 1965)  ・ 自治体の宅地開発指導要綱開始( 1967)  

完成( 1960)  

. 鉄骨ユニソト住宅発売( 1970)  ・ 日照矯訴訟( 1972)  ・ 経済企画庁「庭付き一戸建てはもはや夢 J (1973) ・ 第3 湖住宅建設 5 ヶ年計画( 1976)  

. 第2 刻住宅建殺 5 ヵ年計画 ( 1971 )  ・ ( 財) 住宅鶴品開発センター股立( 1973)  ・ 往宅統計腐査で r 1  世帯 l 住宅』 一応遣成( 1974) . 第3 次全国総合開発計画( 1977)  

• 2  X  4 工法オーフン化( 1974)  

. 住宅食融専門会社萱1 I ( 1971)  ・ 工業化住宅性能認定規定公示( 1973) . 優良住宅部品認定制度発足( 1974)  ・ ハウス 5 5 ( 1976)

. 工11生産住宅協会発足( 1947)  ・ 宅地盤物取引業法( 1952)  

• J I S規格( 1949)  ・ 公営住宅; 去 ( 1951)  

. 住宅金融公庫発足( 1950)  

. 住宅事情胸蛮住宅不足270万戸( 1955) ・ 日本軽量鉄骨建築協会発足( 1955)  

住

宅

. 第4 湖住宅建設 5 ヵ年計百( 1981 )  
. 留民生活白書r住宅' : 1. 1:ご職後 J ( 1959)  

- 日本住宅公団発足( 1955)  .  "主量型鋼生産開始( 1955)  

. インナーシティハウジング(1980) . 住宅不況、建段戸数落込む ( 1981)  

. プレハブ恵袋脇会政立( 1963)  ・ 7 レハブメー 力ーの住宅展示場活発化( 1965)  

・ 全国総合開発計画( 1962)  ・ 纂 1 糊住宅建段 5 ヶ年計画( 1966)  

. 住宅産集鎗( 1968)  

- 現場の職人不足慢性化( 1987)  

. 木賞アパート婚主日開始( 1955)  .  ^ テンレス流し台市販( 1956)  

. 住宅 都市盤情公団発足( 198 1) . ワンルームマンション( 1983)  

. 銀行の住宅ローン開始( 1960)  
. 新全国総合開発計画( 1969)  

. 7 ァミコンが急速に普及( 1983)  ・ D1  N  K  S  (  1986)  

. 外国人労働者怠噌( 1982)  ・ 「新人減J 出現( 1983)  ・ ニューメディアブーム( 1986)  ・ 男女雇用機会均等，圭( 1986)  

• r いじめ」が社会問題化 ( 1983) • 3 世代同居宵定派が嶋加( 1985)  ・ 空前の円高( 1986)  ・ 消費税導入( 1989)  

• r財テク」ブーム( 1986)  

世 1. 特需景気、糸へん景気( 1950)  • r団地族」の呼び名( 1958)  ・ 電気冷蔵庫普及( 1960)  

. 経済自. r もはや戦後ではない J ( 1956)  ・ マイカ 一時代始まる ( 1959)  ・ カラーテレビ本放送開始( 1960)  

. 日本万国博覧会( 1970) . 日本列島敬造愉(1972) . 実質経済成長率マイナスに( 1974)  - 成図空港開港( 1978)  

- 電気洗濯機普及( 1954)  
- 東京オリンピッ: 7 ( 1964)  . 人口 1f軍人突破( 1966)  

. 東海道新幹線開通( 1964)  .  ｾ字国紛争ヒータ Ｈ 1969)  . ドルシヨ :1 7 、円切上げれ 971)  ・ 狂乱物価( 1974)  
. E  Cの 「ウサギ小屋」文書( 1979)  

. 第2 次オイルンヨ y ク( 1979)  

相

. ラジオ受情契約 1000万( 1952)  . テレビ受信契約 100万( 1958)  • GNP世界第 2 位に( 1970)  . オイルシヨッ: 7 ( 1973)  

- 団民所得倍増計画( 1960)  . テレビ受信契約 10∞万( 1962)  

や 皆 学書i- ，が指摘したように、 ｲ ｾ 己号化」の時代一

一 表層的な差異の記号化ーー と い う こ と で あ った.

オイルンヨ ッ ク後の技術不信的な価値観は、 コン

ビューターの念、iさな発達 ・普及により、ハイテ 7

信奉に取って符わられる 。 しかし 、商品化住宅の

ように、後術的に l i 特定の数社だけが高レベルを

維持しているという ｾ ｍ ｉ，｜ｩ が存続せず 、 総じて妓待 ｉ

的な向上が見られるという会社Ilf lの関係では 、独

自性は必然的に表層的な郁分の差異を強調するこ

とになる。 それは、単に僅かのオ リジナリティを

P Rするという初期の稚拙な手法ではなく 、治資

者のニーズを分析して記号化し、その記号を具体

的に視覚化することによ って、 トー タルな好ま し

い住宅! 日! のイメージを与え 、 そ して: な議下では強

くそのイメ ー ジこそ魅力的であると説得する とい

う巧妙な情報 操 作 となって現れる 。

このような情報化によ ってっくり出された住空

間のイメージに対応するために、モ ノとして の街

品化住宅も変化を見せる 。 多機化するニーズへの

対応とい ったことは 7 0年代から l況に常織とな って

いるが、 80年 代 後 半になると企画司自の尚品化飢えi

が附発され始めている。 また、 r プ レハブ」 の 持

つ lλ l定したデザイン ・イメ ー ジを打破するため 、

一 部 の建築 家 がi荷I刊の企tlll iや デザインに参加する

という動きも従来にはなか ったものであり 、遂に

商品化住宅が 「建築雑誌に載る」時代がやってき

ている もっと も、 プ レハブ会 社 もこの時期には

住宅のｾｩＱｩＭＢ ー カ ー という減を総えて、集合 住 宅

これは正に商 品 としての住宅の登場である. つ

まり、工業' 化によってっくり出した 製品が先にあ

るのではなく、需要層の 特 性 や噌 好 を 事 前に把鐙

し、 明確な商品企画を行った上て¥呉ー体的 な検 討に

入ると いう、製造・販売業の基礎とも言うべき流れ

がこの時期に線立されたということである。その

意味で、工業化住宅としてだけでなく、商品化住宅

としても 誕生期 と位置づけることができるだろう。

のディベロ ッパーやスポーツ施設の経営主体とい

う方而に進出しているから、有名建築家を 、 自社

のアイデンテ ィティを火わないで使っていくだけ

の実力をつけていたとしても不思議ではない。

総合的に、高度化が図られてゆく商品化住宅であ

るから、既に住宅単 体 を巧妙に販売するという段階

も主主える努力がなされている. 外情までを含んで{ 王

室聞のイメージをつくり上げたり 、まちなみ情成 の

手法を細み出していくと L 吋具合に、もはやまちづ

くりのコーディネートのレベルが考えられている 。

この時期には、 l福品化住宅l i 市場に似維に没透

し、向上した技術や巧妙fじした企阿7)を鋭使 して

時代を リードし てゆくこととな った。業界の庶 fー

は嫡チとして向他共に認めら れたのである .

計画の企画がなされていくという 手 法 もこの時期

の 後半には本絡化する 。f后袋動防lの杷怪から商 品

の 企凶、後術的な対応ま でh が歯車が噛み介って動

き始めたのである。

但し、主11設業一界においての商品化住宅の{ 立抵は

非 常 に 特異なものであ った。何散なら、ゼネコン

とは疎 遠であ る し、 7 ンションのディベロ ッパ ー

とも性絡が異なり、その 「作品」が建築関係の専

門誌Ｎにｻｾ ｾ されることは符無であるハウスメ ー カ

ーの社名や製品が 、一般 ti 'Jけの住まいの本やテ レ

ビには氾濯し 、業界でのシェアも年々 刷大 したか

らである 。 これは 、総合的な完成品自体を『商品」

として 倣 う という こ とが、全くの異業慢の参入と

いうよ うに考えられていたからであろう 。 その怠

味では、業界の庶子と思われてきた商品化住宅が、

嫡子として認知されるべく必死の努力をした l時期l

一一ーと言えるかもしれなし、

l ∞ % に 近づけ るこ とを目械にする ことによ って、

プレハプメーカーといえども抱えている問題、 flP

ち技1m工不足や施」二能力の低下により 、受 注 しで

も」二期内に竣工 できないという事態に対応する努

力がなされている 。 これは、 I高i品化住宅= 1 ' i ' l 庵に

耐えるとい う生産有本{ 立のメカニズムが光全に変

谷し 、生産の合理化による多織化 ・高度化した 目前安

へ の 迅i主む対応、が主流にな ったことを示 している 。

一方、 ソフ ト簡の本格化はハ ー ド面のそれをも

上回ると見られる 。 肢も顕著な{ 抑j は、研究学l副都

市における各社の相次ぐ研究所の設立である o ｾ Ｎ Ｇ［ｩ＠

ｾの総 ｴ､ にはｾｊｩりがあり、 し かもその需要の内容

たるや、以前とは比較にならないほど多岐に瓦っ

ているために 、顧客の妥，) <を I! 日座に凶而fヒしたり 、

空間j化して見せることによ って制繁を凶 ってぬく

というンミ ュレーション ・システムが不可欠とな

っているとい うことである。

しかし今後のトレンドがいずれに向かうにせよ 、

商品化住宅が転換点を迎えつつあるのは確かなよ

うに忠われる 。6 0年 代 の1買で述べたように 、i3i ，応

化住宅の捻ｾするイメージの原点は、戦後住宅公

団 等 が示 した 「新しい生活」であ った。但 し、戦

後4 5年 が 経 過 しようとしている今日に至って も、

そのような生活様式がわが国の ものとして本当に

紋遺骨平であ ったかどうかについては 、未だに結論

が出ていない。伝統的な住機式を色ift < 残 しなが

らも全体的には洋風に特化した画一 的な生活スタ

イルは、建築家や批評家からは健かに批判を受け

てきた 。 しかし現杭に至る まで、それ以後の 生 活

機 式 を一変させ るよ うなわが国独自のスタイルと

いったものは出現することはなかった。というこ

とは 、民間企業の 行動原理としては、従来のスタ

イルが広 〈コンセンサスを得た もの と い う 前提 が

あることになる。 従 って、わが悶の商品化 住 宅 の

歴 史 I;t. r 現代の日本の住宅は如何にあるべきかと

いう快晴; の歴史である J ということではなく 、「そ

の時代のや; 質 を如何に うまく 商品と して表現する

かという努力の歴史 である」と評価するべきだろう 。

そうすると、 f古報が更に高度化 していくか、都市の

口密度居住が更に進併るといった、現庄でも予測て・

きる傾向はあるとしても、家狭制度が崩壊するとか 、

玄関で靴を脱ぐ慣 習がなくなるといった 、恨底的な

'金谷は少なくとむ ここ 10年間lには起こり得ないであ

ろうから 、商品化住宅について も、現状の縦 続的

な発展というプロセスを辿ることは附途いない。

その際、 ソフトの開 発カt重要だとはいっても‘ 商品自

体にわが凶の i主係式を変えるようようなイ ンパ 7 卜

がなければ、飽相点とでもH千ぴうるような状態が速か

らず壬IJ 米するとしても不思議ではなし、。それはl立ちに

商品企凶iが行き詰まるとか、技 術の向上が頭打ちにな

るということではないが，R 4 ' の住宅のあ リ方 を 、必

ずしも常に原点に戻って々えていた訳ではなか っ

た商品化作宅が、その y ワ許せを受けることは十

分にあり得る のである . もっとも、それは日本の文

化全体について当てはまることではあるが… ・目

(石倉 健彦 / U，宅都，Jj 棋院' 公団l刻附) < tt) 

コルピュジェ やグロ ピウスにj f I l ることができ る と

い っ た 近 代 主義 建築 の 教 義 が極 め て栄夫的な形

で産業化されたのが工業化住宅の原点と見なされ

るであろ うし、実際の 作品は 、現在から見れば俗

段に低い技術を素直に形態と して表現したも の と

いう感を育めない。

一方、工業化作: 宅が何よりもまず、大i量生産さ

れ る 工 場製 作部品を多用することにより良質な住

宅 を安価で供給するということを主阪に世いてき

たとすれば、対象となった需要者層の主力は資本力

に乏しい大都市圏流 入層 でhあったと恩われる。とこ

ろが、急激に都 市 化の進んだわが悶にあっては、新

しい都市型住宅 とい ったものに対しての共i I f J 認識

が 、家' oU. ! 品の よ うには一般に浸透していなかっ

たため、結巣的には、伝統的な日本の家屋に比べて

奇妙奇天烈l という評↑ 舗を多〈受けることとな った。

このような最 初 期の、 軽畳鉄骨と パ ネ ル で悌 成

されたボ ックスの形状が外観にその まま表れるよ

うな 、純粋型工 業 化住 右l立、 l既に 60年 代 の後半に

はその安を変えて表れる 。 それは単に 、 仁業生産

品をそれ らしく 見せる という こと では な く、 E量級

形状に 多線住を持たせたり 、地主の側々の要求に

対応するための 多様なバリエーションが組めるよ

うなシステムを I期発する といったことであ った。

また、工業化= 安 価 な1i:'己とい う図式一辺倒て' は

なく 、低廉なも のから高級ならのまでランク付け

された住宅が発表され始めるのもこの時期の後半

からである 。

誕 生 期( 1960年代) 商品化住宅は 、こ のような新 しい悩他観 による

住 宅の選 択の時代の幕開きに当 たっての勝手的 な

存夜であった。 校wr的には建設省が7 3.if.に 発足さ

せた工業化住宅認定制度に よって 各部材の性能; 怯

準 が明確化 され、また、 公的な評 定 を 受ける とい

うことが各 プレハブメーカ ーの 技 術開 発の具. 体的

な H僚 となって 、住宅のレベルは格段に 向 上した。

同 じ鉄骨 糸 ・木 質系の中でも 、ユ ニ γ トや大相 J ぞ

ネル を用いた工 法 も 登 場 し、 多機化 もますま す 進

展 する 。 また、 74年 に は枠 組 笠 工 法がオープン化

きれ、各メ ーカーのu 争 が一段と激しくなる 。

商品化住宅が正に「商 品」を売る手法に おい て、

公的な住毛供給に大きく差をつけてきたのもこの

時期か らであった。 クロス ・カーペ y 卜等内基金付

のコーディネーシ ョンを 件社 がオ リジナルに持 ち、

住 宅 展示場 でそれを実現 し てゆくという版売の企

画 カ に 加え、新聞広告やテレビのC M等に隊司な

モデルを起用することにより、従来の組立式= 到

一的というイメージを払拭させると共に、実際に

建設するためには市場単価の数倍も かかると 思 わ

れるような豪華なセ y トの中での家族の肖像が、ニ

れからの住生活のあり万であるとい った、一定め

イメ ー ジモデルを創出し 、見る者に憧れを与え、

需要を喚起するという手法が定新したことが大き

い。 r イメ ー ジを売る 」 時代の主IJ米である 。

無論、 イメ ー ジをつくリ出すためには J，!; 礎デー

タが不可欠であるから、モニターを使った調貨や、

アンケー トの多変註解析等によ って、外観や色彩

はじめに
萌芽期 ( 1950年 代)

一大量供給の至上的使命により、

工業化住宰の可能性が生まれる

ゆくことになる 。

o  K形式によ って提 案 された住生訴とは、テー

ブ1レを 肉んだ尚子式の生泊 であ り、水洗便所や洗

凶I所 ・浴室とい ったぷ{ 帽を使川する生活て' あ った。

それは伝統的な住械 式から見れ1;(191 らかに洋風に

移 行 した スタイルである が、 土I t は 止; 関ま でとし

たニと や 利率を依 然 として残 した ζ とは、そ れが

鰍 め て「日本的なi羊JlIし である ことを 示して いる 。

援するに この時JUII 止、 従来には始ど存自: しなか

った住宅投 び11' 悌式 が現実のものとして 姿 を 現 し

始めたのであるかり、後の( 仁志供給の方li'l を決定づ

けるよ うな強烈な商品企副が行われたと見るこ と

が できる / J 二業1ヒさ れた一 戸m主文 住 宅」に似定

するならばこの時期には r ，m品化住宅」の'災級 li

ffi ど符無 て' あったかもしれ合いが、現イ1: 1 こ快いても

各ハウ スノー カーが i土:むを' l I' : 1曲する際に必ず念日'f i

に遣い ている?買の、ライワスタイル一一そ ニに近

つく よことが事Mであるとするようなリ ー ディング

イメー ジーーのj京引が 形成されたのである . 次

の 時 ｊｕｊ から本物的にￍｬｦ￬まる ｲＱｾ 化住宅の 生産に 布

いて 、農村U:. 宅の斗l ，fli や、 Ij: 中部出 . 'l!f生百11Mを

持 つ 邸 宅の‘ ド凶l が参考 に さ れ ることはなか った.

「商 品 化住宅」は 、時代が多隙fじし 、マーケ y

ティングの手法が定着し てき た時期から の1m物 と

見られることが多いが、大1心的に比れば、新 し〈

縫ヨさされた往生活の イノー ジこそが、現在の 「商

品化 住 宅」の 基舵に な ってい ると 見る のはあなが

ち的はずれではないで》あろう 。

ー プレハ ブ住宅 が一 斉開 花

生産販努 体制が確立 する

r i街品化 住 宅」 の歴史とは、辿るのが附単なよ

うで難 しい。 r 工 業化住宅 J の時代からの主だ っ

た作品の ラインア ップを並べてみるこ とは、業界

内部の人間にと っ ては周知 ｬ のｊｪ ｾ突 の 羅列 に過ぎな

い であろ うし、外部の者に とっては単なる 写 真;m

でしかあり得主い t.; ろうからだ。

しか しこれを、 商品が時代に対 し て 持つ 意味合

いの変遷と して従える時、 「商品化住 宅」 とはむ

しろ文化的性絡を強〈帯びることを意識しない択

にはいかな、 、 何故な ら、 商 品 というものは消u

者に対し てそれを勝入する気に させ るだけのメリ

ッ トを持って いる筈だから で あリ、商品 としての

住宅とは、{ 主み手に対し て「よ リ良い{ 主まいとは

どのよ うなものか」を 常に紘力的な形で訴え続け

高度経済成長1: 1 : 、大都市への人口集中及び世帯

の 細 分化を必然的にもたらした。 その結果、また

もや深刻な住宅不足が生じた 、 終 戦直後 と呉なり‘

応急俗世ではなく、言わ l i 本俗的な対応、が必繋と

されることとな った。 Ｖ Ｕ 年 の ｾｬ 期 住宅建設 Ｕ ヵ

年計画では r 1世 帯 1 住 宅」が明 確に謡わ れている。

しかし、全体的な施策 としては、 虚業基量産の強 化

が優 先され、住宅を始め とする社会資本のM備 は

著 しく立ち遅れて いた。 そし て、こ の 時期 の ツ ケ が

現在 の 住 宅問題にま でず っと影響 を 及 ぼ して いる 。

40 - 5 0年代か ら目的きと して は 存在し 、試 作品 レ

ベ ル では 具 現 化 されて いた工業化住宅は 、この時

期 に 至って一気に 製品化さ れ、現在の大手ハウス

メー カーが次々と名乗りを挙げるようになる 。6 2

年 の住宅金融公庫 の プ レハプ住宅への融資決定な

どは、 工業化{ 土毛の誕生に対 す る公的なオーソラ

イズ とも言える だろう 。

この時期の初期の住宅は、各社がその持ち味を

発 持 して特 徴のある 外 観や 内 装 をつくり出したと

い うこ とではな く‘ 試作の結 来 漸 〈大電生産して妹

ｾＺ をとれるだけの 工業化 が可 能 にな っ たものと評価

する の が正 しいであろう 。わが悶では戦災復興が

工 業化の出発点 であるとしても、世界的には J レ・

戦後の住宅供給l之、戦災によ って命 じた圧倒的

な数の住宅不足を解消することから飴ま った。 そ

の対策は、公共 主 導司 ｾであ リ、 由 ｊ 火性能を持つ 集

合住宅の建設に まHJt が置かれていた. しかし 、ニ

の時 JUI には新しく出現 したタイプの住宅を如 何に

住みこむすか といった生活技術も 皆無に等しか っ

たか ら、令てが模索状態であった 。

当然、こ の時 期には r I部品化住宅」という用活

肉体が存イE しなか ったが 、大宜供給 の 必要性 = 規

格 化によるコストダウンといった必然的な j カニ

ズム によ って 、戸建住宅に つ いても工 業化への布

ゐit: i 満々と打たれていた。1見伝では当然の ものと

して受け止められている部品 ・製品が微尽な試行

錯 誤の k に大なぜ工l奮さ れるよ うにな ったのはこ の

時期から であ る。

もう一点見抜と して はな らないの は、現イドに ヨ巨

る 「新 しいf+: 牛'.i 古」 の l県別がつ く句 il 1 . よというこ

とである 。住宅公団が生み出した D K 形式のプラ

ンli ‘ 戦時中から附究者や建築家によ って 進めら

れ てき た 「段小限住宅」の成 採 であり 、 「食品担分

離 j r枕縦 分荷量」 とい った坪j 告に必つく ものであ

った. そ して 、ここ で 縫架された住生活のイ メー

ジは、その後決 して 後戻 りするこ となく発展 して

展 開J()J ( 1970年代)

r露首品とじての住宅」の 定 式 が

できる

7 0年代に入ると、わが圏全体に大きな変化の波

が 訪 れ る. それは高度経済成長の終駕であり、 大

L 1生産→大f t ! : 消費 という単純な符給健 造の 転検 で

あ った，73年 の「住宅統計調 在」 で、 住 宅 数が世

帯を上回る結果が出たことは、惣願の達成といい

うよりもむしろ、漸く住毛という ものを 、 鼠的不

足の解消とい った供給主噂的なメカニズムに よっ

て考 えるのではなく 、個々人の 逃 択 の幅の 拡大 化

という質的な、需要主導型の流れによって考 える

気 速 が 鎖α 化してきたと 見る べきであろう 。

実 際、住宅に対する困窮感は、同度成長と 共に

減少してい った訳では必ずしもなかった。何故な

ら、消 Ｑ ｾ ｒＱＧのレベノレまでは多 ｦｪｴｦｩｩ にわたってのか

に な ったことによ って、往 生 活 のfi 閣さ が相 対 的

に物大してゆくという結来が生じたからである。

転 換 期( 1990年代)

一新たな道を求めて

てきた車古巣に他な らないからである .

このよ うに 身える と、 「商 品化住宅の康史」と

は、 一 般的にイメ ー ジされてきた 「私の住みた い

住 宅」の夢の歴史であると呼ぴ得るかもしれない。

集合住宅ではなく戸建 住宅‘ それも注文性宅で生l

つ在来工法ではないものを係り上げる のはー 断的

にならざるを得ない部分もあるが、ともあれ そう

い った切り口で 「商 品 化伐 宅」 の道粍を見ること

とし た。

なお、時代を 10年毎に区切 った のは便宜的なも

のであ って 、キ寺に エポッ 7 ) ーキ ングな el対両によ

ったものではな い.

欄 熟 期( 1980年代)

一議晶化の推進、情報操作による

イメージ化が進む

トレン ドが次々に変化してゆくとい うこ札から

の時代を 、10年のスハ ンで括るのは品目'.-1:; "f 能 か

もしれない。 しかし 、 n立90年 代 に 入 ったばかり

の今、昨年までの傾向から AA捻 して 、 「商 品 化 住

宅J がどのように展開し てゆくかを考策すること

は済ギできるだろう 。

縦突に口える こ とは 、 「尚品化f i : ' も」がハード

商 ・ソフ ト而ともますます本俗化 して均く という

ことである .

1f lk l i  / 、ード商では 、工場生産比砕を限りな く

80年 代の s 誌の特徴は、何とい って も 「悦鰍{ ヒ」

ということである 。商品化住宅だけでなく、生活

のあらゆるん.j t(J iで、ii!l'[ Yf守は移しいl誌の的報に触

れ、無 Ｎ ￬ＺＡｾぷ的にせよ自分の価値判断て ・ それを取伶

選択し てゆ くことになる 。

↑ 白銀が月をひ'量とうという ζ との. l f. 味は 、経済学有



過去・現在の代表的商品化住宅のプラン

転 換 期→期熟燭期開展期生誕
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ナショナル住宅ソラーナ寄陳 ( 1978)

セキスイノ、ウス B K  V  ( 1979)  

ミサワホーム M型2 リビング ( 1980)
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ダイワハウスチムニーのある家( 1981)
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セキスイハウス H型( 1968)

ミサワホーム ・ホームコア ( 1969)

ナショナル住宅大屋根のある家( 1970)  

ダイワハウスニュー春日( 1970)

セキスイハイム Ml 型( 1970)

大成パルコングランドライフ ( 1970)

ナショナル住宅 R 2 N- 9 0 0  ( 1972)  

ミサワホーム F - 350 ( 1972)  

ミサワホーム ・ホームコア75 (1974)  

セキスイハウス2 8 型 ( 1974)  
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12.  

13.  

14.  

15.  

16.  

17.  

18.  

19.  

20.  

1. セキスイハウス A 型( 1960)

2目松下 1 号 ( 1961)

3 . セキスイハウス B 型 ( 1962)

4  ダイワハウス A 型 ( 1962)

5 . ミサワホームフリーサイズ ( 1962)

6. セキスイハウス2 8 型 ( 1964)

7 . ナショナル住宅 R 2 N型( 1965)

8. ミサワホーム規他型 ( 1966)

9. ダイワハウス B 型 ( 1967)

10. セキスイハウス2 8 型 ( 1967)
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イノベーション INNOVATION+RENOVATIONｾノベーシヨン

A B C商会のショ→レームにいらっしゃいませんヵ、

くらしが本物を求めはじめています。高級指向のトレンドに対応して、世界からラインアップρした素材の数々。

見て、触れて、本物だけがもっ輝きを確かめてください。

A B C商会の世界の一流素材が提案するのは、そんなこころ豊かな生活進化ですL

ショーゾル- . . 4へどタ- yo ... .........、 〆' ー、

E札 幌 日11( 231) 7060 I東 京 03(50717117 1 : 大阪 06(943)2839 I名古屋 052(263)1455 I広 島 082(243)8228 I福 岡 092(272)3122 1 、I l '  

お問い合わせは Ｏ 欄 Ｐ Ｑ ＱＭＱＳＱ 棚 ・ 仙台限引 ＷＭＱＶＱＱ ・ 大宮附 ＭｾＭＱＶＱＴ ・ 晴間 Ｍ ＴＱＭＶＱ 白 ・ 東 京国ー印 Ｗ ・ ＷＱＱＱ ・ 耳 ＱＱＱ 附部叩 ・ 糊附剖 ＱＭＶ Ｑ ＳＱ ・ 欄酔図咽 Ｑ ・ 欄邸 ＭＱＱＶＭ 即 時 刻 ＷＶＱＭＴＳＭＱ 削 ， 、. 、ｾＮ ｾｉ 、，ｊＮＮＮＮ［

名古屋股ーお1-“11・閥日高ーおト7諭 吋 匝{ 時国担3 - 1831・岬 076-37ト初n・岡山峰子百 01関・蹴 胴-3ト 蹴・E 島田町唱仮置 ・掴岡田1? - 1刃包包・照本随一3昌一1711・珊 峨盟国一37包 ｾ・ ｅ 門‘ｾ盟主旦 Ｎｌ

カヲログ在ご摘京ください/ 干 100 東京都千代田区永田町子 12-14 繍エービーシー商書 宣伝部S 円係 T EL .03(50 ml l l 日't ) .... .IIIL......' 司、___，
建築と社会 '90.01

切羽全国書屈で好評発売中/

「建築技術J 12月増刊号

実 践 建 築 工 事 検 査 E

鉄 筋 ・型わく ・コ ンク リー ト工事 の 検査 ・試 験

方j去を、それぞれ1頁目をお って 解 説 してい く

品質確保のための 必携 マニュ アノレ。

IfFi 建築技術r =詰J!?言

亀田秦 広 監 修 A 4判 300頁 税 込 定 価3，300円

床構造入門

ス ラ フ の は な し

さまざまな構造形式の スラ ブを、それぞ れの

特徴 を上 手に 生 か して使 い分 け るためのガ イ

ドブ ック。

松井 源 吾 著 A 5判 167頁 税込定価2，300円

欠陥だ らけの施工だから... ...

指 標 場 所 打 ち 杭 工 法

20余年間も 土 を掘 り続けてきた 著 者が、基 礎

の施工てし、か に欠陥が多いかを痛感 して新 し

く書 き下ろ した警告 の書。

北中克巳 著 A 5判 500頁 税込定価7，500円

株 式 会 社 建 築 技 術

干 151 東京都渋谷区幡ケ谷 1- 1- 2 福西ビル

TEL .03 (5371 ) 3811 FAX.03 (5371 ) 8282 

- ・・特集・・・

ベスト配筋の

じ一決め手
今月の特集では最近の配筋事情 と

鉄筋工事の合理化に焦点 をあて、

復合化工法を大 きく取り 上げます 。

連載@建築法令を考える

検置建築強鹿規定の変遷

と電鍵構遭按術 7

一関東大地震と構造強度規定一

明治中頃、本格的な建築法制を望む

声を機に開始した‘ 市街地建築物法令'

幸子余曲折を経てここに施行される! !

CONT E NT S  

1 . 鉄筋工事の自主管理と受入れ体制

2 . J A S S  5  I l 筋指針と各事業

体の配筋基準の出般

3. 股針・施工上の聞圏点

① 円 ｃ 造 ｾ ｓ 円 ｃ 造③ 壁式 情造

4. 鉄筋のかぶり厚さの確保

5. 量近の配筋事情

日鉄筋工事の合理化

①吾妻橋高層住宅における鉄筋工事

ｾ ｈｩｒｃ 工法の鉄筋 工 事

③中層建物の鉄筋工事の合理化

④高層R C造の鉄筋工事

⑤三郷ニュータウンの鉄筋工事

8 9  



平 成 元 年 度 ・ 第 2 回 若 い 会員の 集 い

“ 音楽と建築"

ーバロックをあなたに一

〈講演会+ 演奏会〉

レポート

昨年 10月21 日出に、 「音楽と建築J と題 して、

パ ロ y ク時代の建築と音楽について造詣の深い渡

部貞清先生の 〈講演会〉 とアムジ一室内合奏団に

よる く演奏会〉 という、協会の企画としてはユニ

ークな催しが、中之島 中央公会主主において開催さ

れました 。

この催しは、若い会貝の集い小委員会が今年度

企画したなかで最も大規模なもので、さまざまな

方の協力を得て、 ‘ 雨が降 ったら人が釆ない? n  

という委員の心配をよそに、当日は暑いくらいの

晴天に恵まれ、総勢 200名を超える観客をお迎え

し、成功裏に終えることができました 。

もともとこの企画は、渡部先生の講演会を企画

したのが、演奏会も併せて行おうと発展したもの

でありますが、振り返 ってみると、担当委員がが

んばったというよりも 、直々に何度も打ち合わせ

に加わ っていただいた渡部先生とアムジーの稲本

娘のバイタリティあふれる協力のおかげで実現し

講演す る渡部貞清先生

個性が不協和音でもあるが、しかし、教会堂をと

りまく壁体は、 円柱の背後にあってしなやかに波

打って おり、 あた か もパ ロック音楽に おける通奏

低音の ように、空間の統一性をなしている。 こ う

した空間の秩序に基調を与える壁体と円柱の律動

は、バッハのフーガの視覚化であることが述べら

れま した 。

こ うした音楽的律動は、ポ ルロ ミー ニの他 の教

会堂作品にもみられるということで、スライドに

よる説明が行われ、続いて、 〈無伴奏ヴァイオ リ

ンのためのパルティ ー タ第 3 番ホ長調〉 より 〈プ

レリュ ー ド〉が演奏されました 。

ーション とともに映写さ れてい きま した。 バ ッ ハ の 空 間 的 構 成 カ

今 回の企画では 、 〈講演〉と〈生演奏〉 にスラ

イドや テー プを加え 、さ らに 、天井照明やスポ ン 一方、 〈バ ッハの音楽における建築性〉 では、

ト照明をいろいろ効果的に利用しょっと、かなり バ ッハの音楽には、多様で異質なものの統一性に

欲張った演 出を試みまし た。 といっても、ほとん 加えて、 和声と対位法の融合にみられるような優

どぷ っつけ本番の状態でしたから 、そう した演出 れた空間的構成力、転調の推移や歌曲構成の変化

機器が一通り無事に作動したことがわかったあと、 などにみられる対称性、聖なるものへの熱情、そ

ほっと一息ついたというのが正直な感想でした 。 して宗教的慣例さえも超えたその純音楽的総合性

以下、実際の講演と演奏の内容を、当日の進行 がみられ、これらは 、前述したようにポ ルロミー

順に説明します ( といっても、筆者は当 日、 裏方 ニの教会堂にもみられるというご指摘がありまし

作業で内容なと・構 っておれなかったというのが本 た。

音ですが・・・)。 なお途中で く二声のインヴェンション第 l 番〉

の一部が説明のために演奏されました 。

音 楽 と 建 築 の 共 鳴 二こで、講演の前半が終了し、 〈コンサートタ

イム 〉 ということで、 くフルート ・ソナタ第 2 番〉

講演はまず、 〈音楽と建築の共鳴〉 という こと より 〈第 2 楽章シチリアーノ 〉、 〈管弦楽組曲〉

て¥バロ ック時代における音楽と建築の相似性に より くG線上のアリア、ポロネーズ、バディネリ 〉

ついてお話が始まりました 。 が演奏されました 。

たとい っても過言ではありません 。 サン ・ピエ トロ大聖堂におけるまばゆい空間と

また開催会場も、中央公会堂に決定した後、 5 あふれる音楽への感動という渡部先生自らのご経

倍という抽選倍率にもかかわらず見事に会場を確 験をもとに、音楽も建築も単なる技法や物 として

保できたり、ポスターも、内仲氏によるデザイ ン 存在するのではなくて、その内包する象徴的もし

で本格的なものにできたのは幸運で与あったと J思い

ます。

中 之 島 中 央 公 会 堂 の ト ッ カ ー タ と フ ー ガ

きて当日、開演時芸1J の 6 時を少しまわり、何の

前触れもなく次第に照明が落とされるのに伴い、

会場内のざわめきが止んだころ、いきなり J. S.  

バ ッハの くトッカータとフーガニ短調〉が流れ始

め、ひ.っ くりされた参加者も多か ったのではない

でしょうか? その音楽が消えると今度は、サン

. ピエトロ大聖堂のスライドが、渡部先生のナレ

くは超越的空間の存在論的意味がその生命である 。

さらに、これらの芸術の根底には、調性、律動性、

対象性、構築性、統一性などがあり、これらにし

たがって建築は空間に秩序を与え、音楽は時間の

流れを秩序化するが、それらの表象様態を超えた

素晴らしいアイデンティティがパロ y クの作品に

あるという 。 こうした建築空間の持つ根源的とも

いえる先生のご指摘には 、ファサードにのみ凝 っ

たデザインが横行している今日、われわれは耳を

傾けるべきだと考えます。

ここで、 〈音楽の捧げもの〉 より 〈王の主題に

よる無限カノン 〉の演奏。このように、講演の合

間合間に演奏を入れるようにしました 。

ボ ル ロ ミ ー ニ の 音 楽 的 律 動

きて次は、本題の くポルロ ミーニの建築におけ

る音楽性〉についてです 。

パロ y ク建築は反古典の精神で満ちあふれてい

るが、そのなかでもポ ルロ ミーニの建築は反古典

の極地にあり、しかもその半面、 古典精神の芸術

の基本をも追求しており、こうした両義性が前人

未踏の作品に結実している 。サンカルロ教会堂を

例にとると、会周 16本の 円柱がきわめて強い律動

対比と調和

きて、休憩のあと後半に入り、 〈バロ ック芸術

の特質〉では、まず 〈対比的調和〉 と呼ばれる、

対比と調和という相互に反発しながら緊密でなけ

ればならない両義的な性格を内包する調和の原理

が、サンカルロ教会堂の波打つ壁面の動勢と円柱

の律動や、バ ッハの肉声部よりも外声部を重視す

る構成にみられることが述べられました 。 また、

ボルロ ミーニは、作品の施工段階においては必ず

しも設計図にとらわれなか ったことや、バ ッハの

外声部の重視は、肉声部を演奏時に付加すること

への期待が こめられているという く即興性〉のご

指摘がありました 。

ここで、ジャ ック ・ルーシェの、〈プレイパ y ハ

アムジ一室内合奏団のくニ声のイ ンウ. 工ンシヨン〉が流れる 性を持つとともに それらの持つ位相それぞれの ちょ っとインタビューを/ インタピュアーは稲本さん
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. 言卜報

正会貝 j賓田瑞穂先生の言卜

元評議員、元東海支部監事浜田瑞穂先生は平成

元年 10月26 日午前 7 時、心不全のため名古屋国立

病院で逝去されました 。享年80歳。

先生は、明治42年 3 月 5 日生まれ。高知県中村

市のご出身。昭和 3 年 3 月、関西高等工業学校建

築科を卒業後、直ちに大阪渡辺建築設計事務所に

就職。 6 年 1 月、名古屋市中区丸の内 3 丁目 7 番

21号に t貧困建築事務所を開設、建築設計民現に従

事され、 32年 7 月株式会社J貧困建築事務所に組織

変更、代表取締役に就任、後、会長として建築設

計監理の第一線に活躍をされてきた のであります。

先生は、温厚にして鍛密、己に厳しいところを

もち合わせておられましたが、い っぽう卓越した

識見と優れた人絡を備えておられたため、信望は

きわめて厚〈、建築界はもちろん、社会人として

の風評は夙に高いものがありました 。

先生の、建築関係団体に対する ｾ ｬ￯ＭｫＺｩＧＡについては、

枚挙に暇がありません。 なかでも ( 社 ) 愛知建築

士会については、 44年より 48年まで会長に統任し、

この問、会貝の指議育成に努められ、建築技術の

進歩向上と 、建築士業務の改善に大きな成果をあ

げられ、また建築各団体の友好と迷絡協調に努め

られ、建築士業務を通じ建築行政事務の強力な推

進に貢献されました 。いっぽう ( 社) 愛知県建築

士事務所協会設立の識が起こり、この設立発起人

代表として、設立に献身的に尽力され、設立され

るや求められた会長に就任され、 53年 4 月から 5

年にわたり、建築事務所の適正な運営と業務の進

歩改善に寄与されたのであります。

( 社 ) 日本建築協会には、 22年に正会只として入

会され、現在に至 っております。戦時中一時支部

会貝が四散し、活動が停止状況がありましたが、

本部よりの強い要請もあり、支部結成に率先して

ご尽力をいただき、 22年 12月、建築関係者ととも

に見事支部の創立をいただいたことは感謝に培え

ません 。

先生は、 39年 4 月より 2 年間、東海支部監事、

42年より 2 年間、本部評議員として、本会並びに

支部の運営に積極的なお力添えをいただき、今日

の支部に盤石の礎を築いていただいたことは、先

生の本会をこよなく愛していただいた賜と重ねて

深〈謝意を表するものであります。

今日 、先生を失 ったことは、私どもにと って、

痛根の極みでございます。 ここに、先生のご泣iU

と略歴の一端を記して、謹んで哀悼の立を表し、

ご冥福をお祈りいたします。

社団法人日本建築協会東海支部長

j賓回瑞穂氏故

バロック音楽とネオ ・ク ラシッ クな建物の共鳴

以上、バロック時代における音楽と建築の特性

をポル ロ ミー ニの建築とバッハの音楽を 例 として

非常にわかりやすく説明していただいたと患いま

す。そして、パ ロック芸術が現代にもその影響を

与えていることなど興味深い内容がたくさんあり、

また堅苦しくなりがちな講演会において 、先生や

演奏者へのインタビューとい った雰囲気を和らげ

るような司会のアド リプがあ ったりして、 2 時間

半の時間があっという聞に過ぎてしまったようで

す。

今回の企画には、会貝外の方の参加も多かった

ようですが、特に女性の参加が目立ち、このよう

な方面への女性の関心の高さがうかがわれ、今ま

でにない企画だったと自負しておりま す。

ただ、時間の制約から先生への質問を受ける時

間もなかったなど、細かい点でいたらないところ

が多々あっただろうと思います。今後の参考にも

なりますので、今回の企函に対し、ご意見、ご感

想、がありましたら、協会の方までよろしくお願い

します。

最後にな りましたが、手伝 っていただいた若い

会貝の集い小委員会の大川委貝、アムジ一関係の

方々をはじめ、多くのお世話になった方々に感謝

する次第です。

( レポーター織田隆司/ 大阪大学工学郵)

207名の 2時間半

. J  

〆:、

W、 タ

サン ・カルロ教会堂平面

( 二声のインヴェンション第 8 番) > のジャズ演奏

が流れました。
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中島

時 平 成 元 年10月21 日比)

開会18 :  00 → 閉会20 :  30 

中之島中央公会堂 中集会主

波観貞清氏

アムジ一室内合奏団( 4 名)

稲 本 直

本会若い会員の集い小委員会

主査/ 田畑重明

委員/ 内仲 破、前野叢利、横図隆司

大川和彦

201名( 招待者を含む)

場

師

奏

会

画

協 力

参加者

日

会

鶴

演

司

企

バロック芸術の論理的構成と詩的想像力

講演の最後 〈バ ロック芸術の現代的視点〉では、

論理的構成の原理を堅持しながらも、それに限定

きれない夢想を持つ詩的想像力の自由な飛朔が、

音楽や建築の創造にとって重要なことであること 、

そして今日、バッハの音楽はジャズなどに編曲さ

れ、変奏され、 即興を加え られたものが多 いが、

バッハの持つ本質と音楽性は崩れることはなく、

ここにも、両義的本質と、 即興性を持つ寛容な音

楽性をバ ッハは持っており、ポ ルロミーニの建築

にも同じことが言えるとの鋭い指摘がありました 。

最後に、クセナキスのまさに音楽と建築の共鳴

ともいえるポ リ トープを 取 り上げ、こうした作品

は、その作品の享受者も創造過程に招刻されるが、

これはプレフィグナチオン( 先形象) の性格を持つ

ためであり、このことは本質的にバロ ックの作品

にも 色濃くみられる 、 との指摘のあとで実際に、

クセナ キスのくプレ イアデス〉をテープで流しま

した。

残りの時間には、( " 7 タイ愛難曲〕を B GMとし

て、イタリア、フランスのパロ y ク建築等のスラ

イドによる説明がありました 。



新年のご挨拶

1990 

設計事務所有志

lbR 
A . R . I 建 築 事 務 所

代表取締役所長
亀 井 晃 r台

本社事務所 大阪市中央区谷町7丁目3番4-203号新谷町第3ビル2F T E L(06)  768-1771 (代)

テレ7 7 '; 7ス(06)768-1406 

ア ト リ エ 東 大 阪 市 上 石 切 町 2 丁 目 1 4  - 3  5  T E L  (0743)  73- 6137 

宮
株式会社アーバンライフ建築事務所

代表取締役 小
ごフコ

/ 口 イ愛 平

大阪市北区栂回 1 丁目 3 番 1 - 5  0  0 号 電 話 大 阪 06 (341 )  2  4  5  1  - 5 番

東 京 都 港 区 六 本 木 3 丁目 3 番 目 号 電 話 東 京 03 (582)  2  4  5  1  - 5 番

株式会社伊東建築設計事務所

代表取締役
竹原 永 一 郎

干556 大阪市浪速区元町2丁目 12番30号 難 波KI ビル 電話 大阪 ( 06) 646-0161刊

株式会社伊藤建築設計事務所

代 表 取 締 役 社 長 鋤 車内
吋ヨ .. i .ム

d じρ f 口

本 社名古屋市中区錦3丁目 3- 6( 日 経 錦 別 館 ) 電話 (052) 951・ 111鮒勺

東京事務所 東京都千代田区神田美土代町五番地二(第2 日成ヒ' ル) 電話 (03) 294・606H付

H  株式会社石本建築事務所

会 長 長

代 表 取 締 役 社 長 古

大 阪 支 所 長 山

一

男

八

誠

恒

野

畠

内

本 社 〒 102 束 点 都 千 代 田 区 九 段 南 4 - 6  - 12 電 話03 (262)  7  1  6  1  

大 阪 支 所 〒 542 大 阪 市 中 央 区 山 之 内 1 - 20- 19 ( (1水 ピ J レ) 電 話06 (251)  7 5 0 7代

支 所 札 rt )'t . 名 古Jt1 .  ) L 州 出 張 所 仙 台 ・ 横 浜

92 



設 計 事 務 所認 泉 沢 建 築の

史
:t.斤

Eコ
沢泉代表取締役

T E L  (06)  364- 9071(代)〒530 大 阪 市 北 区 神 山 町 14 番 3 号( 木津信ビル)

URABESEKKEI ご 式 、 T l 壬 凡 三i

株式会社 J問J L l . . 己又 己l

U R B A N  DE S I GN &  A RC HI TEC T URE FO R  B E  

代表取締役 松 村 慶 三

電 話 06(341) 1 7 2 7  
大 阪 市 北 区 梅 田 1 丁 目 12 番 39 号 ・新阪 急 ピ J レ〒 530

言舌 0862 (33)  6  0  1  0  

本 社

大阪事務所

東京事務所

広島事務所

ラパ品

両又

山甲

章

電話 (532) 4051代表

電話 (532) 4051代表

電話 (256) 9301代表

電話 (246) 0  1  4  4  

計

岡 山 事 務 所

小 西

取締役会長 小 西

取 締役社長 橋 本 正

大 阪 市 西 区 立 売 堀 1 丁 目 12 番 16 号

大阪市西区阿波座1丁目 15番 15号( 第一協業 ピル)

東京都千代田区神田鍛冶町 3 - 3  (大木 ピル内)

広 島 市 中 区 小 町 3 番 3 号 ( 原 因 ビ ル)

電 話 03 (263) 9  7  5  8  

株式会社

東 京 事 務 所

善

夫

行本岡代 表 取 締 役 社 長ｾｾｾｾｾￆｾｋ＼ 日
株 式 会 社 昭 和 設 計

唯

P  h  0  n  e  06 - 532 - 3  4  2  1  

P  hone 03- 583- 2  0 8 6  

Phone  078 - 251 - 0 6 5 1  

林

四 ッ 橋 ビ ル

赤坂田町ピル

郵船航空ピル

代表取締役副社長

〒550 大 阪 市 西 区 新 町 | 一 5 - 7  

〒 107 東 京 都 港 区 赤 坂 3 ー 12 - 5  

〒651 神戸市中央区八幡通 4 - 2 ー 17

社

京

戸

本

東

神

警護AJ A  A 総 合 設 計

潤井
世

克

代表取締役社長

TEL  06( 243) 7300 大阪市中央区東山斎橋1丁目6番27号( 朝日プラザl山斎橋東ピル2F) 〒542

雷十設美創l株 式 会 社

園

左往英原中代表取 締 役

T E L 大阪 (06)312- 3587代表
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干530 大阪市北区末広田J 3番21号 新星和扇町 ビル6階



ρ 22 大建設計

取 締 役 社 長 回 周

大阪市西区江戸堀1 - 1 2 - 8 安田生命大阪ビル 電 話 06- 441- 935H内

東 京 ・ 横 浜 ・ 名 古 屋 ・ 京 都 ・ 福 岡 ・ 札 幌 ・広 島

句9
株式会社 東 海 設 計

代表取締役社長 小 坂 忠 勝

本 社 名 古 屋 市 中 区 栄2丁目 6番 1号( 白川ビル別館) 〒460 TEL052- 202- 1241 ( 代表)

東京事務所 東京都中央区京橋 1丁目 14番4号( 東信ビル) 〒 104 T E L  03- 56ト0815 ( 代表)

東西建築サービス株式会社

取締役社長 山 口 幸 治

本 社 〒541 大 阪 市 中 央 区 高 麗 橋 4 丁 目 7 番 6 号 電話 06-202-3626(的

支 社 〒103 東京都中央区日本橋馬喰町 2 丁目 1 番 1号 電 話 03-663-1765(向

( 住友銀行浅草橋ピル4階)

株 式 会 社 東 畑 建 築 事 務 所

取 締 役 会 長

取 締 役 社 長

東 畑

市 川

謙

宏

実阪事務葉 大 阪 市 中 央 区 伏 見 町 4 丁 目 4 番 10 号 電 話 (06) 202- 0391

東京事務所 東京都千代田区永田町2丁目4番3号( 永田町ピル) 電話 (03) 58ト 1251

名古屋事務所 名古屋市中村区名駅3丁目 25番9号 (堀内ビル) 電話 (052) 571- 8471 

九州事務所 福岡市博多区博多駅前2-2- } (福岡センタービル) 電 話( 092)472- 8737

22 長田建築事務所

長 田 正 雄

干542 大 阪 市 中 央 区 上 汐2丁目 4- 12 ケーエスビル T E L (06)  768- 6121 

F A X  (06)  768- 1002 

株式会社日建設計

取 締 役 社 長 薬 袋 公 明

干541 大阪市中央区高麗橋 4 丁目 6番 2号

電話 0 6 - 2 0 3 - 2 3 6 1 ( 大代表)
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日 積 工 務 株 式 会 社

代表取締役 生 島 道 春

本 社 〒540 大阪市中央区谷町3丁目 l 番9号 (MG大手前ビル) T  E  L  (06)  944- 2755代表

東 京 支 所 〒110 東京都台東区東上野 3 r白16番5号( サンタ ・ユーピル) T  E  L  (03)  836- 1271代表

本 社 分 室 〒542 大阪市中央区東心斎橋 1 丁目 10番 7号 (市川ビル) T  E  L  (06)  245一7685代表

側京都日積 〒602 京郎市上京区今出川通室町東入今出川町333番地(第2高崎ピル) T E L (075)441- 56 9  0  

、新
25 林 設 計 事 務 所

代表取締役 キ本 茂

大 阪 事 務 所 〒531 大 阪 市 北 区 長 柄 中 3 丁 目 1 番 8 号 電 話 (06) 351- 6831  

和歌山事務所 〒646 和 歌山県田辺市稲成田T東皆代 231番地の 6 電治 (0739) 22- 8227 

有限会社婆佐羅建築工房

代表取締役 村 中 夫
喜
一
吋

〒532 大 阪 市 淀川 区 西中島3丁目 19番 15号( 第3三 ツ矢ビル 3F) T E L  06(305)  5378 

う民

株式会社安井建築設計事務所

取締役会長

取締役社長

佐 野 正

柄 座 正 信

本 社 大 阪 市 中 央 区 島 町 2 丁目 4 番 7 号 電話 06( 943) 1371 (大代)

金附l三味院

9 5  



9 6  

。。

t!t::、
はJ

⑤診

局言、

、車J

⑧ 

新年のご挨拶

1990 

建設業者有志

株 式 会 社 あ め り か 屋

取締役会長
前 野 慶 太 郎

〒530 大 阪 市 北 区 中 之 島 四 丁 目 3 番 25号 電 話 (06) 444- 1  5  0  1  

株 式

会 社 浅

取締役社長 j斐 沼

沼 組

禎 夫

本社 ・大阪本府 大 阪 市 天 王 寺 区 東高 津 町 12番 6 号 電 話 06 (768) 5222

東 京 本 庖 東 京 都 新 宿 区 荒 木 町 5 番 地 電話 03(357) 0201 

名 古 屋 支 庖 名古屋市中村区名 駅南三丁目 3番41 号 電・話052 (571)  5571 

支 !万 札 幌 ・仙 台 ・横 浜 ・広 島 ・福 岡

安藤建設株式会社大阪支応

2 2 2 宮 貴 久 雄

大阪 市福 島 区 福 島 6 丁 目 3 番 2 1号 電話 代 表 06 (453)  2  1  9  0  

本 社 ・東京都港区芝浦三丁目 12番 8号 電 話 大代表 03 (457)  0  1  1  1  

支 庖 ・ 名 古 屋 ・ 仙 台 ・ 静 岡 ・ 九 州、|・ 広 島 ・横 浜 ・ 札 幌

営 業所・千葉 ・横浜・水戸 ・盛岡・新潟・神戸・京都 ・沼津 ・札幌 ・宇都宮・ 北九州・熊本

稼 式 会 社 今

取締役社長
メ¥

フ

西

西

士当t r

主主歪P

育ず

組

雄

本 社 大 阪 市天王寺区上本町 6 丁目 6 番23-309号 電 話06 (779) 3  3  6  1  

支 屈 東 京 都 新 宿 区 内 藤 町 1 番 地 電 話03 (354)  0  5  8  1  

営 業所 京 都 ・ 奈 良 ・ 西 宮 ・ 神 戸 ・ 埼 玉

大え木建設株式会品

取締役社長 大 之 木 一 雄

支 社 長 稲 葉 登

本 社 呉 市 中 央 3 r  1=1  12 番 4 号 屯 話 0823(21)  1511番

支 社 広 島 市 中 区 本 川 UIT 3  r 日 1 番 5 け 電 話 082(231)5244番

支 出 東 京 都 港 区 麻 布 介 2 f I J 2 fff 12号 三tt ビル4 F  電話 03 (585)  3655番

福 岡 市 城 南 区 神 位 寺 2 T  Id 13 番 24 - T t 屯話 092(863)7171番



@  

株 式

大 林 組ぷzλz  
社

取締役会長
大 林 芳 良日

取締役社長 津
二rコ」士民ー二・

隆 夫

東京本社 ・東京都千代田区神 田司町2丁目 3番地 電 話 03 (292)  1111番

本 届 ・大 阪 市 中 央 区 北 浜 東 4 番 33 号 電 話 06 (946)  4578番

支 庖 ・札 幌 ・東 北 ・ 横 浜 ・北 陸 ・名 古 屋 ・ 神 戸 ・ 広 島 ・匹l国 ・九州

' ‘  

株 式 会 社 奥 柑 組

取 締役社長 奥 ネす 俊 夫

本 社 大阪市阿倍野区松崎町 2 の 2 の 2 電 話 大 阪 (06) 621一1101 (大代表)

東京本社 東 京 都 港 区 元 赤 坂 l の 3 の 10 電 話 東 京 (03) 404- 8111 (大代表)

支 社 東 京 ・大 阪

支 庖 札幌 ・仙台・浦和・横浜・千葉・新潟・名古屋・神戸・広島 ・高松 ・北九州‘ 1.福岡

間 鹿 島 建 設 株 式 会 社

代 表 取 締 役 社 長 鹿

取締役大阪支庖長 小

島

島

B?j 

t住

本 社 東 京 都 港 区 元 赤 坂 1 - 2 一 7 電話 03 (404)  3311 (大代)

大 阪 支 庖 大 阪 市 西 区 阿 波 座 1 - 3  - 15 電 話 06 (536)  3311 (大代)

争 海 原 建 設 株 式 会 社

代表取締役
海 原 古

宣

干 530 大阪市北区梅田 1丁目 2番2- 300号( 大阪駅前第 2ピル 3F) 電話06 (346) 1900番

⑨

 

株式舎社桶谷エ務右

取締役社長 柄 谷 )1頃 良日

本 社 尼 崎市 玄 番 南 之町 4 番 地 電 話 大 阪 06 (415) 2 8 0 0 (代)

営 業 所 大 阪 ・西 宮 ・ 神 戸 ・高 砂 ・豊 田 ・三 田

今
共立建設株式会社 大阪支庖

取締役支店長
加 藤 家支 夫

支 庖 大 阪市中央 区内本 町 2 丁目 2 番 5 号 T E  L  06- 942一2491 (代表)

F A X  06- 942- 2498 

本 社 東 京 都 渋 谷 区 道 玄 坂 1 丁目 16番 10号 T E  L  03- 461- 6141 (代表)

9 7  



設建畿会 社 近

ｾ日 を鍛え 、

式株

① 
市

電 話 06 (448) 5601代

電 話 03 (578) 9123代

電 話 078 (392) 5191代

電 話 0775 (52) 1361代

健

大 阪 市 西 区 江 之 子 島 1 丁 目 2 番 2 号

束 京 都 港 区 芝 大 門2-6- 4 芝 大 門 笹 野 ピ ル

神 戸 市 中 央 区 加 納 町 3 丁 目 1 - 25 

滋 賀 県 架 太 郡 栗 東 町 岡 1 9 3 の 1

北 大 阪 ・ 南 大 阪 ・ 難 波 ・守 口

崎-
I

 

l

 

--，
，

，

 

取 締 役 社 長

本 社

東 京 支 社

神 戸 支社

滋 賀 支社

営 業 所

組大阪支底谷株式会社熊⑨ 

郎

之

太

孝

クミ

I::l 

j也

b

b

円

、

ム

目

ハ

バ

パ

d

長社役締取

電 話03 ( 260) 2111番 ( 大代 表)

電 話06 (352) 1151番 ( 大代表)

常 務 取 締 役 大 阪 支 庖 長

東 京 都 新 宿 区 津 久 戸 町 2 番 1

大 阪 市 都 島 区 片町 2 丁目 10番 5 号

本 社

大阪支庖

コーゴコ建設稼武至宝祉

s  

電話 (06) 308- 1551大代表

電話 (03)  564- 5711代表

電 話 (078) 221- 6293代表

精

大 阪 市 淀 川 区 卜 三 本 町 2 丁 目 4 番 28 号

東京都中央区京橋 3 丁目 13番10号 (中島ゴールドピル)

神 戸 市 中 央 区 磯 上 通 5 丁 目 1 番 24 号

原代 表 取 締 役

設建戚公。
ム

口

、

吋

J
1

合 075- 341- 0501

f t  06- 375- 1121 

含 052- 471- 1223

1

 

1

 

1

1

J

 

干 600 京 都 市 下 京 区 五 条 通 西 洞 院 西 入

干 531 大 阪 市 北 区 豊 崎 2 丁目 4 番 3 号

干 453 名 古 屋 市 中 村 区 若 宮 町 3 丁 目48

来日代 表 取 締 役 社 長

本 社

大 阪 支 庖

名古屋営業所

組池鴻社

A  

z三株式

<t8  
季

大阪市中央区北久宝寺町3丁目 6番l 号 電 話 大 阪 (244)3500 ( ダイ ヤルイ ン受付台)

東京都千代田区神田駿河台2-3-11 電話東京 (296)7700( ダイヤルイン受付台)

神戸 ・京都 ・償浜 ・名古屋 ・北陸 ・広島 ・四国 ・山陰 ・福岡 ・南九J.ト|・ 仙台・北海道

j也話島代 表 取 締 役 社 長

本 社

大阪本庖

東京本庄

支 底

組岡。金株式会社ｾ＠
隆手リ

d

H

H

1

 

問

問金代 表 取 締 役

〒543 大阪市天王寺区四天王寺 1丁目 14番29号
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@  
佐 藤 工 業 株 式 会 社

取締役社 長 佐 藤 嘉 剛 常務取締役大阪支府長 梅 木 正 二

本 社 東 京 都中央 区 日 本 橋 本町 4- 12 - 20 電 話 東 京 (661) 1231 (大 代)

大 阪 支 庖 干541 大阪市中 央区北浜1丁目 l 番6号 電 話 大 阪 (203) 7221 (代 表)

図 オ円建設株式舎社

代 表 取 締 役 才 門 正 男

本 社 大 阪 府 岸 和 田 市 下 里 子町 3 丁目 10番 25号 w 596

f t  (0724) 38- 2121附 F AX (0724)  23- 3681 

支 庖 東 京 ・神 戸 営 業 所 大 阪 ・堺 ・和 歌 山

事 三 和 建 設 株 式 会 社

取締役社長 森 本 晴 夫

本 社 大 阪 市 淀 川 区 加 島 1 丁 目 55 番 6 号 電 話 06(301 )6636

支 庖 東 京 都 荒川区 東 日 暮 里 4 丁目 10番 10号 電 話 03(891 )8871

支 庖 京 都 市 右 京 区 西 院 高 田 町 31 番 地 1 電 話075(311 )8897

@  

S H m z  

清 水 建 設 株 式 会 社

社
里子

保

刀

ロ

h

口

μ

ハ

蔵

力

長

本 社

大 阪 支 庖

支 庖

取 締 役

大 阪 支 庖 長

東 京 都 中 央 区 京 橋 2 - 16 - 1  電 話03 (535) 4111

大 阪 市 中 央 区 本 町 3 - 5 一 7 電- 話06 (263) 2811

横 浜 ・千 葉 ・名 古 屋 ・広 島 ・高 松 ・福 岡 ・金 沢 ・仙 台 ・札 幌

久

SEKISUI HOUSE 

積水ハウス株式会社

代表取締役社長 田 鍋 健

本 社 干530 大阪市北区中之島6 T i=l 2番27号( 中之島センタービル) 包 06 (446) 3111 

東京支社 〒160 東京都新宿区西新宿 l丁目 6番1号 ( 新宿エルタワ ー) ｾＰＳ Ｈ ＳＴＶ Ｉ ＶＵＰＰ＠

大 地 へ の 愛 人 間 へ の 愛

銭

社 長 銭

古

同

高

ふ日 本 社 大阪市商区 l河本間T2 丁目 2 番 11 号

必品『司 大阪 (06)531- 6431  

月三n . * 京 本 社 東 京 都 千 代 fn i>l: ー設問T31  Ifi J也

善 東京 (仰 65- 4611

支社 支応 大阪・東京・北海道・東北・北関東・千葉

横浜 ・北陸・名古屋広島 ・四国 ・九州
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。 大 成 建 設 株 式 会 社

本 社

大阪支庖

支 庖

耳文 幸帝 f支

社 長

リjLf J5耳又#市 fSi

大阪 支 ｝ｉｊ ｾ 長

東京都新宿区西新宿1丁目25番l号新宿セ ンターピル TEL 東京(348)1111大代表

大阪市中央区北浜3丁目 7番 12号 T E L 大阪 (203) 1131大代表

東 京 ・ 名 古屋 ・九州・札幌 ・東北 ・広島 ・横 浜 ・北信越 ・四国

里

平

見

島

泰 男

治

se 大日本土木株式会社

専務取締役

大阪支庖長
牧 野 イ呆

大|坂支! 古 〒530 大阪市北区堂島二 「目2番2号 近鉄堂島ビル 電話 06 (341)  5931  

東京本社 干162 東京都 新宿 区市 ヶ谷田 町 2 丁目 35番地 電話 03 (268)  5511 

κp、
てV

雲謹竹 中工 務 応

取締役社長 竹 中 統

干541 大阪市中央区本町 4 丁目 1 - 13 電 話 大 阪 (252) 1201番( 大代表)

⑧ 
鉄ええきえ林久会社大阪支庖

専務取締役支庖長 安 藤 昭 太 郎

干541 大 阪 市 中 央 区 瓦 町 3 丁 目 3 番 7 号 電話06(201 )1881( 代表 )

干101 本社 ・東京都千代田区三崎町 二丁目五番三号 電話03(262)3411 (代表)

@

 

戸 田 建 設 株 式 会 社

代表取締役社長

常 務 取 締 役

大 阪 支 庖 長

戸

西

田

J  11 

守

秀

本 社 東 京 都 中 央 区 京 橋 1 丁目 7 番 1 号 T E L東京03 (562)  6111 

大 阪 支 庖 大 阪 市 西 区 西 本 町 1 丁目 13番 47号 T E L大阪06 (531) 6095

支 庖 東京 ・関東 ・横 浜 ・北陸 ・名古屋 ・札幌 ・東北・広島 - 四国 - 九州、|

⑪ 
東 淀 興 業 株 式 含 祉 大 阪 支 窓

専務取締役支庖長 富 手口

本 社 東 京 都 中 央 区 銀 座 7 - 13 - 10 電 話 東 京 (545) 5  1  1  1  

大阪支庖 大阪市北区堂島浜2- 2-8 東 洋 紡 ピ ル 電 話 大 阪 (348) 5  6  0  2  

支 庖 名 古 屋 ・ 東 北 ・ 札 幌 ・ 九州| ・ 横 浜 ・広 島
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e  

電砂

@  

@  

③ 

熊 島 建 設 椋 式 会 粧 大 阪 支 庖

専務取締役支庖長 石 原 昭 一 郎

大 阪 市 中 央 区 島 町 2 - 2  - 21 〒540 T  E  L  0  6  ( 9  4  2 )  2  4  8  1  

本社/ 東京都千代田区三番 町 2 干 102 T  E  L  0  3  ( 2  6  3 )  3  1  5  1  

支庖/ 札幌 ・東 北・ 東京・横浜 ・名 古 屋 ・北陸 ・大 阪 ・広島 ・四 国 ・九 州

由 連 建 設 株 式 会 社

取締役社長 松 川 義

本 社 大 阪 市 浪 速 区 難 波 中 3 丁目 5 番 19 号 電 話 06(644)  7809番

東京支庖 東京都千代田区神田須田町1丁目 5(新須田町ピル) 電話 03(251) 8431番

岸和田支庖 ・和歌山支庖 営業所 堺・泉佐野・締本・神戸・枚方 ・京都南 ・西宮

明日をささえる

西 松 建 設

代 表 取 締 役 社 長

取 締 役 関 西 支 庖 長

柴 田 平

瀬 尾 貞 甚

本 社

関 西 支 庖

東 京 都 港 区 虎 ノ 門 1 - 20- 10 

大 阪 市 中 央 区 釣 鐘町 2 - 4 - 7

電話 03 (502)  0211 

電話 06(942) 1131 

械 訳 書 社 目

取 締 役 会 長

取 締 役 社 長

平

平

オ叉

本

イ変

イ変

不火

友

興

本 社 広 島 市 中 区 国 泰 寺 町1丁目 8番 4号 電 話 (082) 244- 21 11 番

日本建設株式会社

社 長 積 山
吉 血1
ι__. ./ 、、

本 社 大 阪 市 中 央 区 備 後 町 1 丁目 6 - 15 T E L(06) 226一 o6  3  O(内

東 京 本 社 東 京 都 文 京 区 小 石 川 2 丁目 6 番 22 号 T E L(03) 818- 6 0  8  1間

支 庖 東 京 ・大 阪 ・名古屋 ・ 福 岡 ・ 札 幌 ・仙 台 ・広 島

野 村 建 設 工 業 株 式 会 社

取締役社長 野 村 文 英

本 社 大 阪 市 中 央 区 高 麗 橋 2 丁目 1 番 2 号 電 話 (226) 9 5 0 2 代表

東京本部 東京都千代田区大手町 2 丁目 1 番 1 号 電 話 (241) 4  1  7  1 代表
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制
長谷工コーポレーション

代表取締役社長
合 田 耕 平

本 社 東 京 都 港 区 芝 2 - 3 2 - 1 電話 03 (456)  5451 (大代表)

②間」… 不二建設株式会社

④ 

ψ  

F UJ Ii I  

取 締 役 社 長 山 口 慎 一 郎

大阪本社 大 阪 市 中 央区農人橋 1丁目 1番22号 干540 電話 06 - 9 46 - 2 2  4  1  

F A X  0  6  - 9  4  6  - 2  3  1  6  

東京本社東京都新宿区西新宿 4丁目 5番 2号 干160 電話 03 - 3 7 7- 51 7 1代表

F A X  0  3  - 3  7  4  - 2  2  1  7  

札 帆 ・名 古 屋 ・福 岡・ロ スア ンゼルス ・仙 台 ・静 岡 ・大 垣 ・京 都 ・広 畑 ・広 島

不動建設株式会社

取締役社長
庄 里子 1券

大 阪 本 社 大 阪 市 中 央 区 平 野 町4丁目 2番16号 電話 0 6 ( 2 0 1 )  1 1 2 1 番

東 京 本 社 東 京 都 台 東 区 台 東 1丁目 2番 l 号 電 話 0 3 ( 8 3 1 ) 9 1 1 1 番

支 庖 北 海 道 ・ 東 北 ・千葉・償浜 ・名 古 屋 ・神 戸 ・広島・四国 ・南 四 国 ・九 州 ・北 九 州

株式会社
藤 木 工 務 百

取締役社長
藤 木 鍛

本 社 〒540 大阪市中央区常盤町1-3-9 f t  00 似4-制紛代 本支后 大阪ー東京・倉望日四国京都・福岡

東京本社 干160 東京都新宿区三栄町23-4 f t  a-お7-1ぼわ代 営業所 燭玉多摩僚浜ー静岡・名古屋・宇治ー泉南 御戸岡山広島・徳島 ・新居浜全日山ー長崎・南九州

ｾ＠

③ 

地域社会に貢献する

総 合 建 設

翠 前

取締役社長 前 田

田
A 且 ，

見

業匝

大 阪 府 寝 屋 川 市 大 成 町 1 - 1  T  E  L  (0720)  2  4  - 1  1  1  1  

前田ＮＮｊＺＮｾ掠式会社大蔵支庖

取締役支! 苫長
西 利 治

支 庖 大 阪 市 都 島 区 東 野 田 町 2 丁目 4 番20号 電 話 大 阪 (353) 7  8  9  1  (代表)

本 社 東 京 都 千 代 田 区 富 士 見 2 丁目 10番26号 電 話 東 京 (265) 5  5  5  1  (代表)



ο  
m，，:トI I Da

⑥ 

表!

⑮ 

株 式 会 社
道 回 工 務 脂

代 表 取 締 役 道 田 泰 平

本 杜 ・兵 庫 県 川 西 市 中 央 町 18 番 21 号 電 話0727 ( 57 ) 9777番

神戸営業所 ・神戸市 中央区八幡通4丁目 2番 24号 電 話078( 261 ) 1581番

三 井 建 設 畿 大 阪 支 唐

常 務取 締 役 大阪支庖長 高 尾 清 次

大阪支庖 大阪市中央区本町4- 4- 25(本町三井ビル ) T E L  06- 243- 3411 

本 庖 東 京 都 千 代 田 区 岩 本 町 3 - 10 - 1  T  E  L  03- 864- 3456 

海と陸の明日を拓く技術のムラズミ

村角建設株式会役

締 役 社 長 ヨCJ EJ 長v¥i安

村本建設株式会社

代表取 締 役
村 本 豊 嗣

奈良本庖奈良県北葛城郡広陵町安部 5 4 7 番 地 電 話 0745 (55)  1  1  5  1  (代表)

大阪本社大阪市天王寺区四天王寺一丁目 5 番43号 電 話 06 (774)  2  1  1  1  (代表)

東 京 本 社 東 京 都 千 代 田 区 二 番 町 3 番 4 電話 03 (238)  2  1  1  1  (代表)

支 庖 札 幌 ・ 東 北 ・繍浜・名古屋・ 三重・京都・神戸・和歌山・中国・九州他

望 月 建 設 株 式

左〉

Z ヨミ

代表取締役社長 望 月 小 太 郎

社

本 社 大 阪 市 北 区 中 崎 西 2 丁目 3 番 12号 電 話 大 阪 (375) 2345(代表)
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取締役社長

森 組

。
株式会社

幸彦

社

庖

所業

本

支

営

大阪市 中央区道修町 4 丁目 5 番17号 電 話 2 0 1 - 2 7 6 1 附

東 京 ・東 北 ・横 浜 ・北 陸 ・名 古 屋 ・奈 良 ・神 戸 ・中 国 ・四 国 ・九 州、|

甲 府 ・滋 賀 ・京 都 ・和 歌 山・ 紀 泉 ・西 宮 ・松 山 ・徳 島 ・熊 本

@  
株式会社

森 長 工 務 応

代表取締役
森 長尭

匝巴

大阪市旭区 中富 1 丁目 1 番 11号 電 話 代 表 06- 952- 3331

保存と

開発に

総 合 建 設 業

株式会社安井杢工務庖

取 り組 む ・・・

代表取締役 安 井 洋 太 郎

本 社 〒617 京都府向日市 |二植野町御塔道42

T E L  (075)933- 0012日¥) F AX  (075)933- 4931  

@  株式舎社米田工務底

代表取締役 米 田 良 男

本 社 〒543 大阪市天王寺区逢阪1丁目 1番7号 T E L 大阪 (06)771-7771代表

F A X 大阪 (06) 779-2676代 表

<1s> 
寄神建設株式会社

取締 役 社 長 寄 神 美 好

本 社 〒652 神 戸 市 兵 庫 区 七 宮 町 2 - 1  - 1  f t 078- 681- 3121  

東 京 支 1苫 〒103 東 京 都 中 央 区 日 本 橋 茅 場 町 1 - 6  - 12  含 03- 668- 1871

機 浜 支 庖 〒231 横 浜 市 中 区 翁 町 1 - 6  - 4  ( 新翁ビノレ) 宮 045- 681- 5085

名古屋支 庖 干456 名 古 屋 市 熱 悶 区 森 後 町 8 - 27  f t 052 - 681- 8661 

大 阪 支 庖 〒551 大 阪 市 大 正 区 三 軒 家 束 4 - 1 ー 18 f t  06- 552ー2551

姫 路 支 庖 干672 姫路市飾磨区須賀 294(姫路ポートセンターピノレ) 倉 0792 - 35- 7748

九 州 支 庖 干812 稲岡市博多重IOii) I - 15- 20( 日本団体生命ピノレ9F ) f t 092 - 482 - 4300 

営 難 所 岡山 ・四悶 ・淡路判官須賀 ・北九州・広 l仏・熊本

蓮華定院
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新年のご挨拶

1990 

団体・報道・建材・設備工事有志

図 財肌大阪建築防災センター

理 事 長 小 西 岬

〒540 大阪市中央区常盤町1丁目2番17号(大阪フコク生命ビル5階) 電話 06(943)7253

星雲 社団法人日本建築協会京都支部

支 部 長
井 手 正 己

干604 京都市中京区押小路通柳馬場東入建設会館別館 電話075(211)  2857・2877

毒 社団法人日本建築協会中国支部

支 部 長
平 本 俊 秋

干730 広島市中 区国泰寺町1丁目 8-4日興 ビル内 T E L  082(244)6830 

社団法人日本建築協会束海支部

支 部 長 中 島

干460 名古屋市 中区栄 4丁目 3 - 26(昭和 ビル5 階) 電話052(261)1451

星雲 社団法人日本建築協会和歌山支部

支 部 長 北 山 俊

干640 和歌 山市ト 半町38番地 建築士会館内 電話0734(23)2562
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一
刻一

「 一 ー も っ と も 信 頼 き れ 、 読 ま れ て い る 情 報 紙 一 「

株式

会社 建

= ル

員又 日 報 社

逼ζ

代 表 取 締 役 社 主 重 村 登 龍

本 社 ｾ ＵＵＰ 大 阪市西区靭本町 ＲＭＵＭＲ T E L 0 6(444)2405 -9  

別 館 ｾ ＵＵＰ 大阪 市西区江之子島 ＱＭＶＭＲ T E L 0 6(444)6431 -4  

大阪で唯一の

株 式 口

会社 u  刊 建 設 新 聞 社

代表取締役社長 中 山 敏 夫

大阪本社 干541 大阪市中央区高麗橋1丁目2番4号( 高麗橋ビ l レ) 電話 202- 6861(代表)

F AX 202- 8651  

社 長 室 干541 大阪市中央区高箆橋1丁目2番4号( 高麗橋ビル) 電話 229- 0341 ・0346

分 室 干541 大阪市中央区東高麗橋l 番10 (ユニ高麗橋) 電話 941- 6847(代表)

⑮ 

株式

会社 日刊建設通信新聞社関西支社

常務取締役関西支社長 向 後 定 男

大阪市西区京町堀 } - 6 - 2 3 エハラピル 電話 06 (444)  44 5  }代表

本 社 ・ 東 京 都 港 区 西 新 橋 2 - } } - 4  電話 03 (502)  858} 代表

⑧ 量議縄掠式会租

代表取締役社長 依 藤 孝 行

干534 大阪市都島区 中野町2丁目 10番 11号 T E L ( 06) 351- 5428肘)

F A X(  06) 351- 5299 

毎診

株 式 会 社 梅 彦

取締役社長 松 永 嘉 一 郎

営 業 所 大 阪 市 北 区 中 崎 西 2 丁目 1番 3 号 電 話 06 (312) 6  1  7  1代

茨 木 工 場 茨 木 市 豊 川 3 丁目 1 番 6 号 電 話0726 (43) 5  1  8  5 代

Er- - 唱

置 司

建 築 用 板 硝 子 販 売 施 工

キムラ硝子建材株式会社

代 表 取 締 役 木 村 雅 秀

干540 大阪市中央区 内平野町3丁 目2番11号 電話 06(941) 4  1  8  Ｑ ｾ 内
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・.
ヲリヤマ株式会祉

代表取締役社長 栗 山 芳 雄

本 社 大 阪 市 淀 川 区 西 中 島1丁目 12番4号〒532 T E L.  06- 305- 2871大代表

TEL EX.  523- 3叩8

東 京 支 底 東 京 都 渋 谷 区 南 平 台 町 15番13号〒 150 TEL.  03 - 463 一 1841代表

x  株式会社コスモカラー

代 表 取 締 役 長 崎 和
士一

ω

干543 大 阪 市 天 王 寺 区 空 堀町 14番 1 号 福保 ピノレ 2 F

T E L  (06) 763- 4358- 9 F A X  (06) 768- 1437 

⑮ 

マイルドサンド・ E Bタイル ( EBフレスコ)

額林セメント工業

代 表 取 締 役 社 長 林 力

本 社 工 場 / 干684 鳥取県境港市外江町 3 6  6  0番地ー 1 TEL0859-42-6261附

東京営業所/ 干 170 東京都豊島区東池袋5-7-3 長島ビル 6 F  TEL03-988-6  2  4  1附

大阪営業所/ 干560 大阪府豊中市立花町 1 - 4 - 1一 1 0  3  TEL06-854-71 3  1附

<8> いE ? 包 ン 板 間

神戸不燃板工業株式会社

〒673-05 兵庫県三木市志染町三津田 T E L  (07948) 7  - 3l21附

《ら

まったく新しい床工 法のロ ッ トデッキ 製造販売

ロット・エンジニアリング株式会社

L OT  E NGI NE E RI NG I NC.  

干540 大 阪 市 中 央 区 徳 井 町 2丁目 3 番 2号 電 話 ( 06) 945- 9331番附

住 友 生 命 大 商 東 ビ ル7階 F A X  ( 06) 945- 9341番

装 飾 合 わ せ グ ラ ス

レインポーグラス セーフティオパール

J I S表示許可工場 U L規格認承工場

株式皇位曽トー1 : ! ! J

大 阪 工 場 干557 大 阪 市 西 成 区 南 津 守 5 了 目 12 番 3 号 T EL (06)658-1305閥

東 京 工 場 干144 東 京 都 大 田 区 東 粍 谷 5 丁 目 12 番 7 号 T EL (03)743-5851聞

東京支庖 干105 東京都港区東新橋2丁目 6番3号( 昭栄ビル4F) T EL  (03) 435-9221閥
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⑧ 

経験 を基礎 に新時代のニーズに応える

三 精 輸 送 機 様 式 会 社

代表取締役 太 田 昭 比 古

本 社: 大阪府吹田市江坂町1丁目 13- 18 〒564 f r  06 (385)  5621 聞

東 京 支 庖 : 東 京 都 渋 谷 区 千 駄 ヶ 谷 5 の29 の 11 f r  03 (356)  5651 

福知山工場 : 福 知 山 市 長 田 野 町 2 丁目 45 番 地 合 0773 (27)  1211 

出 張 所 : 札 幌 ・青森 ・秋田 ・仙台・名古屋・金沢 ・広 島 ・福 岡 ・沖 縄

ザ システム工業株式会社

宮 本 計 吾

干759- 01 山口県宇部市大字善和字大s . 1 8 7 - 2

本社 ・工場 ・研究室/ T E  L62一1100(代表 ) 省エネルギ一事業部/ T E  L 62一1103(代表)

アートストーン事業部/ T E  L 62- 1165(代表) 電子機器部/ T E  L 62- 1241(代表)

F A X62一1104(専用 ) 営 業 所 / 東 京 ・大阪 ・松山 ・熊本 ・大 分 ・山口

多
ク リー ンルーム

実験動物室空調

設計施工

りよき環境へ技術で挑む一一一一

株 式 会 社 精 i Jf 
代 表取締役会長 和 田 正八郎

桐 山 司 郎代表取締役社長

本 社 大 阪 市 中 央 区 瓦 屋 町2丁目 11番 16号( オートセンタービル) 電 話 768- 5031聞

東 京 支 105 東 京 都 千 代 田 区 九 段 南 2 丁 目 2 - 5  ( 九段ピル) 電話 262ー 3241問

四 国営 業 所 徳 島 県 鳴 門 市 慎 重 量 町 小 桑 島 前 浜28- 3  (西谷ピ Jレ) 電 話0886- 85 - 0924(内

③ 

東 西 ア ス フ ア ル ト 事 業 協 同 組 合

西 日 本 床 工 事 事 業 協 同 組 合

株式会社タテパヤシ商庖

代表取締役 舘 林 彦 四 郎

〒601 京 都 市 南 区 西 九 条 大 田 町 37 電 話 ( 075 )  681 - 7  2  2  1  (代 )

T AJ l mAV 椋 茸 曾 祖 9: ; マ

東京営業本音11 〒101 東 京 都 千 代 田 区 岩 本 町 3 一 11 電話 (03) 866- 6101 

大 阪 営 業 所 〒550 大 阪 市 西 区 京 町 堀 I 一 10 - 5  電話 (06) 441- 5951 

w
v

⑮

 

田 島 ル ー フ ィ ン グ 株 式 会 社

東西アスフアルト事業協同組合

東 京 : 〒 101 東 京 都 千 代 田 区 岩 本 町 3 - 11 - 14 電話 (03) 862- 8531 

大 阪 : 干550 大 阪 市 西 区 京 町 堀 I 一 10 - 5 電話 (06) 443- 0431 
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@  

東亜印ルーフィング 日本工業規格表示許可工均汗可岳・ 丹585038

東 亜 工 業 株 式 会 社

建 設 省 計 掻 発

第 5 5 号認可

東亜アスフアルト防水事業協同組合

本 社 干581 大阪府八尾市南太子立 6丁目 4番27号 電 話0729- 94-5682 FAX0729- 91- 3172 

東亜アス 7 7 ルト防水事業協同組合 〒581 大阪府八尾市南太子堂 6丁目 4番27号

氾話0729- 91ー 1536 F AX 0729- 23- 6496 

営 業 所 東 京 ・名古屋 ・九州 工 場 大 阪 ・東京 ・和歌山

CD 
東洋シャッター株式会社

代表取締役社長 岡 田 敏

本 社 〒540 大阪市中央区常盤町 1- 3- 8 ( 日生谷町 ピル) 電話 (06)943-6571( (1j 

東京本社 干 106 東京都港区六本木6-3(第一地所麻布 ピル) 電話 (03)497-2911附

造園土木 設計施工

‘' 

株式会社 西
--------

E

E

E

，

 

、H::.

スE 園

干 573 大 阪 府 枚 方 市 北 中 振 3 丁 目 27 番 17 号

T E L  0 7 2 0 - 3 3 - 8 9 9 8 代

お
株 式

会 社 西原衛生工業所大阪庖

代表取締役社長

イ半 日百 秀

…@闇

大 阪 市 北 区 中 津 6 丁目 8 番 4 号 電 話 大 阪 (06) 458- 3628 

マルヱス印 A ルーフィング企シングル企メルタン21( トーチ工法)

日結工業練式会社大阪支唐

大阪支庖長 山 本 則 行

本社営業所 東 京 都 足 立 区 千 住 東 2 - 2 3 - 4  f t 東京 (882) 2424 (代)

大 阪 支 庖 大 阪 市 西 区 新 町 1 丁目 12番 22号 宮大阪 (533) 3191大代表

出 張 所 名古屋 ・広島・福岡・札幌・山形 ・工場 / 東京 ・埼玉 ・山形

f h  

モヲ

日本アスフアルト防水工業協同組合

関西支部

大 阪 市 西 区新 町 1 丁目 12番 22号 日新工業株式会社大阪支庖内

電話 (533) 3  1  9  1 大代表
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印刷システム設計・コンビュータ組版・電算写植

日 本 写 植 印 刷 株 式 会 社

代 表 取 締 役 神 田 都 義

本 社 〒 545 大阪市阿倍野区阪南町 7 - 5  - 30 電 話06 (606)  1111 代

東 京 営 業 所 干 105 東京都港区西新橋 2 丁 目 27番 7 号 電 話03( 578) 8501代

広 島 営 業 所 干 739- 01 東広島市八本松町米満 109- 5 電 話0824 (28)  6253 

津山写値センタ ー 干708 津 山 市 福 田 1 3 7 2 ー 1 電 話08682 ( 8  )  4377 

日本写値センター 干892 鹿児島市名山田T 4 - 7  三 宝 ビ ル 電 話0992 (26)  4371 

ｉｉｉｾｾ 鵠主主之をＺ空室望書
代表取締役社長

ι-w 

疋玉

ヨ玉

Eコ部
_/，)-. 

五

本 社 東 京 都 板 僑 区志 村 3 - 26- 4  電 話 03- 968- 6600 

関 西 地 区 大 阪 市 淀 川 区宮 原 4 - 1  - 14 

統 括 部 ( 住友生命新大阪北ビノレ) 電 話 06- 399- 2777

囚

三繍i ' 1ι三こ勺L. 工卿鎗1 ' ( 8 社代廻庖自主化btx..it*赴代理恵

P A晶司r ; ; ，. . z. . . tf l . t l ZtTo O J J i 闘相互銀総武奮 J H U皇后

重 量 和 工 業 株 式 曾 泣 代 理 庖 近 ・ 降 車 輔 鎌 式 会 社 代 理 広

鎗 箇 3 二・ヲトa l'C A t t 代理底住友ゴム工事陸線式会社代理底

ム ツ 三 産 業 様 式 寄 託

代表取締役 偉 馬 正 明

⑮ 550 大阪市西区靭本1 B T 1 丁 目 17番 15号 電 話 (06) 大代表 441 ー o 3  7  8 番

出 張 所 . 東 京 ・ 広 島 工 場 : 大 津 ・ 竹 原

建築工事金属製品の

UNION 

252=オン

代表取締役 立 野 良R

本 社 大 阪 市 西 区 南 堀 江2- 13- 22 〒 550 電話 06 ( 532)  3731 ( 代)

東 京 営 業 所 東 京 都 江 東 区 白 河2- 9- 5 〒 135 電話 03 ( 630)  2811 ( 代)

名 古 屋 営 業 所 名 古 屋 市 東 区 筒 井 町1- 14- 9 〒 461 電話052( 935) 6021 ( 代)

大阪ショールーム 大 阪 市 西 区 京 町 堀 ト17- 16 〒 550 電話 06( 443) 6620 ( 代)

⑮ 

シ ー ト 防 相 ! I 、 ツ ト11.- 7 の ｼ 目地材は＿号，，ＩｾｩＧ " 1  

山 出 興 産 株 式 会 社

代表取締役社長
山 出 敬

〒564 大阪府吹田市江の木町24一 10 T Eし (06) 385一1268 F A X  (06) 386- 6271 

支庖・営業所 東 京 ・仙 台 ・ 大 宮 ・ 千 葉 ・ 横 浜 ・名古 屋 ・ 大 阪 ・ 広 島 ・ 福 岡
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日本建築協会

月間の動き

平成元年11月分

編 集 委 員 会

第 13回 b e i n g幹 事 会

1 日 6 1時半 - 8 時 於 本 会 会 議 室

出 席 者 北 村 幹 事 ほ か 2 名

殺 事 12月 号 以 降 の 企 画 と 報 告

第 4 回 法 令 分 科 会

E 日 2 時 - 4 時 於 本 会 会 議 室

出 席 者 大 前 幹 事 ほ か 4 名

哨 Ij玉 (1) r法 令 コ ー ナ ーJ の 企 画

(2) 特 集 の 件

(3) 最 近 の 話 題

第 8 回 会 員 企 画 小 委 員 会

7 日 6 時 - 7 時 半 於 本 会 会 議 室

出 席 者 今 井委 貝 ほ か 2 名

刑 事 「建築と社会J ( シ リー ズ も の ) の掲 載 内 容

( 報告と今後の企画) について

第 8 固 編 集 委 員 会

9 日 4 時 - 6 1時 於 本 会 会 議 室

出 席 者 長 谷 部 委 貝 長 ほ か 3 名

殺 事 ( 1) 11 月 号 「 第36回 青 年 技 術 者J 特 集 報 告

(2) 12月 号 「 役 近 の 博 覧 会 パ ピ リ オ ン 」 特 集

経 過 報 告

(3) 1 月 号 「 商 品 化 住 宅 の デ ザ イ ン 」 特 集 経

過 報 告

(4) 2 月 号 「 ニ ュ ー タ ウ ン ・ ル ネ サ ン ス 」 特

mの 企 画

(5) 3 月号「スケーノレ感」特集経過報告

第 B 回 作 品 作 風 小 委 員 会

9 日 6 時 半 ー 8 時 於 本 会 会 議 室

出席者増前I j 委只長ほか 8 名

議 事 (l) r新 建 築 関 査 表 」 の 作 品 の 選 定

(2) 最 近 の 掲 載 状 況 ・予 定 の 報 告

(3) r G a lJ er y J 内 容 報 告 と 今 後 の 検 討

3 月 号 「 ス ケ ー ル 感 」 特 集 第 4 団 幹 事 会

15 日 6 時 半 - 8 時 半 於 本 会 会 議室

出 席 者 加 藤 幹 事 ほ か 4 名

機 感 平 成 2 年 3 月号「スケーノレ感」特集笑検討

表 紙 デ ザ イ ン 打 合 せ

15 日 6 時 - 7 時 半 於 本 会 会 議 室

出 席 者 長 谷 部 委 貝 長 、 上 回 委 員 長 代 行 、 岱 山

悦 司 氏 、 カ メ ラ マ ン ( 柄 松 稔 、 稲 住 泰

広 、 竹 井 通 仁 、 黒 田青 巌 )

四 事 来年の表紙の方針とスケジューノレ

第 5 回 計 画 分 科 会 一 計 画 系 一

16 日 6 時 - 9 時 15分 於 本 会 会 議 室

出 席 者 回 中 幹 事 ほ か 4 名

殺 事 (1) 3 月 号 計 画 系 合 同 企 画 の 特 集 報 告

(2) 2 月 号 「 ニ ュ ー タ ウ ン ・ノレネサンス」

( 仮称、) 特集の企画

第 9 団 施 工 材 料 分 科 会

21 日 4 時 - 6 時 於 本 会 会 議 室

出 席 者 宏 、 水 幹 事 ほ か 4 名

議 事 (l) r施 工 材 料 の 頁 J の企匝l

(2) 4 月 号 「 プ レ ハ プ 住 宅 の 過 去・現 在・未 来J

第 8 回 広 告 企 画 小 委 員 会

28 日 4 1時 - 6 1時 於 本 会 会 械室

出 席 者 長 谷 部 委 員 長 ほ か 2 名

殺 事 (1) 11 月号 「 背 年 技 術 者 」 特 集 広 告 収 入 報 告

(2) 収 支 状 況 報 告

第 4 固 段 備 分 科 会

29 日 41時 - 6 時 半 於 本 会 会 議 室

出 席 者 佐 藤 幹 事 ほ か 2 名

議 事 (1) r殻制i J の頁」 の 企 画

(2) 設 備 特 集 の 企 画

事 業 委 員 会

第 5 回 広 報 小 委 員 会

1 日 6 1侍 - 7 時 半 於本会会主控室

出 席 者 寺 井 幹 事 ほ か 7 名

議 事 (1) 前 回 事 業 委 員 会 の 報 告

(2) 研 修 分 科 会 か ら の 報 告 と 今 後 の 企 画

(3) 教 室 分 科 会 か ら の 報 告 と 今 後 の 企 画

第 5 回 若 い 会 員 の 集 い 小 委 員 会

7 日 61時半 - 8 時 半 於 本 会 会 議 室

出 席 者 富 野 日IJ委 只 長 ほ か 5 名

議 事 (1) 前 回 事 業 委 員 会 の 報 告

( 2) r いま関西がおもしろい J 実 施 報 告

(3) r 音楽と建築」実施報告

(4)r エコ ロ ジ カ ル ア ー バ ン プ ラ ン ニン グJ

(5) r 北 村 陵 夫 氏j 個 展 ・鱗 前 会

(6) r 関西の祭事の研究J

第 9 国軍吉い会員の集い「関西の祭事」研究会

8 日 6 1時半 - 8 時 半 於 本 会 会 議 室

出 席 者 大 森 主 査 は か l 名

議 事 (1) 予 備 関 査 の 写 真 セ レ ク ト

(2) 予 備 関 査 の レ イ ア ウ ト

第 6 回 エ コ ロ ジ カ ル 企 画 分 科 会

9 日 6 11寺- 9 時 於 本 会 会 議 室

出 席 者 ゲスト ハ ー ビ ィ ・ シ ャ ピ 一 口 氏 ( 大

阪 芸 術 大 学 教 授 )

宮野商IJ 委 貝 長 ほ か 3 名

議 事 ( 1 ) 実施時期iの 検 討

(2) 会 場 の 選 定

(3) テ ー マ ・内 容 の 検 討

第 5 回 見 学 会 小 委 員 長

9 日 61時- 7 時 半 於 ニ ュ ー ミ ュ ン へ ン 北 大

使 館

出 席 者 南 ・ 南 方 両 幹 事 ほ か 6 名

議 事 (1) 前 回 事 業 委 員 会 の 報 告

(2) 9 ・10月 の 見 学 会 の 報 告

(3)11 月 以 降 の 見 学 会 の 予 定

(4) 今 後 の 見 学 会 の 検 討

(5) 分 科 会 か ら の 報 告 と 検 討

第 5 回 事 喋 委 員 会

16 日 1 時 40分 - 3 時 於 本 会 会 議 室

出 席 者 西 村 委 貝 長 ほ か 4 名

議 事 (1) 各 小 委 貝 会 か ら の 報 告

(2) 今 後 の 企 画 に つ い て の 検 討

(4)1989年 建 築 関 係 団 体 合 同 忘 年 懲 親 会 に つ

いて

「音楽と建築」企画分科会

21 日 6 時 半 - 8 時 半 於 本 会 会 議 室

出 席 者 ゲ ス ト 渡 部 貞 清 氏 、 稲 本 直 氏

富 野 刷 委 貝 長 ほ か 4 名

量産事 今 回 の 反 省 、 次 回 の 企 画

第 5 回 数 室 分 科 会

22 日 6 時 - 8 時 於 本 会 会 議 室

出 席 者 奥 村 幹 事 ほ か 3 名

殺事( 1 ) 話題建築を Ilfl <  

(2) ビ デ オ 映 写 会

第 10回 若 い 会 員 の集 い 「 関 西 の 祭事 J 研 究 会

29 日 61時 半 - 91時 於 本 会 会 議 室

出 席 者 大森主主主ほか l 名

「明 ｬ ｊｾ 中 間 報 告 の 検 討

出 版 委 員 会

第 7 回 委 員 会

17 日 511寺 - 6 1時 於 本 会 会 議 室

出 席 者 須 賀 委 只 長 ほ か 3 名

f明司王 ( 1) <プ ロ の ノ ウ ハ ウ 〉 と 特 装 本 の 経 過 報 告

(2) 今 後 の テ ー マ と 執 怨 者 選 定 に つ い て

(3) プ ロ の ノ ウ ハ ウ 講 座 シ リ ー ズ 第 3 回「イ

ン テ リ ア コ ー デ ィ ネ ー ト の 100ポイ ン トJ

教 育 委 員 会

第 35図 工 高 生 デ ザ イ ン コ ン ク ー ル表 彰 式

18 日 2 時 - 5 時 於 本 会 会 議 室

設 計 諜 題 rリゾート 地に主主つ ペ ン シ ョ ン J

出 席 者 狩 野 審 査 委 貝 長 ほ か 3 名

片 倉 ・中野教育正前IJ 委 貝 長 ほ か 4 名

建築関係団体合同忘年懇親会

第 2 圏 実 行 委 員 会

20 日 3 時 - 5 時 於 本 会 会 議 室

出 席 者 鶴 岡 実 行 委 貝 長 ほ か 12名

言葉Zj'; (1)貸 助 ・ 景 品 寄 贈 の 申 込 状 況 に つ い て 、 報

告 と 検 討

(2) 参 加 者 お 土 産 に つ い て

(3) 司 会 ・ 余 興 に つ い て

(4) 会 場 配 置 に つ い て

(5) 当 日 の 進 行 ス ケ ジ ュ ー ル 及 び 作 業 分 担 に

つ い て

建 築 ク ラ ブ

第 211 回 朝 食 会

14 日 8 時 半 - 101時 於大阪グランドホテノレ

参 加 者 63名

被 題 「日本の近代美術と梅原間三自IIJ

講 師 小 企 忠 夫 氏 ( 京 都 国 立 近 代 美 術 館 館 長 )

役 員 会

27 日 4 時 - 51時 於 本 会 会 議 室

出 席 者 塚 本 代 表 ほ か 6 名

殺 事 (1) 建 築 ク ラ ブ 新 年 宴 会 開 催 に つ い て

(2) 2 月 以 降 の ス ピ ー カ ー に つ い て

(3) 平 成 2 年 度 の 会 費 な ど に つ い て

(4) 束 畑 謙三 氏 米 寿 祝 賀 会 に つ い て

住 宅 管 理 研 究 会

第 3 回 作 機 委 員 会

24 日 1  1時半ー 51時 於 本 会 会 議 室

出 席 者 高 田 座 長 ほ か 11名

殺 事 ( 1 ) 作業状況報告について

(2) 2 段 階 供 給 に つ い て

11 月 の 入 会 者 ( 敬称略)

〔団 体 会 只 1 社〕

室町ピノレサービス附大阪2事業所

〔個 人会貝 2 名 〕

植 西 正 明

( 松 村 組)

斉 藤 仁

( 日本不動産研究所)
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[  建築デザイン会第ｾ山ｲｮｊからの報告 E  

黒部から高野山まで、そして将来へ 100 人の会議は次第に細分化されることによ っ

て、より具体的で・突っ込んだ議論に入るようにな

戦後生まれの建築家約100名が一堂に会した「建 って 来た 。 またそれぞれが顔見知りになり、相手

築デザイン会議」は 1987年、 88年の 2 固にわたり の考え方を知るようになり、各人はそれぞれ自分

富山県黒部で開催され、 89年度はその地を高野 山 のスタンスを見極める こ とが出来るようにな って

に移して第 3 回会議が行われた 。 来た 。同時にこの 3 回の議題は、戦後生まれの建

会議の発端は、戦後を境とした世代附にどこか 築家達をとり囲んで来た特殊性を意識のレベルに

異なる時代感覚が横たわ っており、建築は変わ っ 引き寄せたようだ。

ていくという実感と、その現象について意識を傾 今後この会議は継続されていく予定にな ってい

けてみようというものであ った。 る。 しかし時代の変容に向けられた視点を継続す

そこには確固たる討論のテーマよりも先に全国 るためには、会議自体も変容していかなければな

から建築家が集まるという出来事を通して、一般 らない。 この 3 年間でシステムは確立された 。実

的な情報では伝わらない体験から何かが生まれな 行委員会も新陳代謝きれなければならない。あら

いかという期待感に思いを寄せたものであった 。 たにのぼるであろう議題はこれから検討され、時

その点ではかつての C I A Mの会議のような宣言 代の多様な断面を浮き上がらせていくことだろう 。

文を出すことよりは、現代の情況と各自の位置づ 準備は進行中である 。報告の最後にデルファイ研

けをそれぞれに発見しようとする主旨であった。 究所の協力と、 Y K K 吉田工業の協賛が、この会

それを浮き出させるテー? として、テクノロジ一、 議を支える舞台裏にあったことをしるしておきた

コマーシャリズム、メディアがとり上げられた 。 い。 ( 本多友常/ 竹中工務応)

それは今に生きる建築家にと って避けて通れない

問題として、現代を特徴づける基層となっている 第 l 分科会 「 メ デ ィ オ コ ス モ ス と デ ザ イ ンj

からだ。 たとえばコマーシャリズムを推進するこ

とも拒絶することも、いずれにしてもコ 7 ーシャ 「メディオコスモス」とは、ゲストスピーカー

リズムが大きな影響力として働いていることを意 の一入室井尚氏による呼びな らわしである。メデ

殺せざるを得ない 。かつて建築のあるべき姿を求 ィアの宇宙では 、様々なメデ ィアが互いに関係性

めて、モラルに向けられた視点は、次第にそれを

とり巻〈時代の現象に移されて来ており、その視

線のズレは世代の移り変わりを目 jlilJ する指標とな

る。

「テクノ ロジーJ をテー 7 とした第一回は 、リチ

ヤード ・ロジャースをゲストに、 100名が一堂に会

する会議となり、技術に対する千差万別の立場が

各人から提出された 。 しかし、問題を深める点で

は100人の会議はコミ ュニケーンヨ ンという点で反

省が残り、第 2 回では分科会方式が採用されるこ

とにな った。 ここでは「コマー シャ リズムの 中の

デザイン ｪ について、 Ｓ つの［ｉＧｾなるサプテー＿と

して、それぞれ「商業空間のパラダイム J r消費

社会の中の住空間J r虚像化する都市空間」があ

げられ、プロデュー サ一 、美術評論家、文化史研

究家、建築家をゲストとし、さらに、アジア各国

からの同世代の建築家約 10名をまじえての討論と

なった。 それぞれの会議録は既にデルファイ研究

所から、建築デザイン会議実行委貝会編として出

版されている 。

この 2 回の実績を踏まえて、 1989年度は 「メディ

アj の時代とその及ぼす影響について、分科会は

さらに 5 つの小グループに分けられ、ゲストとし

てはドームスをはじめとして世界の建築雑誌を代

表する海外ジ ャー ナリスト 4 名の参加を得て行わ

れた 。

ここでは、メデ ィアの変容が人間! の精神に働き

かけ、さらにそれがメディアを変えていくという

加速化された情況において、メディアは単なる媒

体を越えて人 JHJ の身体と深くかかわ っているとい

う時代の特殊性を採ることが大きなテー 7 とな っ

た。
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をつくるだけで、パラパラに散らばっている。今

日のようにメディアがデジタル化されると、メデ

ィアそれぞれのヒエラルキーはなくなるというわ

けである 。 きて、そういう状況のなかで、建築家

のみなさん、いったいどうしますかという室井氏

の先制攻撃から分科会は始まった。

建築家たちの反撃はいつものように個別的て¥

まとま った話にならない 。 また、ゲストスピーカ

ーが提起する問題とはいつまでが経っても意識のズ

レが残 ったままであ った。 しかし、今回はそのズ

レをお互いがわきまえながら論じあえたようであ

り、中味の濃い議論が行われたとは思う 。

時代は明らかに変わりつつある 。 クライアント

をはじめ、建築家をとりまく環境にその変化が目

立っている。もちろん、それはメディアの変貌を

背に受けてのことである 。そこで、ゲストスピー

カーたちは問う 。今や、建築家の表現は根底から

変えてゆかざるを得ないのではないか、と 。 それ

に対し建築家は、新しいメディアの出現は、自分

にと って表現の範囲を拡げるチャンスだ、と応じ

る。根底は変えない。変わりたくないのである 。

心の中では、変わらねばならない、と思 っている

にもかかわらず。両者が一番かみあわないのはこ

の点である。

建築家はあいも変わらず、自らのアイデンティ

ティが強い表現意欲抜きではありえないと考えて

いる 。時代はどうあれ表現なるものの本質は変わ

らないのだ 、と信じたがる 。そんな物言いに、ゲ

ストスピーカーは、他のアートの分野では、と っ

くにそんな前提は捨て去ってますよと切り返す。

ここで建築家の信じているものは、近代における

建築家像である 。 しかし、ゲストスピーカーのー

人建畠哲氏が言うように、近代という時代はすで

に「過渡期J に他ならない。一つの考えにこだわ

りつづけることがやがて矛盾をさらけだすことも

明白なのであろう 。

そうした議論の流れのなかで「建築家自体がメ

ディアではないのかJ という発言があらわれた 。

議論の本筋から少し離れてはいたが、その場の人

々の静かな支持を集めた。たしかに核心を突いた

発言ではあ ったが、そのために、せっかく聞きか

けた{ 務口をふさいでしまったようである 。次は田

原総一朗ても呼んできて、も っ とズタズタにやり

ませんか。

( 佐 野 吉 彦/ 安井建築設計事務所)

第2 介科会 「 メ デ ィ ア ス ー ツJ

歌舞伎の女形俳優 ・嵐徳三郎さん紛する王女メ

ディアのコスチュームが、 「意外と薄手に作られ

ていて、身体の線が妙に男っぽかったではないか。

云々 ・ー」などという 色 っぽい議論かなと思いき

や、ま ったく当が外れた 。 メディア ( 媒体) に建

築は食われてしま ったのだろうか、という実に悲

しい真面目な会議だ ったのである 。

そもそも誤解を招〈メディアスーツの本来の意

味は、ゲストスピーカー・伊藤俊治さんの小文を

私なりに解釈すると、こうなのである 。 r高度な

メディアテクノロジーの発展は、メディアを気紛

れに選択できる立場から、いやがおうても受け入

れざるをえない状態にまで、我々を追いつめてき

ている 。 この呪縛のメディア環境では、メディア

が人を包み込み動〈建築物のような役目を果し始

め、時には皮r. や月日の機能の如き* 度で我々にか



海外の建築ジャーナリストによる 肘儲

かわってくる。 .!!nち、我々はメディアのスーツを

まと っているようなものだJ というのである。

この人聞の感覚をもコントロールし始めている

メディア環境の中で、身体に直結する建築デザイ

ンは、恐らく、その事実を最もダイレクトに受け

とめていかなければならないジャンルである、と

いつことになるのだそ -5 t，ご。

うろたえる我々の浮足立った意見の交換の中か

ら、一昨年の「建築はウォークマンに勝てるか ( ウ

ォークマンは、ま ったく別の環境を瞬時に作り出

せる 。) J の議論が再燃し、ょうやくメディアに対

する建築家のスタンスのとり方に 4 グループある

事が浮ひ' 上ってきた 。第 1 は、狂信的グループ。

「笑夫宇の建築は ある 。 きっ と、ある 。 ウ

ォークマンごときに建築が左右されてたまるか…

'，J とつぶやく 。

これに対して、第 2 は、ウォ ークマンを新しい

支配者として崇拝するグループ。 その中の女性建

築家の発言。 i こんな お話があります。小住宅で

部屋数を 一つでも減らしたい。そんな要望の施主

がおりまして、一つの子供部屋に二人のお子逮が、

それぞれにウォーク 7 ンを掛けて別々の生活をし

ているのでございます。御夫婦もそろ ってウォー

クマンをお掛けになれば、個室が、た った一つで

済み、もっと広々と使えてようございますのにね。

全員で大笑いのあと、なぜか頬が引きつる 。( 多

少、発言を脚色しております。 これもメディアス

ーツのなせる業、お許し頂きたいと存じます。) 第

3 は、この狂信的建築家達とウォークマン崇拝派

のテニス 7 γ チを首のだるくなるのをがまんしな

υ" ' ん

がら見守る日和見グループ。第 4 は、逃避のグル

ープ。メディアと名がつけばファクシ ミリのスイ

建築デザイン矧ｾｾＭＮｭｊからの僻 1  

ッチすら、できれば抑したくないと恐れるi A 中な の ｩｬＧｪｾ を目的とする記号にすぎない」という定義

のである 。
がされていました 。 この時点で「建築= メディア

こうした情況をみて「王女メディアJ のシーン 派j と「建築宇メディア派」 に分れてしまい、ど

が思い浮かぶ。 4 人の我子が苦しむ様をみて、メ ちらかと 言え ば後者の方が多か ったように恩われ

ディアは復讐を来たした喜びに狂おしく叫ぶ「も ます。分科会での議論は 「建築は消費されるもの

っ と苦しむが良い。私の受けた心の傷に比べれば、 ではない。あるいは、あってほしくない」といっ

お前たちの苦しみなどは .. ...... J 。 た立場を i暗黙の内に認めた上での発言が多か った

( 柏木浩一/ 竹中工務庖) ように恩われます。かく 言 う私も、その一 人です υ

第 3分科会 「触発するメディアJ

分 科 会 - 1Il は「触発するメディア 音と光J を

テーマに、ゲストスピーカーとして山内附雄、庄

野泰子の両氏をむかえての会談。 山内氏は、舞台

照明をはじめとする照明デザイナ一。庄野氏は、

消費されてしまう部分があ っても、 建築が消費さ

れたあとに残るものは 「無j でしょうか。 もうす

こし議論が必号警なようです。

(林 浩 二/ 大林組 )

第 4 介科会 「メディアとしての空間J

都市 ・建築ともかかわりの深い音環境デザイナ一。 ゲストの 川島透氏は、、虚構の空間H の映像上の

会議は、庄野氏からのプレゼンからはじま った。 構築者としての映画監督。映像としての映画と、

自然の存在を音を通して表現している例 空間としての映画館は、深い文学的体験の世界を

騒音の中に呉質な音を添加することにより、非日 共有していた 。今は、再開発という平均化された

常的な空間] を生み出した例 キレイゴトの世界が代表するように、やせ細 った

- ポストンの地下鉄駅の鐙

- 西鶴屋橋のサウンドインスタレー ション

( これは、低音域中心の交通騒音の激しい歩道橋

に、人・車の発する振動を感知し、高音域の断続

音をかすかに発生させる装置を設けた例 )

.，氏の意図とは別に「騒音」に議論が集中した。

「音を騒音ととらえるか情緒12かなものととらえ

るかは l時代 ・個人により変化する 。絶対的な評価

はできない J i 沌の音も、ある人にとっては騒音

にすぎない J i チンチン電車 ・物売の声も、かつ

ては騒音であ ったものが、今はなつかしく思われ

るJ など。

山内氏より問題提起。

i貧庫IJ の世界においては照明も音響も俳優も演出

も全て作者に奉仕しなければならない。 ここでは、

過剰な演出は、個人それぞれの理解を妨げ、メデ

ィアとして失格といえる 。

「発信側と受信側では、必ずギャ ップがある 。J

「どこまでが過剰であるかの線引きは困難。各自

で判断するしかない」など、過剰な1貸出の不当性

には賛同しつつも、とまどいがあ った。

以上の議論をふまえて、 「現代の都市 ・建築デ

ザインの状況も騒音の渦といえるが、音の世界の

ように異質なものを投入することにより、状況が

かわるか，J i デザイン そのものにおいても過剰な

演出は受け手の選択の余地をなくす。例えば竣工

後も触手を持っているような、オープ ンエ ン ド・

システムが考えられれば建築は人とともに変化 ・

成長できる ( =新メタポリズム )J i新メタポリズ

ムはファ ッションになってしまう( メテ・ィアイじの

否定 )J i これからは笠の時代。生の音、光、空間

は時と共に変化し、変化する空間は人に押付けが

ましさを与えない。J

・ 「テクノロジー J i コ7 ーン ャ リズム j に次い

で今回は「メディア J がテーマとして選ばれたが、

笑行委貝会より「建築・都市はメディア = 一過性

体験のないi ! t 界にな っ た 。 ( 映函館は、駅前にあ

り、再開発の対象となりやすい。)

映画一峡函館一再開発一均一化は、空間として

のメディアの変遂の典型である 。現在の 多様なメ

ディアの変節は、都市空間の変節と平行して進ん

でいる 。メディアが全体像を提供しようとした幸

福な時代は終 ったように、都市空間も、全体像を

提供しえていない 。映画においては、 V . T . R  

を通じて編集が茶の開化され、プロの領域も、薄

っ平にアマチュア化された 。都市においても、“ ホ

ワイトシテ ィ= 全体の街. から、 “ デ ィズニーラ

ンド型= 部分の集積の街" に移りつつある。前者

は東急型、後者はセゾン型として、 lj 攻略化された

メディアである商品としての空間にも取り込まれ

つつある 。聞紀彦氏が、 “ オデキ" と呼ぶ“ 都市

の橋頭盤的な部分" は、本会議の参加者が形成し

ようとしている建築を表現する 一つの言葉である 。

たとえ“ オデキ" が真珠であるとしても、短編小

説であり、長編小説としての過去の都市像を形成

した建築空間にはなり得ないのではないかという

議論があ った。

川島氏の織影可能な“ 東京" という街は 、セ ッ

トか、夜の街である 。不要な情報が消え、 “ 人々

の考えている東京の姿 - “ 心、の実像" “ 虚像

の笑体" が独得できるからだ。

建築家として、メディアとの距離は、①椎名英

三氏、メディアからのがれようとする。②隅研吾

氏、メディアの中にあ って、流れながら考える 。

③聞紀彦氏、倫理すら戦略になってしまったメデ

ィア社会にあ って、古典的空間像を採るところか

ら再構築を採る 。④竹山聖氏、主主築は、個人の表

現行為ではない。建築家は、自分の信念 ・価値観

を持 った、社会の変圧器ではないか。⑤中埜博氏、

メディアは、自分自身である 。等であ った。

一枚の写真が大切であ った時代、かけがいのな

い一枚の写真4 を、今は、持ち得ない l時代である 。
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( 川島氏) 混線したメディアの中に、日本の映画

界があり、建築界があり、人間とさE聞の関係があ

る。

現実は、刺激的で、コンフォータプルであるが、

無力感の涼ょう世界が展開している 。

川島氏より、極めて流動的な現在のメディア社

会において、かけがいのない一枚の写真、一本の

映画、一つの建築を、 、メディアとしての空間"

に関わる立揚から一緒に採 ってほしい。 と述べら

れた。 ( 泡上俊郎/ アーバン ガウス研究所)

第5分科会 「官能性と空間」

「官能性と空間，lj 、恐らくこのテー? のみを見て

この分科会に参加した人々はゲストが話し始めた

内容に、不断使われることの無い部分を少なから

ず刺激されたのではないか。文化人類学者であり

宗教学者であるゲストの植島啓司氏は、まず最近

の雑誌から米固め煙草メーカ一、ベンソン & ヘ ッ

ジス社のカラー広告を random に引き抜いて提出

し米国の、特に食品、医療品、煙草等で行われて

いる広告媒体における Medi a exploit ati onについ

て語り始めた 。

それらの広告には、煙草を売ることとは異質な

ものが様々に埋め込まれていた 。一見しては楽し

い場面であるのにその背後に、 Sex や死のイメー

ジが埋め込まれている 。 それも様々な形で。妊婦

とおぼしき女性が煙草を吸い、インシュリンのケ

ース ( 糖尿病の人にとって喫煙は命取りとされて

いる ) が何気なく置かれ、誕生パーティーの楽し

い場に、喪服の人物が潜んでいたり、正に煙草に

とってタブーですらあ ったイメー ジが1管まされ、

それが煙草の売上を大きくあげているという 。

l 枚の広告は広告製作者 ( 社 ) によ って隅から

悶まで expl oi t at i on の場として徹底的に意図的に

つくられていること、それらは人聞のサプリミナ

ルな領域に向か つて発信されているということ、

そしてその桃造はまだは っきりとは判 っていない

が、その構造への技術的、科学的アプローチが進

んでいる 。だから「ポストモダン j などトンでも

ない話で、いまやっと「モダン」が実践化され始

めたのだ。 と植島氏は言う 。

雑誌広告とは別に背と映像に関してもウィリア

ム ・フリードキンの映画「エクソシスト」が取り

上げられ、ビデオを見ながらフィルムに 1 / 48秒

間挿入されたデスマスクやら、音の世界で入れら

れた自然音 ( 豚が屠殺されたときに出す悲鳴の複

合音、巣を壊された蜂が出す怒りの音の複合音 ) 、

それらが多くの観客に吐き気や不快感を与え、か

つ空前の入場者数にな ったこと、等々が語られた 。

むしろ 「性j よりは「死j の方が取り上げられが

ちで弘あ った。

そこで官能性に話を向けることが提案され、ま

ず、植島氏による官能とは性的感覚であること、

その官能を感じるのに、今、流行りの「美少女J

逮を集めての森林浴ならぬ美少女浴は如何だ ろう

かと 。 て' は建築家達にと っては官能的建築とは ー
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休どんな建築をいうのか、何が key なのか? との

問いが発せ られた 。

建築家達の反応、応酬についてはもう字数が尽

きて fIF くことができないが、こうして身の回りを

ビッシリとメディアで埋められている中て¥この

ようにメディアを丹念に読んで行くことを見せつ

けられると、 Media- phobi a の状態に陥りそうに

なり、理解することを放棄しそうになるが、それ

が又、 「メディア j 側の思う壷て¥放棄した情報

は記憶の貯蔵庫に送り込まれてしまうといフ 。つ

まり、 7 クルーハン流に言うと「人間に影響を与

えるのは、理解できなか ったことだ」という風に

なる 。

当然 「美少女浴J に無縁な我々は、メディア浴

という日常を生きてゆくことになる 。 しかし植島

氏の 「モダンはや っとt ake- off しよ うとしている 。

ポストモダ ンには反対だJ という st rai ght な意志

表示はポストモダ ンに汲々としている建築家遥に

は、別世界のように感じられたかも知れない 。

しかし、私自身としては、モダンの技術主義的、

科学主義的傾向には常々、不安を感じてきた 。 と

もあれ 、こ の分科会では少なくとも槌島啓司とい

う建築界には異質な知性が切り開いてみせてくれ

た世界に拒否反応をも含めて大きな刺激を与えた

ようには思えた。 ( 安原盛彦/ 安原建築設計事務所)

オブザーパーとして

今回で 3 度目となるこの会議に、昨年からオブ

ザーパーとして参加をした 。今回は、前 固ま での

Y K K富山国際会議場を離れ、高野山に場所を移

して の開催であ った。 それは高野山の場所性が設

定されたテー? と極めて現代的に連関するであろ

うという目論見に基づいている 。 また今回も各々

のテーマについて、 5 つの小分科会に分けられ会

談は進行した 。小人数化することで、よりテー?

を深〈織り下げようとしたからである 。 こうした

試行は、会識の一 因性の臨場感と緊張を高め、参

加l した者にと っては最も有意義なことであったよ

うに思う 。

今回のテーマは、前固までの「テクノロジー」

「コマーシャリズム J に引き続き、 「メディアと

してのデザイン J であ った。 テーマ自体、現代の

建築を取りまく状況に極めて包括的に関わりなが

ら、建築の本質的な部分を大きく左右する命題で

ある 。 と同時に、建築が建築だけの問題ではなく

なり、決して一つの解決法に収束していくことが

ないという現代の状況をよく反映したものだとい

っていい。

会議には、他分野からのゲストスピーカーが呼

ばれ刺激的なプレゼンテーションが行なわれた後 、

自由なディスカ ッショ ンが行われる 。前回もそう

であ ったが、彼らは、建築家が、社会的な責任との

せめぎ合いの中て¥他分野よりも、より問題意識

が先鋭化することを賞賛しながらも常に枠をつく

り、自由にはばたききれないもどかしさも合わせ

もっていることに対して、果敢に攻撃を加えなが

ら激励 して くれるのである 。その時に、建築その

ものが、超克すべき問題を設定しにくい時代であ

るということと、それに対して抱かざるを得ない

不安感をいやが上にも再認識させられる 。少くと

も自覚的である建築家にと っては、両刃の剣にも

なりかねない不可視の領域ー メディアーに対する

各自のスタンスを改めて考え直してみる機会とな

ったであろう 。会議そのものが、結論を導き出す

ことなく、われわれ自身にと ってひとつの契機で

しかないことに意味があ ったように思う 。

また、今回は、 D O M U S を始めとする海外建

築雑誌の編集長がノ マネラーとして参加され、各誌

の編集を通して建築思想、とでも 言 うべきものが語

られたが、彼らの一貫性と、自らの立場に対する

確信は、メディアにひとつのベクトルを与え、何

よりもその背景にある強固な意志こそが、新しい

ものを創 っていくのだということを 、よく物語っ

ていた 。 それは、建築そのものがメディアであり、

カオティ ックな状況の 中で、 どう方向付けられる

べきかということに、ひとつの示唆を与えていた

ように思う 。 ( 松本 明/ 浅井謙建築研究所)



空気調和・給排水・衛生・防災設備 設 計 ・施 工

4 > き喜朗自Z 業 社

本 社 東 京 都 港 区 浜 松 町 卜 25- 7  電話 ( 434)6171( 大代)

大阪支社 大阪市淀川区加島 1 - 58- 59 電話 ( 302)2271(代)

支 l苫 北 海 道 ・東 北 ・名 古 屋 ・中 国 ・九 州

営 業 所 釧 路 ・函 館 ・盛 岡 ・徽 浜 ・静 岡・ 京 都 ・神 戸

電気・空調・衛生・防災・産業廃水設備

設 計 施 工

e D ヲイヲJ 械式会社

本庖・大臣本社 〒650 大 阪 市 西 区 江 戸 堀 1丁目9番 25号 電 館 (06)441-8231

東 京 本 社 干102 東 京 都 千 代 田 区 町 士 見2丁目 15冊 10号 電 話 (03)261・8231

支 社 名 古 屋 ・稲 岡

宝 庫 札眺 仙 古 ・新 出 大 日 ・ 千 灘 ・ 慣 浜 金 沢 京 都 神 戸 ・天 理 岡 山

広 助 高 怯 ・熊 本

営 . 所 帯 広 函 館 ー背 轟 杭 田 蟻 問 削 崎 長 野 静 岡 豊 田 路 市 山

偏 井 徳 山 ー松山高知北九州. J I ! ; 児砧. > > 11111

出 強 所 旭 川 偏 砧 ・ 川崎 般 江 ・徳 砧 下 関 長 崎 大 分 富 崎

海 外 宜 底 シンガポール ホンコ ン

技 楕 研 究 所 干354 埼 玉 県 入間II!Il 三 芳町 大 手 北 水 井390番 地 電 話(0492)58- 1511

空気調和設備 / " X ' ¥ 産 業 設 備

給 排 水 設 備 ，/冨、 i 水 処 理 施 設

電 気 設 備 マー- v 環 境 施 設

三機工業株式会社

取 締 役 社 長

大 阪 支 庖 長

白 谷 清 二

三 回 村 嘉 也

大阪支庖 大阪市中央区北浜2- 2- 21 l[L話06( 202)3071(代表)

本 庖 東京都千代田区有楽町1 - 4- 1 電話03( 502)6111(大代)

支 庖 名古屋 ・九州 ・北海道・中 国 ・東北 ・北 陸 四国

空 気 調 和 設 備

衛 生 設 備 設 計 施 工

⑩ 三 建 設 備 工 業 株 ま 奮 社

大 阪 支 庖 大 阪 市 北 区 紅 梅 田T 3  "1]書 5 号 電 話 (352) 1  1  3  1 刊

本 社 東 京 都 中 央 区 日 本橋 鱗 殻 阿 2 - 2 2 電 話 (667) 3431  (大代 )

支 社 名 古 屋 ・仙 台 ・ 札 幌 - 広 島 ・ 福 岡 ・金 沢 ・新 潟 ・繍 浜

。 空 気 調 和 衛 生 設 備 設 計 施 工

格式会社 三 晃 空 調

本 社大阪市中央区域見2丁目 l番61号Yイン21MI Dタワー 包括 06- 949- 1371

東 京 本 広 東 京 都 新 宿 区 西 新 宿 新 宿 住 友 ピ ル 電話 03- 344 - 1911

大 阪 本 庖 大 阪 市 北 区 西 天 満 4 丁目 6 帯 18号 電 話 06- 363- 1371

支 庖 仙 台 市 背 葉 区 大 町 2 丁目 2 番 10号 電 話022- 261- 3002

名古屋市 中村 区名駅南 2丁目 14番19号 電 話052- 581- 8571

広 山 市 中 区 紙 屋 町 1 丁目 2 番 22 号 電 話082 - 247 - 4535 

福岡市中央区大名 2 丁目 4 番 22号 電話092- 761 - 3795 

営 業 所 札 幌 横浜 京都 神戸 松 江

出 張 所 背 森 ・秩回 ・盛 岡 大 宮 ・千葉 ・川崎 ・富山福井・和政山・

鳥取 ・岡山・ 高松・下関 ・熊本 ・鹿児島 ・沖縄

ｾ＠ 空 調 衛 生 ・ 冷 凍 冷 蔵 ・ 地 盤 凍 結

倒 的 よ き 蹴 へ 繍 で 挑 む一 一 一

o  株式会社孟童相

倒防 ーーー一

本 社 大阪市中央区瓦屋町 2丁目 1I 番16号( オートセンターピル 1. 2階)

郵便番号542 nr話 大阪 (06) 768- 5  0  3  1  代 表

メンテナンス部電話 大 阪 ( 0 6 ) 7 6 8 - 1 6 5 1  代 表

来京支底 東京都千代悶 区九段南2丁 目2番5号( 九段ピル 2 - 4 階)

郵便番号102 電 話 東 京 (03) 262- 3  2  4  1 代 表

商昂は宇気ですo V  r-
園 田 熱と空気のエンジニア川 一 一

〉ー〈J 5意思
・宮

空 気 調 和 ｾ＠ 織送機設備

給排水衛生 、てつ7 設 計 施 工

人に優しい環境づくり

第一工灘備式怠租

大 阪 支 庖 〒 530 大 阪 市 北 区 西 天 満 3 丁目 6 番 1 4 号

電 話 0 6 - 3 6 4 - 6 6 6 1 ( 代 表)

本 社 〒100 東 京 都千 代 悶 区 丸 の 内 3 丁目 3 番 1 号

電話 0 3 - 2 1 1 - 8 5 1 1 ( 代 表)

ガス設備の設計・施工のご相談は

大阪ガス指定工事会社・大阪ガス住設機器特約庖

。大晃設備株式会社

本 社

大阪市北区西天満 5 - 11- 12 111 06- 313- 1846  

大阪営難所

枚方営蝶所 枚 方 市 甲 斐 回 東 町 9 - 3  HL0720- 49- 2128 

ｅｾＮ ・ ｵ ‘扇町ＭＭ 内気調和設f F m

設計施工

換気・除塵設備

東洋撚工舗陣織亘書会極大幅安直

大 阪 市 西 区 靭 本 町 3 ー 1 - 2  7  T  E  L  (443)  8  0  7  1  

本 社 東京都中央区京楠 2 丁目 9 T  E  L  (562)  1  3  5  1  

支 庖 名 古 屋 ・ 福 岡

給 ・排水・衛生 ・消 火 ・空 調 設 備

3525西原衛生工業所大阪庖

大 阪 市 北 区 中主l t6 丁目 8 番 4 号 電 話 大 阪 ( 458) 3628番

支 庖 ・営 業 所 福 岡 ・京 都 ・天理 ・川 西 ・神 戸

⑧造業締法式会祖

代表取締役社長 依 藤 孝 蔵

干534 大阪市者111ゐ区中野町2丁目 10祷 11号 T E L (06)351 - 5428(1り

F A X( 06)351 - 5299 

115 



ー- r - " - w巨日，U " ，" 置を= f = - " - -I..L 

=ニヨ玉『至有環4J I ( エ¥. " i : 王争I

取 締 役社 長 孫 納 伝 三

干530 k . 阪市北区西天柑 2 - 6  8  ( 吐ビル) T E L  06( 364 )  I  4  7  I  

T E L E X  523- 3  2  8  7  

〒105 東 京 都 港 区 新 情2 16( ニュー新 情 ピ ル ) T E L  0 3 ( 5 0 4 ) 0 2 3 1  

T E L E X  222- 6  7  2  4  

干462 名 占 屋 市 北 区 金 城 三 r [i 12 - 14 T E L  052( 99 1) 5  I  3  I  

干657 神 戸 市 欄 区 岩 島中町 I 2  9( エピスピJ レ) T E L 0 7 8( 881) 5 5 7 1  

⑩日本写植印刷株式会社

代表取締役 神 田 都 義

本 社 大阪市北区中之島3 - 2 - 4 朝日ピル TEL 大阪06 (385)1361(代)

大阪営業所 TEL 大阪06(385)1361(代) 京都営業所 TEL 京都075(311)1l 85(代)

東京営業所 TEL 東京03(574) 0  6  6  5  福岡出張所 TEL 福岡092( 771) 6 1 6 8

宮 06( 606) 1 111代

官 ω92 (26) 4371 

8 偲 682 (4) 1771 

8 ω8 8  (55)61∞ 

大 阪 市 中 央区 高 随 械 4 丁目 3番7号 電 話 大 阪 (202)0325- 9 番

本 社 東 京 都 千 代 旺l 区 西 神 田 1 丁 目 4 番 5 号

支 社 札税 ・仙台 ・丸 ノ内 ・新宿 ・横浜 ・名 古 屋 九州

営業所 ・出 張 所 全 国 主 要 都 市32ヶ所

社

社

ーa:電，ー....

③時掛王室信事五

ム一

A

限 りな き ク リ ー ン に 挑 戦 す る グ

電 気 設 備 ーク リ ー ン ル ー ム ・ 冷 暖 房 設 備

給排水衛生般備・骨十善幸制御股備 ・立体 自動倉庫

エ ネ ル ギ ー 集 中 監 視 シ ス テ ム 回 転 式 自 転 車 置 場

設 計 施 工

ム

玄

電気設備工事設計施工

東 光 電 気 工 事 株 式

大 阪 支 社

横 田 幸 一

圃 圃 圃 圃 圃 圃 圃 圃 圃 圃 圃 圃 圃 圃 圃 圃 圃 圃E 咽V 可: I : I U: I

Ｒ 名 ｾｑ 震房副￰Ｍ

設 計 施 工

士

〒545 大阪市阿倍野区阪南町7-5-30

干892 鹿児島市名山田T4- 7 三宝ビル

干708 ;章山市大手町8番5号4刻百苫全館

〒筑氾南風J耳、村兼紘 沖縄印刷団地

式

立

⑤ 

気 株

本山

専務取締役支社長

代表取締役

電 気 設 備

電

本 社

日本写植センター

津山写植センター

沖縄写植センター

陽

Sゐ

<i"i'. 

本 社

東 京 支 唐

名 古 量 主 庖

神 戸 支 庖

朝

あ 干:

勺 J 叩

ゅ二_ !S

Z 一一 阪 7  
."， 市 ァ

1宝 n .: a ft ..， 

恨 4 4i量ヲ

工..l.!L 区 ス

虫採雪夫実

相] 干f r 一一

珂 Jι 、自¥ I  

火之』 二 七七

は -; p¥番四四

社 三一五

司 号 六 四

. プラ ントエ・

. 情緒システムz ・

先E .. ソステム工・

CAT Vンステムz・

畠 櫓 アンテナ ｾｉ 工 事

一一誠実と技術でお応えする 一一

。 住 友 電 設 株 式 会 社

取締役会長 代 谷 正 元

取締役社長 相 馬 一 男

タイル工事施工

⑩ 諮 川 岸 窯 業 商 唐

大 阪 市 北 区 角 田 町 ト1 東 阪 急 ビ ル T E L 0 6 - 3 1 3 - 1 1 0 1

支 l吉 東 京 ・名 古 屋 ・ 舞 鶴 ・ 京 都 ・ 天 理

大 阪 商 ・ 神 戸 ・広 島 ・四 国・ 九 州

京 都 市 南 区 西 九 条 盟 問 町 2 0 祷 I也の 1

7立話(681 ) 5  1  0  1  - 5  夜間専用 (691) 1045  

大 阪 市 北 区 天 満 1- 5- 20 電 話 ( 06)  352 - 350 1({1:) 

津 市 栄 町 2 - 1  1  1  電 話 (0592) 26- 36101{り

凶 日 市 市 酋 末 広 町 従話( 0593)53ー 7431間

大 沖市 中 央 2 丁目4- 28 電 話 (0775)22 - 9738刊

⑨日本管工業株式会社

社興

代 表取 締 役 土 井 敏 裕

大 阪市 北 区 西 天 満 2 丁 目 6 - 8  ( 堂 ビ ル 7 階)

電 話 ( 361) 3  6  7  1  ( 代)

点 京 都 中 央 区 日 本 紙 箱 崎 町 20 番 5 号

屯 話 ( 671) 1  4  7  8  (代)

川 崎 ・ 相 模 原 ・ 堺 ・ 滋 ｾ＠

栗 原 工 業 繍 式 会 紅

設計並施工

歪 曲 工 .

岨 j鼻水" ' ' ' ' 工・

1功 例 配 管 工 ・

，倒防ぬ曲鈎備工・

電 気 ・ 計 装 工 事 設 計 施 工

⑤ 550 大 阪 市 西 区 西 本 町 l ー 13- 33

1tl 話 大 阪 06( 532)代0461 <!i!>550 

天 理 市 丹 波 市 新 町 50

電 気 工 事 設 計 施 工

英信

. 陰備I.
ヒル' U¥1l! 備工事

工 ' A' l l ! ¥1l! 備工事

問 婦 電 気 紐 備工事

It 司会 工 .  

原

E 百

フK
取締役社長

. . 力工・

l!.:!!1o IG崎 工 .

ぅｾｬＡＧＮＮ配電腸工・

m申返配電紛工・

株 式 会 社

大 阪 支 l吉

三 重 支 庖

四日市営業 所

滋 賀 営 機 所

本社在京都支唐

キ土

天理営難所

ヰ土

盾

出 張 所

E逮

本

支

本
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Const r uct i on c hemi s t r y  f or t he f ut ure.  

Master Buil 出 fS Techr叫 勾 酎

JICモJ " 更.J ｾＺｴ勾眉ｉｴ初依玉ｾ［｡ ｪｪｦ

自由マスヲーピ ｊｌ ヲｾ～掠式会員
本 社 東 京 都 港 区 六 本 木 3 - 16  - 26 T E  L 03-582 8813  

大阪支底 大阪市中央区北浜3-2-23( f骨量ピ ル) T E L凶 ー202 3294 

特殊壁装材製造販売 和室に最適

回一fJ1:;:j!?)(株)副 O: J : J ! J C:

場

一

ニ

エ

第

第

③ ｮ｟ ｜｜ｩｾＭ 鴨代の断熱用シｾ人
J券多J ャ・ ＮＮＮＮＮＮＮｉｾ み

目E バイナリーシートP

目 豆 電 線 株 式 曾 批 判 別 干 畑区捌汀目1制 {干代田ピJv)

営 業 種 目

・防 水 工 事 塗布防水・ シ ー ト 防 水 ・モ ル タ ル 防 水

・樹 脂 注 入 接 着 工 法 各 種 樹 肪 注 入 敏 治補 修 工 事

・亀 裂 補 修 工 事 各 種 樹 脂 注 入 ・充 填 ・コーキ ン グ

・シ ー リ ン グ 工 事 シ リコ ン ・チオコーノレ ・ウレタン ・ア クリ 1レ

・吹 付 工 事 アクリノレ ・リシン ・開 性 タ イ ル ・そ の 他

く〉建 殻 業 許 可 大 阪 府 知 事 併 可 ( 般 ー 53) 第 5 1225号

く〉 日本 シ ー リング工 事 業 協 会 4 員

大阪市北区末広町 3 - 21 ，ＮＮＮＮ ｜ 持］巴亙ｾー噌ＭｴＭ L .1.L 

hl 和地所羽田I ピJ レ201S  ¥'rAo. 1  .. 官 τ 可Ｇで ｊ［Ｇ 肩忌司「可ｾ咽 ｊｉｉ

T E L 06( 315)  0 7 0  1 ・ - - .  - - - -- - .... -

‘、

デンカC S Aファミリー製品

- 寄与DC S A (膨 張性混和材 ) コンクリートのひびわれ防止に

Ｍｔ 二 ｊｄＢｾ ヨニ ｊ Ｈ グ ラウト用無収縮材 Ｉ 鉄骨ベース、逆打部の充填モルタルに

ＮＷＺ，ニ ｊｄ 守 Ｓ ー子 Ｎｊ Ｇｊｾ Ｈ建造一 ＿＿ｔＩ コンクリート躯体の漏水補修に

・安二J DE S(土質安定用急硬材) 地盤補強用薬注入

・安二J DI I OOO(製 品用超高度混和 材 ) コンクリートパイルの早期出荷と

ハイモメント製造用に

ネ土

A

Q

玄式

TEL 本社 ・京都 ・網野 ( 07 7 27) 2 - 2 2 2 0  

舞1時 ( 0 7 7 3 ) 7 6 - 0 1 3 3  

株業産
白

木浜
電気化学工業株式会社

近 畿 地 区 販 売 庖

ネ土

A

Q

玄式株業産;甫金 森 藤 平 商 事 株 式 会 社

4 4 3 - 6 1 8 1  TEL 大阪 ( 0 6 )
TEL 大阪 ( 0 6 ) 3 3 2 - 6 8 6 1  

TEL 東京 ( 0 3) 2 7 2 - 8 5 0 1  

‘降

/ 本 社
コト

式

社

練

会

-・・・・圃-
ネ土A

2

 

式株産物羊光

TEL  滋fI - 守 山( 0 7 7 5) 8 3- 2 3 8 1  
2 5 2 - 6 0 0 0  ( 0 6)  T E L 大 阪
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テトカッパー防水

• 防水 Ｇ ｉｾ 業の研究 経験から生れたすくない資源のパーフェクトな防水層です。

この防水層は ( 一層防水) 施 工 す る だ け で 、 防 水 は 完 墜 で す。

温度変化に 伸 びがなく、柔軟性に日み、耐酸、耐薬品性に i憂れ、腐蝕しません 。

カッパー防水帯 ;;;;514 うtう テ ク ト 吹 付 工 法

笹φ11

: :- k l ・...... .・ ¥.1・・ 目、姐W

奥山化工業株式舎示i
本 社 東 京 都 中 央 区 岨 座 8 - 4 - 9

大阪事暗所大飯市淀川区東三国 6 ー 1 - 41

2脅玉肯 藁 所 崎玉県楢川市東 1 - 3  - 30 

草木出張所神帯川県厚木 ili 童図259

電毎回 (571) 2703 

電話06 (391)1081-2 

電話0487( 74) 2845・6

電話0462 (21)  1761  

電話052 (811) 3660 

世話0952 (47) 2945 
・¥・. ，. お申込次第カタログ進呈

名古血ili 鍛所名古里市南区若草町33

九州出張所佐賀県佐賀郡町宮町大字賄商曲450

東洋シャッター株式会社

本 社 干540 大 阪 市 中 央 区 常 盤 町 1 - 3 - 8 ( 日 本 生 命 谷 町 ビ ル )

T E L  ( 0 6 ) 9 4 3 - 6 5 7 1 げて)

・東京/横浜/盛岡/仙台/水戸/静岡/岡崎/名古屋/富山/大津/京都/神戸/広島/高松/福岡/他全国主要都市

需品三黒字努: : = 1I IJ I  !J -9 J乱暴ゆJl

半 世 紀 の 実 績 が

誇 る 技 術 と

長 尺 物 ・ 色 彩 豊 富 ・ 責 任 施 工

品 種・オリエンタルカラースーパーメタル ( C5PM)

・ オ リ エ ン タ ル ス チ ー ル ラ イ ト ( 5 T  L)  

・ オ リ エ ン タ ル メ タ ル ( 0 P  M)  

. 鋼板製オリエンタルフネンシングルア フ タ ー ケ ア ー ノ

・ オ リ エ ン タ ル オ リ セ ラ ム

t皮 板 規 格 S 小波・ S 大 波 ・V 波 ・ボ ックス 波 . wジャン ボ 波 ・V デ γ キ

s v ジャンボ波・ボルトレスルーフ B L ・A の他

用 途 平板・波板・棟包・雨押類・谷樋・堅樋・軒樋

各種換気装置 〔モニター・ベンチレータ』・ムーパー・工キゾスター( 強制) )

ボーロイド( 断熱材 ) O. G. K. ※ カタロ グを 御 請 求 下 さ い

鶴市 I J I !J 9J l J. 9J l 製造跡式会祖

大 阪 本 社 〒660 尼 崎 市 昭 和 南 通 り 3 - 26 松 本 ビ ル 電 話 大 阪 (06 )412 - 5131  (代 )

大 阪 支 庖 及 エ 場 大 阪 ・九 州 ・名 古屋 ・広島・東条・メ1] 谷 ・姫 路

東 京 本 社 及 工 場 干335 蕨 市 塚 越 5 丁 目 6 番 32 号 電 話 蕨 ( 0484)42 - 3115(代 )

支 庖 及 工 場 東 北 ・東 京 ・関 東 ・熊 谷

118 



引 代主! ! 築にt ! ;lえされる;窓口付 11庁1;は、 ( 1然の光U瓜を 問

かに保り人れた↑ )(: jffi なi i一前 I: ¥Jを自IJ ることにあります。また

J ，i]l l，¥に建物 全体の j ミ観にも 人ーきな役割lをもってl ';:(す。 し

カか Ｎ色Ｑ もふ、 ￭Ｇ￭行ル守 ｩ エ オ、 ｊ ノルレギ 一 の 、心 Ｑ 上ル場 ｌ必 ［ 力かＮ ら は 尚 ｌ 、 ｼ断析熱 ｦ↑ｦ刊性 Ｂ ｊ午 Ｇ ｊ七 Ｚ カが Ｑ 、↑快 ｪた Ｚ ｾｪ 過盛盛 ｩ ν常 巨

1:川lH川1リ!比としての光のコントロ一 /ルレや|ド防リ坊j必j {斤1r1e¥、児 lに二はメイ ンテナンス

に干 川カがf カか.力か.らなLい、'.'以I

す。

エノレミンの窓はこれらフアク ターの 全てに (1{汗そも って

おＡ 必 えて き ます 。 ツ 王 丸 ｩ Ｇ ｪｾ ゃ騒 丘の 市 ｌ 、 地 域、同 ｾ ｾ ー や

防寒の地域でも、建物の" ，には快適さをナお約 束します。

型品はヵーラスやブライ ンドの組み込みまで全て 1') J)j

ノ|そがk。 しかも施 1'，も、li 社の点イで施 Lです ので安 心 して

お作せいたfごけます。住 物のグ レー ドアッフ。にエノレミン

の 窓をお ｦｾ 立てく ｴＺＮ Ｂ さ ｌ 、 。

厄訂Ａ日本工 ｊ レ三コヲｾ三 ｊ 抹式会社
1，唱r i l 大 幅 支 rli 干 S回 大 服 用 西 区 家町 堀 1- 7- 9

1I JJ 東 北 宮県 所 干 ＹＸ Ｐ 仙台市 ＢＧ ｾ 庫 区一 醤 町 Ｑ Ｍ Ｑ Ｔ

、 九 州宮 泉 所 干 8 12 福 岡 市 岬 多 区 岬 多 駅東 2- 4- 3 0
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18 A6009 露出シート

京都大学( ベストヌルーフ絶縁工法)

こ最適な

us工法。

防水の改修工

ベストヨレーフ

泡化ビニル系シート防水材

歩行用 ｉｉ Ｚｊｾ 鴻・ ｾ ｒ の

ｉＸ Ｎｉ ，活用 べ ｾＲＢ ＧＺｉ 鴻・ Ｒ の

|  題化ビニル系シート防水

ｾＺｘ ｉ ・ Ｓ 。ゐ・ Ｇｾｈｇ ぬ
断書事前水用・歩行用
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近{j ' - とみにWIJJII してしも主主物の改修 L 下。それに ilki血な Ii}j

S  Li . t o ド地処JllI が no坊で 悦

ベストプル ーフ ｈｇ は ｩｉ ｋ ｬ ｦ 品川町のハイグレード Ａｬｵ Ｇｾ 化 ビニル

を iミ1成分 lこ方ラスクロスを 'I'IIIJ に 航 1Mした|析熱 |均 ノドにjl k ノ'k L i 去がベストプルーフ

ｻｻ防水 Ｑｍ の ｬ か ら 胤 ｬ でき、 ｕｕｊ のｾＧＮｩ紛ができます ｌ しか も

Ｑ ＡＮｕ ＧｩＧ ｭ を 使わ ず 特妹な ｉｊ 見 主 ｉＮ ｕ 去 の ｮ 川によ って ￬ ｾ ， ＡＮ ｩｉＧｩＮｊ 状態

ても施 l できますL 絶紘1 : 11; はi " ! 也のムーブX ントを緩 衝し

J盛の I;)j 水シート。

夫しL 、11: Iーりを1μ" します二

西日本ロンフルーフ防水事業協同組合

定正在

価 ni1 

九 ｾｉ 事

八主主

「可 干f" l (

両 ｾ ｉ
ｾ ｾＡＩｌ＠
，向本' ; : ) L 

t ' I体合 卜
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大阪市淀川区西中島3- 9- 13 大北ビル f i 06( 304) 5155

03379- 1  

- 本 社 ⑤101

東京都千代田区神国松永町 13' Ｉ ＱＱ 口ビル ｪＧ ｬ ｾ ＰＳＭＲＵＳＭ Ｔ Ｙ ＱＱ 附

・営業所/ ・札 幌fi Ol ト53ト2602・青 森ft O177- 77- 1155 

・仙 台ft 022-265- 4  771 ・新 潟宮025-243-3791  

・金 沢ft 0762-92- 1161・大 宮ft 048-664- 1511

・千 葉包 0472-46-5851 ・横 浜ft 045-662-7370

・静 岡ft 0542- 51-3712・名古屋念日52-935- 7063 

・岡 山 ft 086926-4321 ・高 松ft 0878- 31-4177

・広 島ft 082-21ト2700・福 岡合092- 472-5857

・鹿児島ft 0992-58-6571

雑 誌

⑥ロコ己ーJII 工 業 脳 会 祉

大阪支l苫/ 大阪市淀川区西中島3- 9- 13 大北ビル7階

nしいカタログ令ご希望の方は、

本社、支庖、畠営業所まで ご ｬ ｾ 求下さい


